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　何て綺麗な方なのかしら。

　それが二週間ほど前、大きな窓から差し込む眩い光の下で初めて彼を見た時の、リズティーナの第一印象だった。

　あの時とは一転して夜も更け、同じ部屋でありながら今は仄灯りに照らされているだけだ。そして灯りとはまた別に、夜空を煌々と照らす満月の光を限界まで細く依り合わせたような淡い純銀に輝く長い髪が、ふんわりと波打ちながらベッドの上に広がっている。

　自分には不相応なほどに豪奢なベッドに横たえられたリズティーナは無言のまま視線をあげた。覆い被さるような姿勢の彼を、クリストファーの顔をそっと見上げる。

（今もやっぱり、とても綺麗……）

　穏やかな春の日差しにも似た金色の短い髪、澄み渡る空を思わせる切れ長の青い瞳。その指先の動き一つでさえ優雅な、まさに絵に描いたような王子様の姿がそこにあった。

　きっと、令嬢の憧れや羨望に満ちた視線を一身に集めているに違いない。リズティーナだって夜会で見かけていたのなら、多数いる乙女の一人になっていたことだろう。

　こんな──想いなど一欠片もないままに共寝の夜を迎えたりしていなければ、おそらく。

（でも身の程も弁えず、叶わない恋に胸を焦がして苦しむよりも、この方が良かったのかもしれないわ）

　遅くとも十八歳で社交界へのデビューを果たすのが慣例でありながら、十九歳のリズティーナは未だそれを果たしてはいなかった。

　友人と呼べる存在はおらず、故にクリストファーのことも、王宮に身を置くようになって身の回りの世話をしてくれる侍女から聞いたり、本人と何度か顔を合わせた程度の表面的なことしか知らない。

　それでも彼はとても高潔な王太子であり、リズティーナの父、マクルド・セレストア伯爵とあまり友好的な関係にないことは分かっている。

『せいぜい閨で王太子に尽くして取り入るんだな』

　父の冷ややかな表情と言葉が脳裏に浮かび、リズティーナは菫色の瞳を静かに伏せた。思っていたよりも大きな吐息が口をつく。するとクリストファーのしなやかな指が肩口に触れ、薄い布地越しであるにも拘わらず息を呑んだ。

「怖がる気持ちも分かるが、君自身の為にも身体から力を抜いた方がいい」

「……っ、はい」

　震える声で返事をしたものの、どうしたらいいのか分からない。ただ身を固く強張らせて再び目を開ける。

　これでは父から命じられた役割など到底を果たせそうになかった。けれどもし適わなければ──そう考えて、クリストファーに気取られないよう小さく首を振る。

　父への恩義に報いる為にはやり遂げるしかないのだ。リズティーナの意思など関係ない。

（大丈夫。きっとすぐ終わるから）

　不安でいっぱいになっている自らを懸命に鼓舞し、なすがままに身を委ねる。

　肌を透かし、身体のラインに沿った純白のレース仕立てのナイトドレスの、胸から足元へといくつも留められた小さなボタンをクリストファーは一つずつ外して行く。

　下には何も身に着けていない。腕から手首までを覆う袖はそのままにレース生地を左右に割り開けば、薄闇にも真珠さながらに艶めかしく輝く白い肌が露わになった。華奢な身体とは裏腹に、淡い桃色を頂上に抱く形良い二つの豊満なふくらみが待ちかねたようにまろび出る。

　熱を帯びた視線に輪郭を一つ一つなぞられているように感じるのは、緊張で強張っているせいだろうか。勝手に肌が火照り、不慣れな感覚がお腹の奥に渦巻いた。

「悪くはない身体だ」

　冷静な表情で、けれどあからさまに値踏みされていることを知って屈辱と羞恥で頬が染まる。

　怒るべきか喜ぶべきか、それすら分からなくて身動ぎもできずにいると、クリストファーの手がふくらみを掬い上げた。

「っふ……！」

　素肌に自分のものとは違う、男の指が触れて思わず身体が竦む。

　大きな手でやわやわとふくらみを揉まれる度、リズティーナ自身も形を変えられてしまうのでないかと不安になった。

　得体の知れない恐ろしさにきつく目を閉じると、濡れた何かが胸の頂きに押しつけられる。ぬろりとした感触に驚いて反射的に視線を向ければ、クリストファーの熱く赤い舌先が小さな桃色の尖りをちろちろと舐っていた。

「ん、ぅ……」

　身体が甘やかに痺れはじめたかと思うと、刺激を受けて硬く勃ち上がった乳首をクリストファーが口に含んだ。口の中で飴玉のように転がされ、経験したことのない感覚が背筋を幾度も通り抜けて行く。

「あっ、ん……。ゃ……」

　自分自身でも聞いたことのない声は、甘えるように、助けを求めるようにか細いものだ。あがるのを堪えられない。こんなみっともない声を王太子に聞かせてはいけないと口を右手で覆おうとすると、クリストファーの手によって止められた。

「気持ちいいのなら声は抑えなくていい」

「気持ち、いい……」

　この感覚が快楽というものなのか。

　やっぱり何一つ分からないまま反芻する。クリストファーの手はすべらかな腹部をなぞりながら下肢へと伸ばされ、リズティーナの足の間に差し込まれた。

「ぃ、痛……っ」

　乾いた場所を撫でられ、わずかな痛みを覚える。思わず苦痛の声があがった。秘められた大切な場所だ。人に触れられるのが怖く、慈悲を訴えるように弱々しくかぶりを振った。

「気持ち良さそうに感じ入っていたくせに濡れていないのか」

「至らずに申し訳ありません……」

　リズティーナのそこは濡れていなければいけないらしい。理由は分からないけれど、クリストファーの興を削いだことはさすがに理解して許しを乞うた。

「君の謝罪が欲しかったわけではないが──」

　クリストファーも困惑しているように見える。

　どうしよう。

　どうしたら、いいのだろう。

　お互いに無言で見つめ合った。真っすぐな青い瞳が自分だけを映している。そこにほんの一瞬だけ、影がよぎった。

（今のは……何……？）

　踏み込んだらまた知らない感覚を呼び起こされそうで、あえかな呼吸を繰り返す。

「まさか、初めてなのか？」

「は、はい。肌を曝した経験もなくて……。申し訳ありません」

　尋ねられて素直に答えたものの、身を捧げて寵を得る為にリズティーナは差し向けられたのだ。それが閨事どころか恋さえもまだ知らないとなれば興を削いだかもしれない。クリストファーだって後腐れのない関係を望んでいるはずだ。

　でも偽ったところですぐにばれてしまう。

「父から、殿下をご満足させるべく尽くすように言われております。わたくしも承知のうえですし……」

　リズティーナは必死に言葉を重ねた。

　クリストファーに抱いて欲しいわけではないけれど、抱かれなければいけない。

　父に、命じられているから。

「──そうだな。僕も、今さら止めてはやれない」

　何事もなかったようにクリストファーが上半身を起こした。サイドチェストの引き出しから、百合を模した蓋で栓をされた淡い水色の瓶を取り出して傍らに置く。それから自らも衣服を脱ぎはじめた。

　初めて見る異性の身体にリズティーナは息を呑んだ。

　細身ながらも筋肉がついていて、見た目の印象よりも逞しい。わずかに膨らんだ喉元から鎖骨へと、視線をゆっくりと辿らせる。女性である自分のそれとはあきらかに違う引き締まった胸、うっすらと筋肉の浮かぶ腹部──その先に恐ろしい形状をした肉槍を捉え、慌てて顔を背けた。

「も、申し訳ありません」

　再び謝罪の言葉が口をつく。

　どくどくと心臓が高鳴りはじめた。

（あれが……男性の）

　王宮に入る前、閨事の知識を得る為に書物を読もうとしたことがある。けれど表紙を開いてすぐのページに男女の裸体が描かれていて、あまりの羞恥に耐えかねて本を閉じてしまった。そしてクリストファーのそれは本で見たものとはまるで形も大きさも違う。両手で口を覆い、凶悪な姿を脳裏から追い払うようにかぶりを振った。

「君も、こんなことはすぐ済ませたいだろう」

「ひぅ……っ！」

　冷たくぬるりとした液体をたっぷりと纏わせた指が足のつけ根に触れ、リズティーナは引き攣った悲鳴をあげた。

　乾いた場所にくちくちと塗り広げられて行く度に未知の恐怖で内ももが震える。重く濡れた感触が落ち着かなくて身を捩った。

「必要以上に痛い思いをしたくなければおとなしくしているんだ」

「っ……」

　彼としてはリズティーナの為の忠告を意図しているのもしれない。

　けれど脅しの言葉としか思えなくて却って萎縮してしまう。

　クリストファーはこれ以上の気遣いをするつもりはないらしく、中心部に指先を押し当てた。

「だ、め……。そんなところ、何も入らない……」

「楽に入るように潤滑油を塗ったから問題ない」

　熱を感じさせない声でクリストファーは答える。愛が存在しない行為だと念を押されているようで、分かっているはずなのにリズティーナの心が軋んだ。

　自分の身体の中に、他人の身体の一部が入り込んで来る。

　それはひどく奇妙な感覚をリズティーナにもたらした。身体の内側から撫でられ、ゆっくりとした動きにも拘わらず鋭い感覚が背筋を駆け抜ける。

「ふ、ぁ……。だめ、動いちゃ、ゃ……」

　隘路を押し広げるように抜き差しされるクリストファーの指に言っているのか、少しずつ綻びながらもうごめく自らの胎内に言っているのか、リズティーナは懇願した。

　自分の意思ではどうしようもできない生き物がいる。熱を伴って脈打ちながらクリストファーの指に絡みつき、じっくりと食んだ。

「ぅ、ん……っ。あ……！」

　奥から何かが込み上げて来る。

　未知の感覚は恐ろしいものでしかなく、抑えつけようとしてもどうしたらいいのか分からなくて心細さを煽った。

「いや、あ、ぁ……」

　腰が何度も小さく跳ねた。下腹部が熱い。なおも縋るように絡みつく胎内から指が引き抜かれると、さらに熱く大きな何かが蜜口に押し当てられた。

「あ……！」

　咄嗟に両手を突き出してクリストファーの肩を押しのける。けれど彼はびくともせず、硬い熱杭でリズティーナを容赦なく貫いた。

「ふ……っ、ぁ……」

　身体が真ん中から二つに裂かれていくような痛みに、大きな瞳から幾粒もの涙が溢れる。もはや手遅れだと分かっていても、より大きく深く侵入して来た男を追い出そうと胎内がうねった。

「ひっ……！　い、ゃ……、ぁ……。放して……っ。離れて、下さ……」

　幸せな結婚ができると信じていたわけではない。

　幸せな花嫁姿を見てもらいたかった唯一の人だって、もういない。

　だけど、これで本当にどこにも嫁げなくなってしまった。

　傷みで熱を帯びた秘所に再び冷たい液体が垂らされた。聞いたことのない淫らな水音があがるほどに滑りがよくなって抽送運動がスムーズになりはしたものの、リズティーナの心は未だ引き攣れたままだ。

「ゆっくりするから……力を抜くんだ」

「ん……申し訳、ありませ……」

　でも分かっている。

　これがリズティーナに与えられた役割だ。何も考えず、クリストファーにされるがままとなっていたらそれでいい。優しい王子様は、たとえ愛はなくともむやみやたらに傷つけることはないという安心感も心のどこかにあった。

「あっ……」

　全身がどんどん熱くなって来る。

　知らない感覚が奥底でうごめいた。勝手に腰が揺れる。切っ先で媚肉を抉られると甘えた声があがった。

「あ、ぁ……っ」

「善くなって来たのか」

　穿つ楔は熱いのに未だクリストファーの声に熱は感じられないままだ。お互いにうっすらと汗ばみながらもなお、クリストファーの心は別の場所にあるような錯覚さえ覚えた。胎内を満たす存在がなければ、彼の表情だけを見て睦事の最中にあるとは誰も思わないに違いない。

　なのにリズティーナだけが、じんわりと快楽に囚われて行く。

　知らない。

　こんなのは、何も、知らない。

　リズティーナは否定の為に激しくかぶりを振った。

「ち、が……っ、ぁ……ん、んん……っ」

　口を開けば突き上げを受けて抑えられない声がこぼれる。

「違わないだろう。──だが、痛がって苦痛の表情を見せられ続けるよりはずっといい」

「あっ、ぁ……。あ……！」

　耳を塞ぎたくなるほどの水音を部屋中に響かせながら奥を穿たれ、目の前がちかちかと白く明滅した。

「だめ、何か、きちゃう……」

「く、ぅ……」

「あっ、ああぁ──！」

　得体の知れないものに激しく追い立てられるように高い場所へと駆け上がる。

　短い呻き声と共に奥底に切っ先を強く押しつけられた。脈打つものから熱い液体が飛び散る感覚がしてリズティーナの腰がひくんと跳ねる。

（終わった……の……？）

　身体は繋がっていたのに心は少しも寄り添うことがなかった。

　吐息と共にクリストファーは身を引いた。胎内に収められていた大きな熱杭が引き抜かれても、まだそこにあるような気がする。

　内側からごぷりと何かが溢れると青くさいにおいが鼻についた。ひどく生々しいにおいに目眩がする。

　同時に理解した。

　もう〝リズティーナ・セレストア〟の居場所など、完全になくなってしまったのだと。
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（あ……）

　いけない、と思った時には手遅れだった。

　義母が親交のある貴族の夫人たちを招いたお茶会の席で紅茶を振る舞う重要な役目を与えられ、緊張で覚束なくなっていたリズティーナの指がカップに当たり、注いだばかりの澄んだ琥珀色の液体が大きく波打ってソーサーにこぼれた。

「も、申し訳ありません。おか……」

「本当に何なら人並みにできるというのかしら。──もういいわ。お客様への給仕は他のメイドに任せるから、お前は下がりなさい」

　深く頭を下げ、謝罪を言い終わるより先に剣呑な声が冷ややかに遮る。

　申し訳なさと居たたまれなさに、リズティーナは顔を上げられないまま項垂れた。

　家族以外に複数の人々から視線を一身に集めた経験もなく、どんどん萎縮するばかりだ。義母にこれ以上の恥をかかせない為にも、一刻も早く客室を立ち去るべきなのに足が竦んで動けなかった。

「まあまあ、セレストア夫人」

　場を執り成すように穏やかな声が発せられてリズティーナは反射的に視線を向けた。義母の友人に相応しい、上品な居住まいの貴婦人がリズティーナの指を、濃紺のお仕着せの上から純白のエプロンを身に着けた華奢な身体を隈なく眺めて目を細める。

「綺麗な指先をしているし、まだお屋敷に来て日が浅いのだとお見受けするわ。慣れないうちの失敗は誰にでもありますもの」

「わたくしの教育の成果も虚しくお茶さえ満足にお淹れできず、お恥ずかしい限りですわ」

「どうぞお気になさらないで」

　貴婦人たちは皆、リズティーナを経験の浅いメイドと思っているようだ。

　今年で十九歳になるにも拘わらず社交界デビューという晴れ舞台に立ったことがないうえに、招かれた貴族夫人たちにセレストア伯爵家の娘として紹介されることもなく、メイドと同じ格好で姿を見せては無理はない。

　それでも、客人のもてなしは屋敷を取り仕切る夫人の役割の中でも大きなウエイトを占める栄誉あるものだ。たとえメイドと勘違いをされても、家の品格に通じる役目を手伝えることは喜ばしいと思っていた。

「お客様方が粗相な振る舞いを受けてもなお、寛大にお許し下さっているうちに去りなさい。後で呼んだら来るように」

　話は終わりだと言わんばかりに義母はベルを鳴らして別の新たにメイドを呼んだ。

「申し訳ありません……」

　リズティーナは心身を叱咤してより深々と頭を下げ、ティーワゴンを押して客室を後にする。

　貴婦人たちが声をかけることはなかったけれど、見送る視線に〝与えられた仕事もこなせない未熟なメイド〟に対する無言の圧を感じるようで懸命に背筋を伸ばした。呼吸すら注視されているような張りつめた空気の中、ようやく客室を出てドアを閉めると思わず安堵の息がこぼれる。

　人目がなくなった途端に気を抜いた自分を心で律し、茶器を片づけに厨房へ足を運んだ。

　冒してしまったミスはどうしようもない。何か別のことで期待に応えるしかないのだ。

　カップを片づけ、いつも通り屋敷内の掃除に勤しんでいるとベルが鳴った。先程とは少し音色が違う、リズティーナを呼ぶ為のベルだ。

「お義母様がお呼びだわ」

　また後で呼ぶと言っていた。

　貴婦人たちを招いたお茶会が終わったのかもしれない。客室に戻ると義母以外に誰もいなかった。

　リズティーナは沈黙によって空気が張りつめるのを恐れ、お茶会の名残を留めたままのテーブルへと歩み寄る。

　横から義母の手が伸びた。紅茶の残るカップのうち一つをテーブルから取り上げ、リズティーナにかける。突然の出来事に驚きと戸惑いとで義母を見やると激しい怒りの形相を浮かべていた。

　リズティーナが淑女に相応しい立ち振る舞いができるよう、普段から義母は厳しい。けれど言葉による注意だけで具体的な罰を与えるのは初めてだった。それだけ先程のリズティーナの失態が淑女らしからぬ行いで許し難かったのだろう。

「お前は、このわたくしに恥をかかせるつもり？」

「も、申し訳ありません、お義母様……。どうぞお許し下さい」

「お義母様、ですって？」

「あ……」

　リズティーナは自らの失言に瞳を揺らめかせ、長い睫毛をそっと伏せた。一呼吸入れて腰を折ると深々と頭を下げる。

「申し訳ありません、奥様」

「お前など旦那様のご慈悲で屋敷に置いてもらっているだけの、メイド以下の存在であることを常に忘れないことね」

　ことさら大きな溜め息を一つ吐き、義母は美しい顔を歪ませた。

　いつになく厳しい義母の言葉はリズティーナの心を大きく抉った。

　違う。義母は、未だ人前に出すに至らないリズティーナを不甲斐なく思っているだけだ。与えられた役割をちゃんと果たせれば何の問題もない。自分に何度も、そう言い聞かせる。

「今はその陰気くさい灰色の髪も、薄気味悪い紫の瞳も、視界に入るだけで気が滅入って来るわ。みすぼらしい姿でこれ以上わたくしを不快にさせることのないよう、屋敷全体の掃除に戻りなさい」

「──畏まりました」

「もちろん、そこの床の掃除も忘れないように」

　わざと自分が紅茶をかけて汚した床の掃除も念を押すように言いつけ、義母はなおも怒りが冷めやらずといった様子で客室を出て行く。リズティーナは深く頭を下げて見送り、義母の履くヒールの高い靴が床を打つ音が聞こえなくなった五秒後にようやく顔を上げた。

（せっかくお義母様が任せて下さったのに……）

　不甲斐なさで沈む心が溜め息を押し出す。

（学んだ成果もお見せするどころか恥をかかせてしまったかも）

　紅茶の風味を引き立てるよう計算してお湯の温度を調整し、カップもしっかりと温めるなど準備は万端だった──けれど、ここ最近は夜あまり眠れなくて体調が良くなかった。だからお客様の前で紅茶をこぼすという、とんでもない失態を演じてしまったのだ。

　もっとも、眠れないのは自分の問題でしかない。その結果、公の場に私事を持ち込んだとあっては義母が怒るのも無理はなかった。その場では何も言わず陰で叱ったのだって義母なりの優しさからだ。

　カップの紅茶も、怒りに任せただけで本当にかけるつもりはなかったに違いない。お仕着せが濡れはしたけれど、とうに冷えていたからやけどせずに済んでいる。布地も深い紺色なおかげで汚れも目立たず、急いで洗わなくても染みになることはないだろう。

（あ……）

　リズティーナは首元に指を這わせた。

　常に首にかけている細い鎖の存在を思い出したのだ。幸いにして紅茶で濡れた様子はなく、鎖の先に繋がった小さな鍵をお仕着せから取り出して鎖同様に無事を確認すると安堵の息を吐いた。

「──大丈夫ですか、義姉上」

　気遣わしげな声がかけられ、やましいことなどしていないのに身が強張った。

「エリック……」

　鍵をさりげなく再びお仕着せの中に隠しながら声の主を探せば、開いたままのドアの陰に義母の連れ子であるエリックがこげ茶色の目に心配そうな色を浮かべて立っている。

　リズティーナは先程声をかけられた時の緊張感とはまた別の緊張感を抱きつつ、できるだけ不自然に見えないように笑みを浮かべてみせた。けれど、その表情がひどくぎこちないものだという自覚はあった。そしてぎこちない態度がエリックに伝わっているということも。

「母上が、ずいぶんお怒りの様子で客室から出て来たので……」

「大丈夫よ。ありがとう」

　先日十四歳になったばかりの、まだ純真さを残したエリックに取る態度ではない。

　でもリズティーナの母ナディアが他界したのは十年前でありながら、エリックの面差しはどことなく父と似ていた。どんな理由があろうと口にしてはいけないと分かっているから確認はできないけれど、そういうことなのだろう。

　今や一貴族が愛人を囲うことは珍しいことでも非難されることでもない。

　ただし父はセレストア伯爵家の嫡子ではなく婿入りをしている。その事実がわずかな引っかかりをリズティーナに生じさせているのも事実だった。

「私は屋敷内のお掃除がまだ残っているから、行くわね」

　義母はエリックがリズティーナと親しくするのを快くは思っていない。そしてリズティーナ自身も、真実はさておき、表向きは血の繋がりのない義弟との接し方を測りかねていた。

「──義姉上」

　エリックもまた何かを言いたげに、けれど何を言えばいいのか分からない様子で口を開く。

　姉弟仲自体は悪くない。正確には会話はおろか、顔を合わせることも滅多にないから悪くなりようがないと言った方が正しいけれど。

「夕食は、また別に召し上がられるのですか」

　平穏に過ごす家族を象徴する朝晩の食事の席にリズティーナだけは着かない。

　それが義母の要望だと分かっているうえで聞いているのだろうか。きっと、知らない。知らないのならそれでいいと思う。

「ええ。まだあまり食が進まなくて」

　食の細い自分がいては気を遣わせてしまうだけだ。せっかくシェフが腕を揮った料理だって、味もよく分からない状態が続いている。ぎこちない反応は楽しい食卓の雰囲気を壊してしまうだろう。

　セレストア伯爵家の家族構成は父と義母と、そして一人息子のエリックの三人だ。エリックが残念そうな顔をしたところでリズティーナの入る隙間はなかった。

　ふとした時に思うのだ。

　セレストア伯爵家の血を継ぐ唯一の存在となったリズティーナこそ、今のセレストア伯爵家で異端ではないかと。







（お母様……）

　今日も無事に一日が終わり、首から下げた鎖に括りつけられた小さな鍵に縋るよう、リズティーナは両手でそっと包み込んだ。

　リズティーナが九歳の頃、最愛の母は突然の病に侵されて懸命な治療も実らずこの世を去った。お守りのように片時も離さず身に着けているこの鍵は、母が遺してくれた唯一の形見とも言えるものだ。鍵に触れれば、母とのやりとりが昨日のことのように思い出される。

『いいこと、リズ。本当に困った時は、この鍵で開けられる鍵穴を見つけて開けなさい。けれど、お父様には決して鍵の存在を知られないようにするのよ』

『どうしてお父様には秘密なの？　それに……どこの鍵なのか教えてはくれないの？』

『この鍵はね、今のあなたくらいの年にお母様もおばあ様からいただいた、母と娘だけの秘密の鍵なの』

『おばあ様から？』

『ええ。もしかしたら、リズはこの鍵を必要としないかもしれない。そうしたら今度はあなたが娘へと同じように渡してちょうだいね』

　血筋によって定められた本来の当主である母を失った後、セレストア伯爵家にまつわる醜聞を払拭するべく働いている父を誇りに思う。もっとも、鍵をこっそりと渡してくれた時母が見せた悲しげな笑顔を思うと、少なくともその時にはすでに二人の間に男女の愛情がなくなっていたことは想像に難くなかった。そこへ来てエリックの存在だ。父の不貞を裏づけている。

　何より、リズティーナの体調が芳しくないのは他でもなく父に告げられた言葉が原因だった。




　あれは一週間ほど前のことだ。

　普段顔を合わせることのない父に書斎へ来るように呼ばれ、部屋に入ったリズティーナがドアを閉めるなり、一秒でも時間が惜しいと言わんばかりに父は告げた。

「お前は半月後から王宮にあがるんだ」

「王宮に、ですか？　あの、それはどうして……」

　セレストア伯爵家は特殊な事情を抱えていた。

　リズティーナにとっては母方の祖母にあたる先代の伯爵夫人が嫁いで来て間もなくに、その生家であるカーラルハイン侯爵家が爵位を返上して没落しているのだ。

　当時はそれなりの醜聞になったらしく、すでに嫁いだ後とは言えカーラルハイン侯爵家の娘を迎え入れたセレストア伯爵家にも多少の余波はあったという。そこへ母との愛を育んで婿入りした父に対し、祖父母は感謝の念を抱いていた。

　けれど、社交界では口さがない人々が未だカーラルハイン侯爵家を悪し様に吹聴しているらしい。だからリズティーナは、まだ社交界に出てはいけない。父にはそう言いつけられていた。

（そんな状況で登城するなんて何の為に……？）

　リズティーナがあまりにも至らないから行儀見習いに出されるのだろうか。そうすると相手は王族の女性と考えるのが自然な流れではある。けれど、そもそも王族の前で恥ずかしくない振る舞いができるとも思えない。こんな状態のリズティーナに時間を割いてくれるなんて、もっと考えられなかった。

　だけど父がわざわざ呼んだのだ。重要な話に違いない。そんな淡い期待は、次に告げられた言葉で無残なまでに砕け散った。

「お前は亡き妻に似て見てくれだけはすこぶる良い。せいぜい閨で王太子に尽くして取り入るんだな」

「ね、や……？」

　父の言葉に声が震えた。

　リズティーナの反応に父は不快そうに眉をひそめ、吐き捨てるようにさらに続ける。

「意味が分からぬほど無学でもあるまい。何、王太子と言えども相手はお前と同じ年だ。王太子のやりたいようにさせるだけでいい」

　会ったこともない王太子相手に黙って身体を差し出せと父は言っているのだ。

　嘘だと思いたかった。

　社交界デビューを果たしていなくても、リズティーナはセレストア伯爵家の正統な跡継ぎだ。母もそうしたようにいずれ入り婿を迎え、夫と手を取り合って繁栄の為に尽くす。それが自分に与えられた唯一の役割だと思っていた。

「上手く篭絡すればお前が王太子妃の座に就くこともありうる」

　父は笑った。今まで一度も見たことがないような下卑た表情だ。父は、こんな表情を浮かべるような人物だっただろうか。覚えがない。

　王太子妃が自分に務まるとも思えなかった。想像もできない立場への憧れは微塵もない。けれどそれを伝えれば父の怒りを買うのは火を見るよりもあきらかだ。

「くれぐれも余計な知恵をつけるな」

　知恵をつけるなとはどういう意味だろうか。ただ人形のように命じられるまま動けばいいと？

　それなら今の生活と何一つも変わらない。簡単なことではないか。

（ああ、だけど）

　脆く崩れ去ろうとするばかりの足元に細い足で懸命に立ちながらも悟ってしまう。

　リズティーナは父の命令に従う以外、生きる道はないのだ。





　　□■□■□■






　心配と不安を重ねるばかりの日々はあっという間に過ぎて行き、リズティーナが王宮に入る日がやって来た。

　社交界デビューを未だ果たしていないリズティーナは王宮に足を踏み入れるどころか、目の当たりにしたことすらない。

　その巨大で荘厳華麗な佇まいは政略によって顔も知らない王太子の愛妾として召し上げられたリズティーナを圧倒し、歓迎された存在ではないと強く思い知らせるようだった。

　四人の護衛騎士に囲まれ、王宮から美しく整えられた中庭を抜けて王太子が日々を過ごすという離宮へと向かう。離宮の規模は王宮と比べればもちろん小さいものだ。けれど外観の美しさは引けを取らず、むしろ好ましく感じられた。内装も過度な華やかさはない為か、いくらか心を落ち着かせてくれる。

「どうぞ、こちらのお部屋でお過ごし下さい」

　案内された部屋はリズティーナが一人で使うにはとても広く、整えられていた。

　繊細なレースのカーテン越しに柔らかな陽光が注ぎ込み、アイボリーの落ち着いた色合いで調度品が揃えられている。

「初めましてリズティーナ様。リズティーナ様にお仕えする侍女は他にもおりますが、主にお世話を任されておりますエレンと申します。何かご入用の品がありましたらご用意致しますので、どうぞ遠慮なくお申し付け下さい」

　姿勢正しく出迎えてくれた六人の侍女のうち一人が代表して尋ねるも、部屋の様子に気を取られたリズティーナは答えられなかった。

　足りないどころかあり余るくらいだ。これが王太子の愛妾の扱いなのかと言葉も出ない。

「リズティーナ様？」

「あ……。い、いえ大丈夫です。それで、殿下へのお目通りはいつになるのでしょうか」

　質問にまともな返答もできなかったのに、登城するなり王太子に会いたいだなんて急ぎすぎだろうか。侍女の目がわずかに細められた。でも何しろ初めてのことだ。失礼のないように心の準備だけでも時間をかけてしておきたい。

「殿下は三時頃お見えになると伺っております。お会いできるのが待ち遠しいですね」

　そう言ってエレンと名乗ったばかりの侍女は表情を綻ばせた。

　仕事とは言え彼女はリズティーナに好意を持ってくれているようだ。

　まだ会ったばかり、なのに。

（嬉しい……）

　父も、義母や義弟だってリズティーナを嫌っているわけではないと分かっている。

　それでも人から好意を表してもらうと嬉しかった。

「殿下はどのような方なのでしょうか？」

　本人がいないとは言え、まがりにも王宮務めの侍女が王族の陰口を叩いたりはしないだろう。ましてやリズティーナが言いつける可能性もある。信用のまるでない状態で忌憚なき意見を聞けるとは到底思えなかったけれど、聞くだけ聞いてみた。

「まだ立太子されてから間もないながらも精力的にご公務をこなされ、臣下思いのとてもお優しい方です」

「あの、特定の女性などは？」

「今はいらっしゃいません」

　王太子のプライベートに関する話を侍女が知らなくても何らおかしいところはない。一方でエレンが嘘を言っているようにも見えなかった。

　婚約者のいない、臣民からの信望も厚い若き王太子が愛妾は迎えるとなれば、それこそ政治的な思惑が絡んでいるのは明白だ。

　そこにリズティーナが担ぎ出され、自分に存在価値を見出せたことは誇りに思う。自分の行動が、それがたとえ何もしないことだとしてもセレストア伯爵家の益となるのであればなおさらだった。

「分かりました。教えてくれてありがとうございます」

「い、いえ。こちらこそ、大してお役に立てなくて申し訳ございません」

　リズティーナにお礼を言われるなどと思ってはいなかったエレンは、慌てた様子で深々と頭を下げた。

　本来、貴族に対する使用人の態度はそうあるべきものなのだろう。

　けれどリズティーナは家では侍女同然の扱いを受けていて、使用人に頭を下げられた記憶は母が生きていた頃しかない。父が再婚したのをきっかけに、リズティーナを可愛がってくれていた使用人たちは全員解雇されてしまった。

　幼かった頃は使用人たちにも子供らしく無邪気に接していたし、それが許されてもいた。けれど今はどう接するべきなのか分からないでいる。

　それでも知らない場所でこのままでいるわけにもいかず、リズティーナは思い切って口を開いた。

「後で準備のお手伝いをしていただけないでしょうか」

　今のセレストア伯爵家にリズティーナに手を貸してくれる人は誰もいない。

　父は王太子と面通しする為か、華やかなドレスとアクセサリーを持たせてくれたけれど、それだけだ。一人では髪も綺麗に結えない。

「もちろんです……！　リズティーナ様は今も十分にお綺麗ですけど、腕によりをかけてお支度させていただきます！　殿下がご用意して下さった素敵なドレスやアクセサリーもたくさんありますから、お好きなものをご自由にお選び下さい」

　こちらです、と自分のことのように喜びの表情を浮かべながらエレンは壁に埋め込まれた両開きのドアを開けた。壁一面がクローゼットとして使われており、中にはリズティーナが見たこともないほど煌びやかで繊細な意匠のドレスがたくさんかけられている。おそらく王太子を出迎える際に着るドレスに違いない。

　それとは別にデイドレスもたくさんあり、それらは華美な装飾こそ施されてはいなかったものの質の良さ自体は何ら劣らず、リズティーナの好みはどちらかと言えばデイドレスの方だった。

「サイズはリズティーナ様がお持ちのドレスを参考に致しましたから問題はないはずですが、もし万が一のことがありましたら遠慮なく仰って下さい。殿下にも関わることですから」

　エレンの言葉はリズティーナを気遣う以上に王太子の外聞の問題なのだろう。リズティーナは頷き返す。

　家では義母がリズティーナの主だった。でもこれからしばらくは王太子が主になる。愛妾と言えど、あくまでも形だけの立場だ。主に不快な思いをさせてはいけないからエレンも良くしてくれる。ただそれだけの話だ。

「殿下のお気遣いを心より嬉しく思います。でもせっかくだけど、父がドレスを用意してくれているのです。今日はまだセレストア伯爵家の人間として、そちらを着て殿下にお会いしたいと思います」

「畏まりました」

　もしかしたらデビュタントの為に準備をしてくれていたのかもしれない。

　父はドレスを一着だけ持たせてくれていた。おそらくは最初で最後の機会になるだろうから、それを着たいと思った。

「奥のバスルームで湯浴みの準備ができたようです。リズティーナ様、わたくしの後をついて来て下さい」

　クローゼットとは反対の壁に設置された扉から出て来た侍女がエレンに耳打ちをすると、エレンはリズティーナを促した。

　扉の向こうにはさらにもう一部屋続いており、天蓋のついた大きな白いベッドの置かれた寝室だった。カーテンが閉め切られているせいか昼間だというのに薄暗い部屋に明かりを灯し、さらに奥の扉にリズティーナを連れて行く。

　広いバスタブには深紅のバラの花びらを浮かべたお湯がたっぷりと張られ、つまるところ危険物を隠し持っていないかボディチェックを兼ねた湯浴みがはじまった。

　数人の侍女に口々に褒められながら身体の隅々を丁寧に磨かれ、父が用意したドレスに着替える。オフショルダーのドレスは胸元が大きく開いているうえに華奢な身体つきに見合わず豊満な胸を強調し、深い谷間を刻ませた。そこに甘やかなバラの香水を少し含ませるだけで、まさに芳醇な香りが匂い立つ。エレンたちは美しいと褒めてくれたけれど、リズティーナはショールを羽織ってしっかりと肌を隠したのだった。




「クリストファー殿下がおいでになりました」

　王太子はクリストファーというらしい。

　呼びかける機会なんて訪れはしないであろう名前を、リズティーナは心の中で反芻した。父や義弟ではない家族以外の異性の名に胸が高鳴る。

　ほどなくして侍従の手で恭しく開かれたドアから見えた姿に言葉を一瞬失った。

（何て綺麗な方なのかしら）

　その見た目だけではなく纏う雰囲気も凛として気高く、現れただけで部屋の空気を一転させたクリストファーと目が合う。

「──君が、かのセレストア伯爵家の娘か」

「初めまして。わたくしはセレストア伯爵家長女、リズティーナと申します。殿下のお耳にも届いているのでしたらとても光栄に存じますわ」

　どこか冷たさを帯びながらも耳当たりの良い低い声で話しかけられ、リズティーナは背筋の伸びる思いで姿勢をより美しいものに正した。できるだけ優雅かつ上品に見えるよう、精一杯の気くばりで淑女の挨拶をする。

　自分が父の代わりに社交的なやりとりを務められるとは思っていない。けれど、自分の立ち振る舞いは父の評判に関わる自覚はあった。

　社交デビューは果たしていなくても、セレストア伯爵家の長女として恥ずかしくない所作を実の母や書物で学んだのだ。知識を正しく活用するべき場で活かせなくては何の意味もない。

「もちろん聞いている。悪名高きセレストア伯爵家を知らぬ者など、この王都のどこにもいやしないのだから」

　クリストファーの声も言葉もさらに温度が下げられ、侮蔑も込められていた。冷ややかな圧はリズティーナに息苦しさを覚えさせ、今にも押し潰されてしまいそうだ。

　没落したカーラルハイン侯爵家を悪名高いと言うのならまだ分からないでもない。それともクリストファーは嫁ぎ先も同罪に値すると考えているのだろうか。父の献身を知れば、クリストファーもきっと考えを改めてくれるに違いない。

「父は領民やわたくしたち家族の為によく働いて下さっています。失礼ながら殿下は、大きな誤解なさっていらっしゃるのではないでしょうか」

「──誤解？」

　クリストファーの青い目に冷たい光が横切る。

　リズティーナは懸命に頷いた。

「そ、そうです。父は」

「何を以て誤解と称しているのか知らないがもういい。力ずくで口を塞がれたくなければそれ以上は喋らない方が身の為だ」

　完全にクリストファーの機嫌を損ねてしまった。

「──申し訳ありません」

　心からの謝罪だけ伝えて俯けば、クリストファーは踵を返して部屋を後にする。

　これ以上会っていても時間を無駄にするだけだと判断したのだろう。それは決して間違っていない。リズティーナもクリストファーを怒らせたくはなかった。

　もしかしたら、明日にでも王宮を出て家に帰るよう言われるかもしれない。そうなったら父にどんな顔をして、どう謝罪したらいいのだろう。

（私はこの先、どう振る舞ったら）

　慣れていないせいもあり、用意された豪華で温かな夕食もあまり喉を通らなかった。

　この様子ではきっと、朝食も満足に食べられない。簡素なスープとサラダだけでいいと言うべきだろうか。でも贅沢な食事を用意されて当然と思っているから、そういった不相応な要望をするのだと思われるかもしれない。

　もうリズティーナが何を言っても、何をしても、悪い意味に受け止められる不安を抱え、眠れないまま夜を過ごす。

　リズティーナに帰る家はない。今までいた場所はすでに父と、義母と義弟の家だ。リズティーナの居場所なんてない。

　普段と同じ感覚を頼りに、おそらくは朝六時近い頃合いになると柔らかく温かなベッドを出た。

　どれだけ考えたところで答えが出ないことを考え続け、寝不足も重なって頭は少しぼんやりするけれど思いの外しっかりとした足取りで窓辺に向かった。カーテンを開け放つと大きな窓の向こうには淡い朝焼けに染まる空が広がっている。

（あれは……）

　リズティーナの視線が釘付けになった。

　クリストファーだ。彼が何故か、こんな時間から中庭を歩いている。

　見ていることに気がつかれてはいけない気がして息を顰めながら見守っていると、温室へと入って行った。しばらくして、白い花をいくつか束ねた小さな花束を手に出て来る。

（どなたかへのプレゼントかしら）

　彼の部屋に飾るとは考えにくい。でも婚約者はいないと侍女は言っていた。それとも、まだ正式に決まっていないだけで恋仲にある女性はいるということだろうか。

　陰ながら想い合う恋人たちに自分が割り込もうとしているのか。浅ましくも気遣いではない心からの優しさをすでに求めはじめているのか。

　考えはじめればキリがない。

「想像だけで勝手に詮索しても、仕方ないわ」

　鈍く軋んだ胸の痛みに気がつかないふりをしてリズティーナは独り言ち、壁一面のクローゼットの扉を開けた。

　中にはいつ、どこに着て行くのかも分からない色とりどりのドレスがたくさんかけられている。

　エレンはリズティーナのドレスを参考に仕立てたと言っていた。それでも便宜的に用意されただけではないかと懐疑的になってしまう。リズティーナが袖を通してもいいドレスは一着もかかってはいないのかもしれない。──その方がまだ、納得は行く。

　勝手に着替えるのも気が引けて、かと言って再び眠る気にもなれなくて寝間着姿のまま寝室を出た。続き部屋は寝室同様に薄暗く、ぼんやりと浮かぶシルエットを頼りにソファーへ腰を下ろす。

　家から本くらいは持って来たら良かった。すぐ伯爵家に戻ることになると思ってドレス一着とアクセサリー以外は持ち込んでいない。

　短い間でも、これから過ごす場所の掃除でもしようか。だけど掃除道具がどこにあるのか分からないし、まだ訪れたばかりで部屋が汚れた気配もない。

「まあリズティーナ様。まだおやすみになられていてもよろしい時間ですのに」

　結局、やることを見つけられずにぼんやりと時間を潰していると、音もなくドアを開けて部屋に入って来たエレンがリズティーナを見て目を丸くした。それから、心配そうに表情を曇らせて問いかける。

「もしかして、マットレスの堅さが合わずに眠れませんでしたでしょうか」

「いえ……！　私の為に寝心地の良い立派なベッドをご用意して下さり、とても感謝しています」

　慌てて否定をしたけれど、あきらかに寝不足の顔で言っても説得力はまるでないだろう。眠れなかったのはベッドのせいじゃなくてリズティーナ自身の心の問題だ。だけど、もてなす側は自分たちの歓迎に非があったと考える。

「考えたいことが多くて眠れなかったんです。気がついたら朝を迎えてしまって……」

「そうでしたか。では今晩は不安を和らげる効果のあるハーブティーをお持ち致します」

「はい」

　正直に打ち明ければエレンは安堵の笑みを浮かべた。ですが、と険しい表情をする。

「恐れながらリズティーナ様、こうしてわたくしが来た後なら構いませんが、それまではちゃんと内側から鍵をかけた寝室でお過ごし下さい」

「──ごめんなさい」

「リズティーナ様はとてもお美しいですし、万が一ということもございますから」

　ドアの外には常に二人の護衛騎士が配置されていると聞いた。

　それでも部屋の主が王太子の愛妾という情報を得た何者かが危害を加える可能性もある。その事実に思い至れず、迂闊な行動に出たことは事実だ。

　良くも悪くも家とは違う。リズティーナはいついかなる時もそれを忘れてはいけない。

「環境が変わって不慣れな点も多々あるかと思いますが、ご生家のようにくつろいで下さいね。殿下もそう望んでおられます」

「ありがとうございます」

「わたくしに限らず、リズティーナ様にお仕えしている者たちへ今後、謝罪やお礼を仰る必要はございませんわ」

　そう言ってエレンは優しく笑ってくれた。

　けれど、リズティーナの心には彼女が先程口にした「生家のように」という言葉が残っている。

　だとしたら、リズティーナもまた──この場合はやはり王太子であるクリストファーにだろうか──仕え、尽くすべきだ。

　父にはおとなしく閨の相手をすることしか命じられなかった。それはきっと夜に果たすべき役割だ。昼間は掃除や洗濯をしていたけれど、ここでは何をしたらいいのだろう。

「刺繡のご用意や離宮内には図書室もありますので、ご希望がありましたらどうぞお気軽にお申しつけ下さいね」

「……はい」

　お礼を言いかけて言い淀む。

　侍女の仕事を手伝わせてもらえた方が気楽でいいのに。リズティーナは不安でたまらなくなった。




　エレンに教えてもらったように刺繍を刺したり図書室に通って本を読んだり、不安を抱えながらもクリストファーから何も言われないまま王宮に入って二週間ほど経った頃、朝食後に侍女の一人が告げた。

「今夜、王太子殿下がいらっしゃるとのことです」

　何を言われたのか、一瞬分からなかった。

「リズティーナ様？　いかがされましたか？」

　呼びかけられて我に返り、言葉の意味を考える。

　昼間は多忙でまとまった時間が取れないから、夜ゆっくりと話をしたい──そんな理由での訪れではないだろう。

「い、いえ……。準備などは、何をしたら」

　かろうじて言葉を紡ぎ出すと、エレンも事情を察しているようで安心させるように微笑んだ。

「身支度はわたくし共がしっかりと整えさせていただきます。リズティーナ様はどうぞリラックスなさっていて下さい」

「分かりました」

　リラックスなんて、とてもできそうにない。けれどそう言うしかなくてリズティーナも何とか笑みで返す。

　エレンを筆頭に侍女たちは普段よりさらに気合いを入れ、リズティーナの全身にバラの香りのする香油を塗り込み、透き通るほどに白い肌を丹念に磨いた。

　繊細なレース織りの布地だけで作られた純白のナイトドレスは花嫁のヴェールにも似て、今夜起こるであろう行為が神聖な儀式であるかのように錯覚させる。

「とても美しくいらっしゃいます」

「神に捧げられる花嫁のようですわ」

「──ありがとう」

　うっとりとした表情で口々に褒め称えてくれる侍女たちは、お世辞として上辺だけの気持ちで言っているわけではないのだろう。

　けれどリズティーナは言葉通り素直に受け取ることもできず、曖昧な笑みを浮かべて答えるだけだった。




　一人になり、部屋の灯りのほとんどを落とす。

　クリストファーが訪ねて来てくれた方がいいのか、気が変わって予定が反故になった方がいいのか。考えてみても分からない。

（本当に殿下の……ね、閨の……お相手なんてするのかしら）

　ベッドの端に腰を下ろし、ふとした弾みで顔を出しそうになる心細さを押し殺しながら、ひたすらにじっとする。どれだけ時間が経ったのか、あるいはそこまでではないのかもしれない。やがてノックもなしに続き部屋のドアが開く音が小さく聞こえた。

『本当に何なら人並みにできるというのかしら』

　義母の言葉が脳裏に浮かんだ。

　貴婦人にお茶を淹れられないリズティーナは何であればできるのか。

『せいぜい閨で王太子に尽くして取り入るんだな』

　父は、余計な知恵はつけないよう釘を刺しながらもリズティーナに命じた。

　年頃の、しかも実の娘にするにはあまりにも残酷なものだ。

　だけど身体を差し出すことはできると判断したからこそ、命じた。

　どれだけ時間が経ったのか、あるいはそこまでではないのかもしれない。ノックもなしにドアが開く音が聞こえた。おそらく続き部屋の、廊下に面したドアが開かれたのだろう。こんな時間に部屋を訪れる人物は一人しかおらず、硬質な足音がゆっくりと近づいて来る。

　クリストファーの訪れを知るエレンは続き部屋の灯りを落とさなかったようだ。寝室と繋ぐドアが開かれると光が差し込む。薄闇に慣れた目には眩しくて目を細めた。

「こ、今宵はようこそいらっしゃいました」

　出迎える挨拶として、その言葉が適切なのかも分からない。それから自分が座ったままでいることを思い出して立ち上がろうとすると、彼は右手を軽く上げて制する。







　そして、愛など一切ないままに初めての夜は終わった。







【３】








　肌の重なりは、あの夜だけでは終わらなかった。

　何が気に入ったのか、父に言われた通りなすがままにされていたことが良かったのか。あれから一月経つ間にクリストファーは週に一、二度の頻度で訪れている。リズティーナはその度に誘惑だけを目的とした、下着と呼ぶには心許ないほどに肌の透けた淫らな布地に身を包み、クリストファーを出迎えるのだ。

　慰み者でしかなくとも、おとなしく受け入れていたら快適な暮らしは約束される。

　家では満足にできなかった読書や刺繍を嗜み、護衛がつくものの天気の良い日は咲き誇る花々に心癒やされながら中庭の散歩をも許された穏やかな日々は、とても居心地のいいものだった。

　そうしてクリストファーが夜更けに訪れるといつものように肌を重ね、いつものように情事が終われば次はいつ来るとも、次はないとも言わずに部屋を後にする。淡々とした彼の態度は、リズティーナに期待も失望も抱かせない。

　今夜もまた、同じ夜を繰り返すだけだろう。リズティーナは簡単に離れて行く温もりを寂しく思いながら、普段とは様子が違うクリストファーに気がついた。

「──お戻りにならないのですか？」

　クリストファーがベッドを出る気配もない。

「今夜はこのまま眠る」

　一体どういう風の吹き回しだろうか。

　考えたところでリズティーナに彼の意図や真意が分かるはずもなく、戸惑いがちに口を開いた。

「で、では……私は、続き部屋のソファーで眠りますね」

　正直な気持ちを言えば、リズティーナが一人で眠るにはこのベッドはやはり広すぎる。

　クリストファーが部屋に戻った後、温もりや匂いが薄れて行く中でならなおさらだ。最初からソファーで眠った方がずっといい。

　シーツを手繰り寄せて身体の前面を覆いながら身を起こす。剥き出しの背中を見せないように膝立ちの体勢でベッドの上を後退ると、左手をクリストファーに掴まれて動きを止めた。

「何故、君がそんなことをするんだ。ここも君の寝室だろう」

「ですが……」

「夜は鍵をかけて寝室から一歩も出ないよう命じているはずだ」

　ここに来た翌日、鍵をかけずに続き部屋で朝を迎えてエレンに注意されている。

　本人から面と向かって命じられれば抗うこともできず、同じベッドで眠るしかないようだ。

　でも、嫌じゃない。

　クリストファーがどうして、この部屋で朝まで過ごそうと考えたのか分からないけれど、孤独に凍えていたリズティーナの心がその気まぐれに縋ろうとしている。

「せめてあの……ガウンを殿下の分もご用意いたしますから」

　肌を曝し続ける理由もない。役割を終えた下着を改めて纏わなくてもいいように、エレンはベッドサイドの引き出しの中にガウンを用意してくれている。それなら疲れ切った身体でも袖を通すだけで良かった。

「必要ない」

　自室に戻るクリストファーの着替えは用意されておらず、エレンを呼ぼうとすると却下された。

　こんな状況で自分だけガウンを羽織るのも気が引ける。後は眠るだけで部屋も適度な温度が保たれて暖かい。このまま寝ても体調を崩すことはないだろう。

　それでも素裸でいることは恥ずかしく、リズティーナは少しでも羞恥心を紛らわせようとクリストファーから離れた位置に横たわった。

　気まずさを誤魔化す為にシーツを頭から被り、背中を向けて身体を丸めた。背後でクリストファーが動く気配を感じたかと思えば、覆い被さるような体勢になった。

　思わず意識してしまって身が強張る。けれどクリストファーの手はリズティーナを通り越してベッドサイドへと伸び、淡い光で照らし出すランプを消した。

（私……今、何を考えて）

　抱き締められるかもしれない。一瞬でもそんな期待を抱いてしまった自分を強く恥じた。

　頬が熱い。きっと耳まで赤くなっている。でもシーツを被っているし、灯りも消えたからクリストファーには見えないはずだ。

　息を詰めてクリストファーが身体を戻すのをじっと待つ。ところがリズティーナの顔の前辺りに手をついたのかベッドが沈んだ。長い沈黙に耐えきれなくなってそろりと息を吐き出す。熱くて、泣きたくなる。

（どうして……早く）

　話をするでも、何も話さずとも事後の甘い余韻に浸るでもないのだ。早く眠ってしまいたい。クリストファーも眠ってくれたらいい。なのに妙な緊張感がここにある。

　頭頂部に柔らかい何かが押し当てられ、くすぐったい。何が触れているのかは想像するしかなくて、けれど想像は都合の良い夢を見させる。口づけられていると勘違いして甘やかなときめきに胸を高鳴らせてしまう。

　激しくなる鼓動を聞かれないように上から手を強く押し当てると、クリストファーはベッドについた手を浮かせた。こめかみに指先が触れたかと思えば長い指がリズティーナの髪を優しく梳き、シーツに隠された耳元まで来ると一房掬い取った。

「っふ……」

　先程の行為で燃え盛った官能の残り火が燻って吐息がこぼれる。今にも心臓が飛び出しそうなほどに激しく鼓動を刻む。背後の空気がかすかに揺れた。クリストファーに笑われている。

「からかわないで下さい……」

　羞恥心から弱々しい声が口をついた。心臓の音はやっぱりとてもうるさいのに、静かな彼の呼吸はかき消されず耳に届く。

「別にからかってはいない」

（……嘘）

　リズティーナはきつく目を閉じた。

　激しいリズムを刻む鼓動が、行為の時と変わらない熱が、覆い隠そうとしても隠しきれなくてクリストファーに伝わってしまう。指を握りこんで熱を閉じ込めてみるも、全身が熱を帯びた状態では効果はほとんどなかった。

　可愛らしく甘えてじゃれられるのなら、本当の愛妾として手元に置いてもらえるだろうか。でも、どちらにしろ一時的な享楽の為の関係には変わりない。

「よく眠るといい」

　甘い期待を抱くことすら許さないとばかりに冷たく断ち切る言葉と共に、クリストファーの手が離れた。一房の髪が肩へとすべり落ちて来る。横たわったのか背中側のベッドが沈んだ。おやすみなさいと声をかけたいのに勇気と声が出ない。

　それでも誰かと夜を過ごすことは安心感を与え、微睡みへと誘った。




　普段は朝まで目覚めたりしないのにリズティーナは目を開けた。

　まだ夜が明けていないのだろう。部屋の中は未だ薄暗く静まり返っている。

　ベッドの中が、リズティーナを包み込むものがとても温かく心地良い。穏やかに深く澄んだ良い匂いもする。少しでも動いたら途端に壊れてなくなってしまいそうで、リズティーナは目を凝らしながらゆっくりと顔を上げた。

（どうして）

　しなやかな筋肉のついた逞しい胸。わずかに膨らんだ喉元。引き結ばれた薄い唇。今は閉ざされた、長い睫毛に縁取られた目。

　光と希望に満ちた朝を迎え、ベッドの中に残る熱が自分のものだけだったとしても、寂しさで傷つかないようにリズティーナはできる限り離れた位置で背中を向けて眠ったはずだ。

　それなのに目の前では一国の王太子とは思えない無防備さで、一晩を共に過ごしたクリストファーが静かに眠っていた。

　武器も持たない非力なリズティーナでは何もできないと思われているのか、それとも信用してくれているのか。──考えるまでもなく前者だろう。

　どちらにしても、こうして密室に二人きりで過ごしてもリズティーナがクリストファーに危害をくわえられないことは紛れもなく事実で、軽く見られているのに高鳴りを覚える。

（ずっと殿下が、私を……？）

　今まで、抱き締めてくれたのは亡き母だけだった。

　義母がそうしてくれないことは諦めがつく。血の繋がりがないから。唯一の肉親となった父はその腕に抱いてくれたことも、頭を撫でてくれたこともなかった。もしかしたら物心がつく前にしてくれていたのかもしれない。でも証言できる母はおらず、父から受けたはずの分かりやすい愛情の記憶はほとんどなかった。

　温かく優しいものが与えられたと知ると、途端に胸が苦しくなる。

　偽りの感情からでも抱き締められたら、もっと欲しくなる。

（でも……今だけ、少しだけなら……許して下さる……？）

　縋ってはいけない人だと分かっていながら、クリストファーが深く眠っているらしいのをいいことに身を摺り寄せた。穏やかなリズムを刻む心臓の音に泣きたくなる。それでも離れられなかった。独り占めできない優しい温もりに今だけは浸る。

　深く潜れば息ができなくなると、分かっていながら。




　次に目が覚めた時、シーツに包まっているのはリズティーナだけだった。

　いつもと変わらない朝だ。今さら、何を思うでもない。

（殿下……）

　それでも胸が鈍く軋む。目が覚めるまでクリストファーが傍にいてくれたらなんて望みすぎだ。知らない間に欲張りになっている自分に、そんな資格もないのにと言い聞かせる。

「起きたのか」

　侍女のそれとはまったく異なる、艶やかに響く低い声をかけられ、リズティーナは声の主を探した。すでに身なりを整えたクリストファーが、ベッドの端に腰を下ろしてこちらを見ている。

「あ……。お、おはようございます、殿下」

　リズティーナは身を起こし、それが相応しい返事なのかは分からないけれど挨拶をした。夜伽の後そのままに寝ていたことを思い出して再びシーツで身体を覆う。

　クリストファーはそれら一連の行動に何ら反応することもなく淡々と告げた。

「君の支度が済み次第、朝食の用意をさせるからまずは湯浴みをして来るといい」

「で、では急いで支度いたします」

「時間に余裕はある。無理に急がずいつも通りでいい」

　クリストファーはまだ自室へ戻る気はないのだろうか。

　急がなくていいと言われても、多忙な彼を待たせるのは気が引ける。シーツを身体に巻きつけてベッドを降りた。

　一人きりで目覚めて動き出す時と同じように、胎内からクリストファーが放った欲望の残滓がこぷりと溢れる。

　内ももを伝い落ちる時、普段はひどく寂しくみじめな気持ちになるのに、今はならなかった。




　誰かと一緒に食事を摂るなんて、いつ以来だろう。リズティーナは込み上げて来る想いに胸を締めつけられながら、テーブルを挟んで正面に座るクリストファーをそっと見やった。

　食事をする所作も洗練されていて美しい。

　静かに眺めているとクリストファーが食事の手を止めて視線を上げた。食事中に相応しくない振る舞いをしていた自分が恥ずかしい。失礼を重ねないように目を背けて謝罪を口にする。

「も、申し訳ありません。不躾な視線を投げかけるつもりはなかったのですが……」

「伯爵家でも、そうだったのか？」

「食事中の方をじろじろ見たりだなんてことは、普段はしません」

　リズティーナは首を振った。

　そもそも視線を向ける相手さえいない。けれどクリストファーは「そうじゃない」と眉根を寄せた。

「僕の聞き方が悪かったな。普段から食べてはいないのか？」

「──せっかく殿下のご配慮の元にご用意して下さったのに申し訳ありません」

　クリストファーがいるからにしろ、柔らかなパンや上質のチーズ、切り分けられた燻製肉、色とりどりの果物……と、朝食には贅沢すぎる品々が並んでいる。リズティーナの分も用意されているのに、ポタージュスープをわずかに口にしただけで他に手をつけてはいない。

　セレストア伯爵家で用意される食事も、ここまでではないにしろ贅を尽くしたものなのだろう。母がいた頃はリズティーナもそれらを口にしていたはずなのに、記憶にある食事風景は華やかさとは縁遠いものだった。

　パンとサラダ、燻製肉の乗せられたお皿一枚とカップ一杯のスープが部屋に運ばれ、元々食が細かった為に空腹を覚えたこともない。だけど一人きりの食事はいつしか孤独を突きつける寂しいだけの時間となり、全ての食べ物を色褪せさせていた。

「たかが愛妾に満足な食事も与えていないと思われるのは僕の名誉に関わる。無理にとは言わないが、少しずつ食べる努力はするんだな」

　クリストファーは眉を寄せるも、その声に悪感情は感じられなかった。

　連れて歩くでもないリズティーナの身体が貧相だったところで困りはしない。彼なりに気遣ってくれているのだ。──きっと。

「──善処いたします」

「今度から訪れる時間を早めて夕食もここで摂る」

「夕食を殿下がこちらで、ですか？」

「何か不都合でもあるのか」

「いえ……！」

　リズティーナは首を振って否定した。

「好きな食材や逆に苦手なものがあるのなら、侍女に伝えておいてくれ。できる限り希望には沿う」

「分かりました」

　口にしたものが少なくて、自分は何が好きで何が嫌いだったかはもう忘れてしまった。でも多分クリストファーが一緒なら──しばらくの間は緊張で味もよく分からなくなりそうだけれど──何を食べてもおいしく感じると思う。

　すでに夕食の時間を待ち遠しく思いはじめてしまっている。公務に向かうクリストファーを見送る時も確かな希望が胸に芽生えていた。昼間、何度も時計を気にしていたことも、さりげなさを装ってはいても浮ついている心にエレンは気がついたに違いない。

　そうしてクリストファーと共にする夕食は、晩餐会でもないのに朝食よりもさらに豪勢なものとなってリズティーナを萎縮させた。カトラリーも手に取れず、テーブルの上を見つめるだけのリズティーナにクリストファーは、にやりと唇の端を上げて笑う。

「深窓のご令嬢は晩餐用のナイフやフォークも重くて持てないのか？　一人で食べられないのなら僕が食べさせてやるが」

「一人でも、ちゃんといただけますから……」

　からかわれたのだと気づいて、まずは朝食同様にスプーンを手にしてスープを口にする。澄んだ琥珀色のコンソメスープは、朝食のポタージュにも負けず劣らずおいしい。

　温かく優しい味をじっくりと感じていると、ふいに涙が込み上げそうになる。怪訝に思われないようにパンを一口食べた。でもパンを選んだのは失敗だった。喉がいっぱいになってさらに泣きそうになる。

　クリストファーの視線を感じ、消え入りそうな声でお礼を言った。

「何に対する礼なんだ」

「こちらに置いて下さり、起きている全てのことにでしょうか」

　訝し気な声に答えると自分の中で何かが、するりと落ちて行く。

「それらは君が得る当然の権利だ。礼を言われることでもない」

　相変わらず美しい所作で食事をし、クリストファーは言う。リズティーナは静かに首を振った。

　クリストファーは、愛情はなくてもリズティーナを尊重してくれている。当然の権利だと彼が言うものは母以外に与えてくれる人はいないものばかりだった。だからここは、慣れないことは多くても居心地がいい。

　鶏の香草焼きにナイフを入れながら、ところで、とクリストファーが話題を変える。

「文面の検閲はさせてもらうが、家に手紙を届けたりしなくていいのか？」

「……はい」

　クリストファーの問いかけに一瞬戸惑いながらも頷いた。

　わざわざ手紙で伝えたいこともなければ、誰宛てにしたためればいいのかも分からない。

　母が生きていたら、元気に幸せに暮らせていると報告をしたかった。けれど母が生きていたのなら、リズティーナはここに来ていなかったとも思う。

　ここで過ごす数か月の間、リズティーナは離宮に慣れることに必死で父や義母、義弟と暮らした日々を思い返したことは一度もなかった。他の場所で快適に過ごせているからと家族を思い出さないのはひどく薄情なのだろう。

　でも母の記憶は心の奥から取り出す機会が増えた。だから──リズティーナの家族と言える存在は亡き母だけなのだ。

「──そうか。手紙を出したくなったらいつでも言ってくれ」

「お心遣い、ありがとうございます」

　クリストファーのどこか芳しくない反応を見るに、言葉に甘えるべきだったのだろうか。

　だけどリズティーナが元気でいるとしたためられた手紙を受け取ったところで、セレストア伯爵家で暮らす人々が喜んでくれるとも思えない。

　ましてや今のリズティーナの身は王太子の離宮に置かれているのだ。これほど安全が保障された場所はない。とは言え形だけでも気にかけてくれていたのに無碍にしてしまい、悪いことをしてしまった。

「殿下がご配慮下さっていることは父も最初から分かっているはずですから」

　クリストファーの愛妾になって上手く取り入るよう命じたのは他ならぬ父だ。双方に政治的な思惑がある間は邪険に扱われることはない。

　その駆け引きにリズティーナが何の役にも立たないことなど、クリストファーだってとうに分かっているはずだ。社交界へのデビューもしていないような娘が、王家の求める有益な情報を持つわけがない。それでもクリストファーが手元に置き続けているのは──。

（私が、セレストア伯爵家の跡継ぎだから）

　要は体のいい人質だ。

　セレストア伯爵家が没落したところで王家には何の痛手もない。でも父にとっては違う。リズティーナ自身への愛情はなくとも伯爵家の人質になりうる。

　愛なんてもうどこにもない。

（だけど……）

　リズティーナはどんどん欲張りになっている。
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　王城で過ごすようになって三か月になろうかという頃、リズティーナは体調を崩してしまった。

　クリストファーが訪れたのは一週間ほど前だ。そろそろまた役割を果たさなければならない。けれど、こんな状態では応えられそうになく、そう思うと何故か心が少し沈んだ。

　三か月も過ごす間、月のさわりも何度か迎えている。その時は先にクリストファーへと報告が入り、役割を求められることはなかった。もっとも、それは避けられないことであるのに対し、今は体調管理も上手くできない自分のせいだ。

　心に降り積もる感情から目を背けるようにリズティーナはかぶりを振った。

　違う。役割を果たせない自分に価値はないと判断されたくないだけだ。でも事実ではないか。身体を差し出せないリズティーナに何の、価値が。

「リズティーナ様、お加減はいかがですか？」

　ベッドの上で朝食を済ませたまま身体を預けていると、エレンが目の前にトレイを差し出した。白いカップだけが乗せられており、湯気が立ちのぼっている。

「ご気分が優れないようでしたら、どうぞこちらをゆっくりとお飲み下さい」

「これは……？」

「症状を和らげる効果のあるお薬です。きっと楽になりますわ」

「そうなの。ありがとう、エレン」

「カップ自体も熱いですから、やけどをなさらないよう気をつけて下さいね」

　エレンは言いながら、直接触れないように持ち手ごと白い布で包んだカップを渡してくれた。

　顔を近づけると、湯気と共に果物の甘酸っぱい匂いがほんのりと香って来る。おかげで薬という感じはあまりしない。中身が大きく波打ってこぼれないよう、そっと息を吹きかけて冷ましながら少しずつ口に含んだ。

　正確に言えば、透明な液体はとろりとしていて、息を吹きかけた程度ではちょうどいい温度にはならなかった。とても一息には飲めず、じんわりとお腹が温まるにつれ気怠さも和らいで来た気がする。

「焦らずゆっくりとお飲み下さって大丈夫ですから」

　言われた通り時間をかけて飲み干せば、エレンはカップを受け取って片付けに行った。

　リズティーナは今日は一日ベッドから出られない。読みかけの本を読みきってしまおうか。本で見たばかりの、刺繍の新しい図案に手をつけることも捨てがたい。どちらもせず、おとなしく寝ているようにと叱られそうだけれど。

　多少なりとも親しくなった侍女の反応を想像すると頬が緩んだ。ドアが開く音に、エレンが戻って来たのだと察して笑顔を向ける。

「エレ……」

「──意外と元気そうだな」

「で、殿下……。こちらには、どうして……？」

　会うはずのない日の、会うことのない時間に訪れたクリストファーを見てリズティーナは狼狽えた。

「体調を悪くしたと侍女から報告があった」

　エレンが報告を入れたのだろう。

　もっとも、今夜クリストファーが夜伽を求める可能性もあった。足を運んできた彼を断るわけにはいかないとなれば先に報告をするのは自然なことだ。

「──お役に立てず、申し訳ありません」

「別に、今夜どうしても君を抱いて欲を晴らしたかったわけでもない」

　他の女性がいるから？

　喉から出そうになった言葉に気がついて必死に呑み込む。

　これでは身の程も弁えずに干渉しようとしているみたいだ。リズティーナにそんな役割は求められていない。口を噤み、俯く。

「その鍵は？」

「あ……」

　クリストファーの言葉に、胸元に下げたままの鍵を反射的に握りしめた。

　普段はクリストファーが来ると聞けば外している。何の変哲もない鍵だ。正直に話すべきだろうか。

　でも、もしかしたらクリストファーが父に話すかもしれない。母は二人だけの秘密だと言った。

「話しにくいなら無理に言わなくていい。君のプライベートに踏み込むつもりもない」

「──母の、形見です」

　リズティーナに興味など持たれていないし、持たれることもない。分かっていても突き放すような物言いが何故かひどく悲しくて、ありのままを話していた。秘密を簡単に打ち明け、駆け引きなんてまるでできない不出来さを父はきっと叱るだろう。エレンの反応は想像するだけで楽しかったのに、今は胸が軋んだ。

「セレストア伯爵夫人なら夜会で何度か──伯爵は後妻を迎えたんだったな。入り婿の身で後妻を家に迎え入れたと話題になっていた」

「そう、ですか」

　どう返事をするのが正解か分からなくて曖昧に頷く。沈黙が落ちる前兆を察するも、どうすることもできなかった。クリストファーがゆっくりと深く息を吐いた音がやけに大きく聞こえる。

「君の様子も確認したし、ここで少し仮眠をとらせてもらう」

「ここで、ですか？」

「執務室に戻るのも煩わしい。そこのソファーを使うから君は気にせずベッドで休んでいて構わない」

　言うなりクリストファーはエレンを呼び、掛け布を持って来るように命じた。エレンは事情を聞くでもなく迅速に仕事をこなし、見るからに糊のきいた状態で綺麗に折り重なった純白の布を抱えて戻って来る。そのままでいいとクリストファーの言葉を受け、ソファーに置いて部屋を後にした。

「昼過ぎまでには起きる」

「お、おやすみなさいませ」

「ああ──おやすみ」

　クリストファーは大きなクッションの一つを枕代わりにしてソファーに横たわり、広げた布を身体にかける。思わず就寝の挨拶をすると彼は一瞬目を瞬かせ、けれど挨拶に応えてくれた。

　ほんの少しだけ口角が上がったように見えてリズティーナの胸が高鳴る。よほど疲れていたのか、クリストファーは目を閉じるなり眠りの世界へ旅立ったようだ。しんとした部屋に、規則正しい寝息がかすかに聞こえる。

　部屋の外に護衛もいるとは言え相変わらずの無防備さだ。もしリズティーナが武器になるようなものをこっそりと手に入れていたらどうするのだろう。もちろん手に入れてたりはしないし、持っていたところで使う気もないけれど。

　リズティーナもまた、シーツに包まりながらベッドに入った。

（早く体調を戻さないと──殿下に、触れてもらえない）

　一体自分は何を考えたのか。すぐ気がついてはっとする。

（でも、私の居場所をここに作ってもらえるたった一つの理由だもの。それだけのことで、深い理由もないわ）

　シーツを手繰り寄せて強く握りしめた。

　役割だなんて言い訳だ。

　触れて欲しい。

　──抱き締めて、欲しい。

　浅ましい願いに突き動かされ、リズティーナはベッドを降りた。脇に置かれた部屋履きも履かず、素足のまま足音を忍ばせてソファーへと近寄る。床に両膝をついてクリストファーの顔を見つめた。

　物怖じせず真っすぐに見つめられるのは、その目が伏せられてる時だけだ。対等な立場ではないから。何よりもリズティーナが臆病だから。

「体調が悪いんじゃないのか」

「っ!?」

　眠っていたはずのクリストファーが目を開けたかと思えば話しかけられ、驚きのあまり後ろへ倒れそうになった。咄嗟に伸びたクリストファーの手が背中を支えて引き寄せ、リズティーナは息を呑んだ。

　もう少し時間を経て近寄れば良かった。そんなに抑えが効かなかったのか、我ながら恥ずかしい。

「申し訳ありません。お休みになろうとしている殿下の邪魔をするつもりは……」

「この体勢じゃさすがに抱き上げられない。自分でソファーに乗れるか」

　謝罪と言い訳を遮る言葉に思わずリズティーナは頷いていた。

「それなら早く乗るといい」

　彼が捻出したであろう貴重な仮眠の時間を、もたついたやりとりで削ってはいけない。

　二人が寝てもなお余裕のあるソファーに乗ると、クリストファーがシーツの端を上げて迎え入れる意思を示す。左腕を伸ばしたのは、枕にしろと言っていると解釈しても良いのだろうか。

　クリストファーと向かい合う体勢で横たわり、遠慮がちに腕に頭を乗せる。シーツで包む動作をする右腕がリズティーナをそっと抱き寄せた。隙間があると寒い為だ。きっとそうに違いない。

「おやすみ」

「おやすみ、なさい」

　今度はクリストファーから言葉がかかる。

　胸を高鳴らせながら答え、リズティーナは瞳を伏せた。

　自分のものではない体温や鼓動、涼やかな匂いが伝わって来る。それらを全身で感じると、心が安らぐと同時に胸が締めつけられて苦しくなった。

　原因は分かっている。でも、今は気づかないふりをした。
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「今日は何かあったのですか？」

　リズティーナの体調が快復した数日後、クリストファーは珍しく黒だけを身に纏って訪れた。

　喪に服しているような装いで、もしかしたら本当に大切な人をなくしたばかりなのかもしれない。そうであるのなら、リズティーナが深く立ち入ってはいけないプライベートな領域だ。

　だけどおそらくは誰にも、何にも埋められないであろう隙間を今だけでも埋めてあげたいと思った。そうしたら、母を失ってからずっと、同じような隙間を抱き続けるリズティーナ自身も救われる気がして。

「──命日だった。亡くなったのは、半年も前だが」

　深く息を吐き、クリストファーは淡々と答える。

　聞きたかったから聞いた。だけど素直に理由を話してくれるとは思わなかった。話してくれたことへの喜びと、知ってしまった悲しみとで胸が苦しくなる。リズティーナは母を失った日のことを重ねて涙をこぼさないよう、声を震わせないよう、注意して言葉を紡いだ。

「殿下にとって、とても大切な方なのですね」

「そうだな。子供の頃から一緒で、実の兄弟のように育って来た」

　口ぶりから今も大切に思う存在が女性ではないことを察し、こんな状況なのに思わず安堵してしまう。

　真っすぐに向けられた視線に誘われるままリズティーナは手を伸ばし、そっとクリストファーの頬に触れた。すべらかでひんやりとした感触は玲瓏な美貌と相俟って神が作り上げた彫像にも思わせる。そこに命を吹き込みたいなんておこがましい話だけれど、許されるのなら温もりを分かち合いたい。

「悲しい時はたくさん泣けばいいと思います。もしお一人で泣くのが恥ずかしいのであれば、私も一緒に泣きますから」

「何故君も泣くんだ」

「最愛の母を亡くしているので」

「──そういえば、そうだったな」

「それとも」

　必死で我慢していたつもりが、とうとう声が震えてしまった。それでももう戻れない。リズティーナは他に慰める手段を持っていなければ知りもしない。心の慰めは彼を愛し、彼に愛される人がしたらいい。

　クリストファーの頭をそっと自らの方へと引き寄せ、胸に抱き締める。

「私を訪れたということは……身体での慰めを、ご希望ですか」

「君から誘うのか」

「それが、私の役目ではありませんか？」

「じゃあせっかく君がその気になってくれているのなら、お言葉に甘えるとしようか」

「分かりました」

　リズティーナはベッドに移ると端に腰を下ろした。デイドレスを脱ごうとするその手を、リズティーナを追ってベッドに歩み寄ったクリストファーが掴んで止める。

「脱がせる楽しみは奪わないでくれ」

「殿下にそのような趣向がおありだとは思わず……至らなくて申し訳ありません」

「僕に限らず男はそういうものだと覚えておくといい」

　そんな知識を得たところで使う場所なんてない。

　むしろ次があるとしたらクリストファーに捨てられた後だ。つまり彼は暗に、リズティーナをいつか捨てるのだと言っているに等しい。

　鼻の奥がツンと痛む。

「──心得ておきます」

　背中に手を回し、デイドレスのボタンを一つずつ外して行くクリストファーの手つきは姫君に傅く騎士のように、恋人を慈しむように優しい。中に包まれているものが、ふとした弾みで壊れてしまいそうなものであるかのような扱いだ。けれど心の伴わないその優しさが逆にひどく残酷なものだと、リズティーナは分かりはじめていた。

　一時の重なりだとしても、クリストファーの指先が触れるだけで胸の奥に切なさが灯る。些細な刺激にも身体が反応し、あえかな吐息がこぼれた。

「っ、ん……っ」

　腰の両側で結ばれた紐を解き、ショーツも脱がされたことで素肌を曝しきった身体が、優しくベッドに横たえられる。

　シーツの冷たさは身体でしか慰められないリズティーナを咎め、ふしだらな熱を冷ますようにも思えた。でも白昼に自ら誘ったのだ。今のリズティーナを突き動かす炎は簡単に消えるような覚悟で燃えてない。

「今日も首に鍵を下げているんだな」

　細い鎖を指先で辿られてリズティーナは息を呑んだ。

「殿下がいらっしゃると……思わなかった、ので」

　どう取り繕うか迷う暇もなく正直に答えれば、クリストファーは唇の端を小さく上げる。

「なら君が鍵を身に着けている時は、僕に抱かれるつもりがないということか」

　リズティーナは頬を染めた。

　それは裏を返せば、鍵を外している時のリズティーナは抱かれるつもりがある──抱かれてもいいと思っているということだ。

　昼に訪れたあの日まで、クリストファーは鍵の存在を知らなかった。訪れは先に通達のある夜ばかりで、実際に行われたか否かは別として肌の重なりがあると考えて鍵を外していた。

「君にそのつもりがなかったのに誘われたなら光栄だな」

　掬い上げた鍵に唇を寄せ、再びリズティーナの肌の上に戻す。

　そこに口づけられた気がしてリズティーナは熱を覚える一方で、何故かひどく胸が苦しくなった。じりじりと焦がされ、うっすらと姿を見せる感情に気がつくまいと目を背ける。

「ぁ……。ふ、ぁ……殿下……」

　ふくらみを包み込まれると、高鳴る鼓動が指を通して伝わってしまいそうだ。

　あるいは行為への昂りだと思われるだろうか。でもリズティーナの立場を思えば、誤解されている方がいい。

「今日はずいぶん……」

「え……？」

　頬を包み込まれ、どきりとする。

「──いや、何でもない」

　きっと、リズティーナは期待のこもった浅ましい顔をしていた。クリストファーは苦し気に眉を寄せ、手を離す。

　普段、肌を重ねる前にこんなにも言葉は交わさない。それが今日に限ってはやけに饒舌だとでも言いたいのだろうか。

　言いかけたくせに切り上げられては何も言えなくなる。でもリズティーナの役目はクリストファーの話し相手になることじゃない。

　心が触れ合いそうになった寸前に隠されて寂しさを覚えようと、大きな手でふくらみをやわやわと揉まれれば身体は反応して熱い吐息をこぼした。

　リズティーナはいつも手の置き場に困る。甘えた声があがるのが恥ずかしくて口元に押し当てて抑え込んだ時は、それを好まないクリストファーに手首をシーツに縫い留められてもっと恥ずかしい思いを味わった。かと言って彼に向けて手を伸ばすこともできなくてシーツを弱く握りしめた。

「ぅ、ん……っ」

　ふくらみの頂上付近の淡く色づく場所を円を描くようになぞられ、吐息がもれる。

　くすぐったく、じれったい。

　どうしたってその中心にある敏感な部分を意識してしまい、ほんの少しでも身動ぎしたら触れられる距離のもどかしさに切なさが募った。それが目に見える形を成しはじめていると自覚はある。ふくらみの先端が、きゅっと窄まるような感覚がした。

「もう乳首を硬く尖らせて、どんどんいやらしい身体になっていくな」

　やっぱりクリストファーにも気づかれている。

　でもリズティーナを変えたのはクリストファーだ。

　淫らな身体にしたのも、見つめるだけで切なさを覚えるようになったのも、今のリズティーナの世界のほぼ全てを占めるクリストファーが変えた。

　そしてきっと、クリストファー自身も変わっている。以前はこんなにリズティーナに触れなかった。

「ゃ……。ふ、ぁ、ぁ……っ」

　すでに硬く尖った乳首を何度も指先で弾かれる。

　痛いような、むず痒いような刺激に小さく声があがった。今度は強めにつままれたかと思うと、こりこりと捩るように根本から先端へと扱かれて背中がのけぞる。甘く痺れたところを舌で舐られ、重い感覚がお腹に積もりはじめた。

「あっ、ぁ……！」

　もう片方の乳首を口に含んで吸われ、奥に燻った快楽が引き上げられる。異なる刺激を同時に受け、すでに耐えられなくて腰がうねった。

　抉るように舐られると、舌先の触れた場所から蕩けてしまいそうな錯覚に陥る。内側から溢れる何かが全て枯れ果てて中が空っぽになった時、リズティーナは消えてなくなってしまうのではないか。淫らな熱に浮かされた頭はそんなことを片隅に思う。でもクリストファーの腕の中で泡と消えるのなら、それも幸せな気がした。

　ふくらみからお腹へ唇が辿る。薄い皮膚を柔らかに啄まれる度に身体が波打った。先回りした手が頑なに合わされた太ももを宥めるように撫で、力を抜くように無言で促す。

「ぁ……っ！」

　クリストファーが両膝を立たせ、開かせたその中心に顔を寄せるのを見てリズティーナはかぶりを振った。

　肌を重ねる度にリズティーナの秘所は蜜に濡れるようになっていた。

　四回目の交わりからは潤滑油を使わなくても、クリストファーを簡単に受け入れられるほど柔らかく開かれてもいる。

「殿下……そんなにご覧にならないで、下さ……」

　触れられたことはあっても見られるのはこれが初めてだった。目を閉じても視線を注がれているのを感じて、秘められた場所さえも曝しているという事実に身体が熱を帯びる。蜜壺がひくついた拍子に内側から蜜が湧き出す。とろりとした液体が足の間を伝い落ちて行く感触に羞恥心を煽られた。

「見られてるだけで溢れて来るな」

「だ、め……」

　指先が秘裂に触れると水音が響く。左右に割り開かれる瞬間がいちばん恥ずかしいのに、間近で見られているとなるとなおさらだ。あまつさえ蜜をこぼしていると言葉でも教えられると、いかに自らの身体が淫らなものかと目眩がした。

「ひぁ……っ！　ぁ、ぁ……っ」

　そして最初のうちこそは触れられても痛いだけだった頂上の蕾は、今やリズティーナも自覚のある最も敏感な場所になっていた。指でつままれたり優しく転がされると水音は大きくなる一方で、羞恥に身を捩らせる。

　お腹の奥が疼くにつれ半ば無意識に腰が揺れた。快楽を求めているのか逃れたいのか分からない。ただ気持ちが良くて、身体の中で行き場を探す熱を受け止めきれずに達してしまう。

「ぁ──！」

　さらに顔を寄せたクリストファーの唇が内ももに触れる。途端にリズティーナは身体を震わせた。金色の髪が柔らかに肌をくすぐり、唇でなぞられて喉が喘いだ。

　秘められた場所に熱を帯びた吐息がかかる。クリストファーが何を目的としているのかはもっと分からずに怖かった。

「殿下、おやめ下さい……」

　制止する為に視線を向け、あまりにも淫らな光景に息を呑む。

　ふ、とクリストファーは唇の端をあげた。微笑んだようにも見えて苦しくなる。足を閉じたくても彼の両手で太ももをしっかりと抑えつけられている為に適わなかった。

　赤い舌先がのぞき、ゆっくりと秘所に触れた。濡れた粘膜同士が触れ合い、淫らな水音をあげる。溢れた蜜を舐め取り、頂上の突起に吸いついた。

「あぁ……っ！」

　たちまち鋭い快楽がリズティーナの身体を駆け抜けて行く。

　与えられる感覚が快楽だと理解してもなお初めて知った感覚を受け止めきれずに、罠にかかった小動物さながらに華奢な身体が弾んだ。今度は明確に逃げる意思を持って腰を引く。けれどクリストファーが逃してくれるはずもなくて、ベッドに深く沈み込むだけだった。

「甘いな」

「ふ、ぁ……。も、申し訳、ありません……」

　クリストファーは甘いものが苦手なことを思い出し、咄嗟に謝罪の言葉が口をつく。

「謝ることはない。だが舐め取っても、次々に溢れてくる」

「だめ……。っ、ん……！　あ、ぁ……」

　とめどなく蜜を溢れさせる蜜口に栓をするように、つぷりと指が一本挿入された。

　内側と外側から同時に甘やかな刺激を受けて小さな星が目の前にいくつも瞬く。

「ああぁっ！」

　攻められると弱い場所も少しずつ知られはじめていた。あるいは、クリストファーによって教え込まれているというべきか。胎内にゆっくりと沈められる指が一本、また一本と増やされて行く度に、蜜を溢れさせながら華奢な身体をくねらせた。

「それ……いや、です……」

「僕の指を咥え込んで、気持ち良くてたまらないみたいだが」

　自覚のある状況を伝えられ、気持ち良いと応えるように内側がうねる。中を撫でられる行為も最初は違和感しかなかったのに、今や快楽を拾っていた。

「や、ぁ……。だめ、それ以上したら……っ」

「いきそう？」

　場に不似合いな優しい声音に心の奥がかき乱される。言葉で答えるのは恥ずかしくて何度も頷いた。その間にもぴんと張りつめた何かが弾けてしまいそうで怖い。でも、このままではもどかしさでおかしくなってしまうことも分かっていた。

「じゃあ、君の好きなだけいけばいい」

「殿下のいじわ……。ぁ、ぁ──！」

　クリストファーを咎めながらも、与えられる快楽に抗えない。内側から溢れて来るそれを制御できず、絶頂を迎えて肢体が大きくのけぞった。

「本当に、ここが弱いな」

　包皮を剥かれてさらに鋭敏になった蕾を執拗なまでに舌で舐ると同時に、胎内のざらついた部分を指の腹で掻き出すように擦りたてる。なおも溢れる愛蜜がぐちゅぐちゅと泡立つ音がよりいっそう羞恥を煽り、さらなる快楽に繋がって行く。

　何度も頂きに登りつめ、それでも完全には満たされない。

　とうとうリズティーナから懇願がこぼれた。

「も、ぅ……やだぁ……。挿れて……。挿れて下さい……」

　一人で達する、言いようのない孤独感で今にも胸が張り裂けてしまいそうだった。

　慰めが、クリストファーが欲しい。確かな形を感じたかった。

「何を挿れて欲しいんだ？　言われないと分からない」

　分かっているくせに見え透いた嘘をつく。

　リズティーナは涙で濡れた瞳でクリストファーを思わず睨みつけるも、彼はどこ吹く風のように意に介さない。

　いっそ憎らしくて、だけど鎮められるのも彼しかいないのが泣きたくなる。両手を懸命に伸ばしてクリストファーの頬に触れた。

「殿下、の……欲しいの。も、指で……いきたくな……」

「いやらしくて、素直で可愛いな」

　ふ、と唇の端を上げたクリストファーの笑みに羞恥と後悔で涙が滲んだ。

　どんなに欲しくても、口に出して求めるべきではなかった。

　力を失った手が滑り落ちて行く。

　こんな姿は見ないで欲しい。手のひらを上に向け、顔を覆った。

「顔を見せるんだ」

　リズティーナはかぶりを振る。

　だだをこねるような仕草にクリストファーはわずかに口元を綻ばせ、リズティーナの顔を覆う手をそっと外させた。顔の両脇に力なく沈む指を撫で、リズティーナの胎内に呑み込まれた自らの指で内側からこする。

「ぁ、ん……も……指、ゃだぁ……」

「感じている顔を隠さないなら指ではもうしない」

「いじわ、る」

　それでもリズティーナはシーツを掴み、従順な意思を示した。

「いい子だ」

「あぁ……っ！」

　引き抜かれる指に未練がましく蜜壺が縋る。

　最後の瞬間、ひときわ強く締めつけ、離れて行く喪失感に我を忘れてかぶりを振った。

「だが指を強く咥え込んだら、君が欲しいものを挿れてやれない」

「も……申し訳、ありませ……」

　欲しいと言ったのに、指さえ離れることを恐れて締めつけたことが恥ずかしい。みっともない姿を曝して涙が滲んだ。でも涙では、下腹部に渦巻く渇きを癒やせはしない。

　クリストファーはシャツを脱ぎ、トラウザーズの前をくつろげた。下穿きの中から現れたそれは見るからに硬く膨れあがり、引き締まった腹部につきそうなほど屹立している。それを手で支えて角度を調整すると蜜口に切っ先が触れた。はしたない水音があがり、主を迎え入れるのを待ちかねたように胎内がうごめきはじめる。

「ん……、ぁ……」

　ゆっくりと奥深くを穿たれ、リズティーナは切なさに喘いだ。

　熱と、大きさがもたらす存在感が全てを満たす。

「挿れただけで中が激しく絡みついて来る。そんなに、ねだるくらい欲しかったのか？」

「ぃ、や……。あ、ぁ……ぁ……。言わないで、下さ……っ」

　自分の身体がどれだけ欲していたかなんて、クリストファーに言われなくともよく分かっている。

　羞恥にかぶりを振れば奥を穿たれ、嬉々として呑み込んでは食い締めた。

　クリストファーの言う通りだ。ねだるくらい欲しくてたまらなかった。

「君の中は……熱くて、溶かされそうだ」

　知らない誰かと比較するような言葉に胸が苦しくなる。

　聞きたくない。他の女性の存在を、影や匂いだけであろうと知りたくはない。

　自分にだけクリストファーの気を引くよう、隘路が健気なまでにうごめいて熱杭を食んだ。

　愛情のない行為にいちばん慣れはじめているのは、より強くクリストファーを受け入れるその場所だった。心が繋がることはないのなら、せめて身体の快楽だけでも得た方がリズティーナもつらくない。この数か月間で得た、自らを守るいちばん理に適った答えだ。

「あっ……！　ふ、ぁ、ぁ……っ」

　穏やかな湖面に浮かぶ小舟のように、ゆっくりと快楽を揺蕩う。

　揺さぶられる速度が少しずつ速くなって行く。先程あんなに何度も達せられたのに、柔らかな媚肉を硬い熱杭で穿たれる官能は手指の愛撫でもたらされるものとはまるで種類が違った。

　しなやかな肉食獣の牙を突き立てられる草食獣もこんな感覚なのかもしれない。自らの身体を犠牲にする代わりに、自力では決して得られることのない快楽を味わう。

　リズティーナは彼の血肉になれるだろうか。必要な狩りしかしないという獣にとって、生きる為の獲物となりえているのだろうか。

「もう他のことを考える余裕ができたのか」

「え……。ぁ、あぁっ！」

　奥深くを切っ先で激しく突かれて身体が大きくのけぞった。

「ひぁ……！　あっ、ぁ……っ！」

「今は快楽だけを追えばいい」

「ゃ……あ……っ」

　初めてクリストファーの背中に両手を回し、縋りつく。広い背中がわずかに汗で濡れている。涼し気な表情をした彼でも熱情で汗をかくことがあるのだと、人として当たり前の変化を嬉しく思った。

　しっとりと濡れた肌と肌とが吸いつき、重なりが深まる。腕から伝わる熱が心地良い。心ごと溶けてなくなってしまいそうな気がした。

「殿、下……。あっ、ぁ……！」

　耳にかかる熱を帯びた吐息が、時折何かをこらえるように短く吞み込まれる。その度に奥を抉られ、リズティーナの理性を削り落として行った。

　このまま一つになれたらいいのに。

　でも、なれない。

　立場は違えど、同じ悲しみを知る彼を身体で慰めているだけだ。

　向けられる瞳に優しい色が混じっているのも、返してくれているだけ。

　最後に残された理性が、欲望に溺れることを恐れて警鐘を鳴らす。

（私、が……お世話をする為の人間、だから……だわ……）

　それでもいい。

　最初からそういう契約で、そしてリズティーナにだけ与えられたものだ。

　──それでも。

「ぁ……。もっと……っ。もっと奥まで、来て下さ……」

　勝手に揺れる腰がもたらす快楽に溺れて行く。無意識にクリストファーを抱き寄せた。涼やかな匂いと荒い吐息を近くに感じるのにクリストファー自身は変わらずに遠く感じる。重ならない心を引き寄せるように、しがみつく腕にぎゅっと力をこめた。

「あ……っ！　あ……、あぁっ、ひぅ……っ」

「いつも、これくらい素直だといいんだが」

　耳元で甘く囁きながら耳朶を食まれ、切なさを煽る。響く水音が蜜音と混じり合って淫らなハーモニーを奏でた。

　蜜壺がきゅっと引き絞られて行く。切っ先を奥に強く押しつけられ、吐精の予兆を察して全身が歓喜にわなないた。

　今だけはリズティーナだけのものだと錯覚して貪欲に精を求める。

「あっ、ぁ、あ──！」

　一際大きく甘やかな官能がリズティーナを襲った。

　決して実を結ぶことなどない子種を奥底に注がれながら、リズティーナは切なく啼いた。

　身体の奥を焦がすほどの熱さえも、あっという間に冷えて行くだけだ。

　万が一にもリズティーナが身籠ってはならない。だから行為に至る前に避妊の為の薬を飲むことを義務付けられている。念の為にクリストファーも飲んでいると、一緒に夕食を摂るようになって初めて知った。

　肌を重ねる行為のいちばん大きな理由を、最初から存在しないものとしている。この場にあるのはただの肉欲と慰めだけだ。

（最初から分かっていることなのに）

　リズティーナの心が人知れず涙を流す。

　彼の子を産むことが許される、顔も名前も知らない女性が羨ましい。

　つがいはおろか、血肉にさえなれないことを思い知らされて泣きたくなった。







【４】








　時は、リズティーナが離宮に入る約三か月前まで遡る。
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「──して、状況はどうなっている」

「今のところ、目立った動きはないままです」

　三段分の高い段差の先に置かれた豪奢な造りの椅子──つまるところそれは玉座だ──から厳かに声をかけられ、クリストファーは右膝をついたまま頭を垂れて静かに答えた。

　王国内で不穏な動きがある。そんな匿名での書簡が半年前に届けられてからというもの、王城内は緊張感でひりついていた。

　当初は匿名の密告であるが為に真偽を軽んじられていたが、隣国との国境付近で怪しい荷物を乗せた馬車の目撃報告が相次いだことで流れは一転したのだ。

　取り押さえると中から大量の武器が見つかるも出どころは判明せず、だが何者かによる戦の準備としか思えない行動は国内の警備をより厳しくさせるには十分すぎる理由になった。

　そんな状況で王から出向命令が下されたのだ。クリストファーも関わる良からぬ事態が起こり得ると想像に難くない。

「先日、セレストア伯爵家より書状が届いた」

「セレストア伯爵家と言うと……」

　気乗りしない様子の父に、クリストファーもまた端正な顔をしかめた。

　挙げられた家名は数年前から反王族派の中で頭角を現しはじめた貴族のものだ。家柄こそ古くとも元の資産はさほど多くなく、発言力も取り立てて高くはなかったが、婿入りした現当主がなかなかのやり手であり──歯に衣着せぬ言い方をするならば、あくどい手段で爆発的に資産を増やしたことが原因で社交界の話題になった。

　先代当主に嫁いだ後とは言え、莫大な国費の横領が発覚したことで没落の憂き目にあったカーラルハイン侯爵家の令嬢に持ち込まれた不名誉をものともせず、むしろ今やセレストア伯爵家自体に悪評が絶たない。そこには急激に力を増した貴族に対するやっかみも多少なりとも含まれているのだろうが、どちらにせよ火種となれば困るのは王家だ。

　国王も「──うむ」と苦々しい面持ちで頷いてから言葉を続ける。

「お前の側室として娘を差し出す代わりに友好的な関係を築きたいと、一月ほど前に申し出があったことは覚えているだろう？」

　父の言葉にクリストファーは不快感を隠さなかった。

　荒く息を吐き、整った眉を寄せた苦々しい面持ちで口を開く。

「散々王家に楯突いておいて、今さら取り入るような恥知らずで虫の良すぎる妄言を忘れるはずもありません」

　クリストファーに婚約者はいない。残念ながら親王族派も強固な一枚岩とは言い難く、誰を次期王妃とするのか話し合いが一向にまとまらない為だ。

　だが側室とは言え、政敵の娘との縁組をいちばん先に決めるわけにはいかない。かと言って邪険に扱うには厄介な立場にある相手だ。それが分かっているから国王も無碍には扱えずにいる。返事を先延ばしにして一月が経った。

　若さ故の潔癖さを滲ませたクリストファーの反応に王は苦笑を浮かべ、しかし嗜めるでもなく言葉を続けた。

「側室などと身の丈にそぐわぬ申し出をした非礼を詫びつつ、愛妾に迎えてはもらえないかと提案する書状が伯爵から再び届けられたのだ」

「どうあっても王家と縁続きにはなりたいと？」

「そのようだな」

　王から一枚の白い紙を手渡されたクリストファーは、ざっと目を通しただけで王に返す。

　じっくり読んだところで腹立たしさが募る一方だ。そしておそらく、王の答えはすでに出されている。

「あくまでも公妾ではなく愛妾の立場で構わない、王家からの公的な発表も必要ないとのことだが」

「陛下は、セレストア伯爵の真意をどのようにお考えですか」

　未婚の娘を日陰者の立場に置かせるなど、真っ当な親の仕打ちとは思えない。腹の中に良からぬ打算ないし意図があるのは明白だった。

「正確なところは何も分からぬ。それでも我々にとっても数少ない好機だと言えよう」

　表向きだけでも友好関係を結べば動向を探るのも、手綱を握るのもある程度はやりやすい。

　もっとも、それに関しては伯爵家も同じ条件だ。そして王家と縁続きになったことで伯爵が増長し、発言力が増す可能性も十分にありえる。娘を交渉材料とするからには相応の算段があることは間違いない。

　だが、と王はクリストファーを見やる。

「お前が望まぬのであれば断ることもやぶさかではない。私ではなくお前の愛妾だからな。それを踏まえたうえで聞こう。お前はどうしたい」

　クリストファーは深く息を吐き、現状そのものから目を背けたい気持ちを表すように目を伏せた。

「承諾して泳がせるのが最善かと考えます」

「──うむ。理論としてはそうだろう」

「いずれにしても王太子たる私は政略で妃を迎える身です。妃の前に形だけの愛妾を迎えたとして異存はございません」

「あい分かった。ではセレストア伯爵に、交渉を呑むと書状を送ろう。後はこちらで話を進める。それで良いな？」

「承知いたしました」

　セレストア伯爵家に組み込まれたカーラルハイン侯爵家には、横領の発覚を機に余罪も見つかっている。

　そのうちの一つが、かつて大規模に行われた武器の裏取り引きにまつわる首謀者との細微に渡る記録だ。

　規模こそ違えど、今また同じようなことが起きているのは果たして偶然だろうか。

（馬鹿馬鹿しい。必然に決まっている）

　娘を差し出したのもクリストファーを通して動きを知る為に違いない。いかにもあくどい成金貴族の考えらしい、策とも呼び難い実に短絡的な発想だ。

「カーラルハイン侯爵家の、例の紙片に関する調査は現在も続けられているのですか」

　噂好きの社交界においても、カーラルハイン侯爵家の名を口にする者もほとんどいなくなっていた。

　かの家が屈指の名門貴族として栄華を誇っていたのはクリストファーが生まれるより遥かに昔の、それこそ現国王が生まれて間もない頃の話だ。当時を知る者が一人また一人と表舞台を降り、政から一線を引いてもカーラルハイン侯爵家が社交界において禁忌に近い存在となっているのは理由がある。

「無論続けてはいる。だがさすがに時が経ちすぎた。ここから新たな情報が見つかる可能性は限りなく低いだろう」

　家格と財産を王家によって没収された直後、火事によって当主夫妻や屋敷で暮らす使用人たちのほぼ全員が命を落としていた。深夜の出来事だった為、対応が間に合わずに逃げ遅れたのだ。そして焼け跡の中にあった、収支報告書の切れ端で何ということもないと思われたそれが、王城内で交わされる書類に使用されている紙と一致していることが判明して状況は一変した。

　王家はすぐさま国庫の収支を洗い出し、金の流れが不自然な部分を一か所だけ見つけることに成功した。だがそれ以上の不正は見つからず、時間稼ぎのスケープゴートとして一件だけあかるみにしたのではないか。そんな意見さえ出て攪乱されているような状況だった。

「財務大臣の後継問題も未だ片付いてはおらぬというのに……厄介ごとばかりが立て続けに起こる」

　国王は鈍痛を抑えるよう額に手を押し当てて深く息を吐いた。

　二か月ほど前の話だっただろうか。国庫の管理責任を担っていた財務大臣が高齢を理由に辞任を申し出ていた。

　いかんせん先代の国王が即位していた時から務めている、信頼の厚い人物だ。継続年数を考えれば辞任理由もやむを得ない。だが有能な人物の後釜というものは、得てしてそうであるようになかなか育たないものだ。

　もっとも王家とて何もせずに時ばかり無駄にしているわけでもない。適任者がいるにはいる。だが年若い彼は師匠とも言える前任者の働きぶりに尻込みしてしまっているような状態だった。

「それまで国庫を管理していたカーラルハイン侯爵が横領で更迭され、混乱の極みにある中枢を落ち着かせた実績を持つ人物からの引き継ぎとなれば、比較される側が萎縮するのも無理はないが……」

　国王から直々に拝命を受けても是とはしないのだから相当なものだ。だが国王に変わって国庫を預かるとなれば誰でもいいわけではない。クリストファーも次期国王として説得に向かうべきだろうか。そう思うと確かに手間でしかなく、父が頭を痛めるのも納得が行く。

「まあ、その件はヴィルーダ卿にも最後の仕事として動いてもらうとして、だ。お前にはカーラルハイン侯爵家とセレストア伯爵家の調査を一任するが構わぬか」

「問題ありません。両家には深い繋がりがありますし、調査の対象が一つ増えたところで大した手間にもならないでしょう」

　カーラルハイン侯爵家に関しては以前、エンポリオ・ワスキンスという男が調べていた。

　クリストファーと同い年の彼は幼い頃からの友人であり、頼れる側近でもあった。しかし数日前に十九歳の若さでこの世を旅立ってしまっている。働かせすぎたわけではなく、大きな病を患っていたという話も聞いていない。心配させないようにひた隠しにしていたなどと殊勝な心根の男でもなく、高熱を出したことをきっかけにした突然の出来事だった。その一週間ほど後に彼の侍従を務めていた人物が忽然と姿を消したが、関連があるかは分かってはいない。

「つくづく惜しい男を亡くしたものだ。人材は時には金で買えぬ財産だからな」

「──そうですね」

　クリストファーの考え読んだように父が嘆く。

　加齢による辞任と病死、人間が生きるうえで避けられない事柄とは言え、王家は短期間に二人も貴重な人材を失っている。父が珍しく気弱な発言をするのも無理はなかった。

　クリストファーの手元にはエンポリオの形見のように五枚の紙が残されている。

　庭園の隅にひっそりと生えた、幹自体はほとんど焼け落ちてしまった古い大木の根元に、埋められていた金庫の中に入っていたのだという。なおもまだ逞しく成長を続ける根っこに押し上げられ、長年の風雨で上に被せた土が少しずつ削られたことで上に現れて来たのだろう。ある意味、エンポリオの執念の産物かもしれない。

　屋敷の焼け跡に奇跡的に残されていた書類と紙や書式が一致することから、これらは同じ帳簿から抜き取られたものだと考えられた。だが書き癖を判断するには、数字だけでは決定打とするのは不可能だろう。当然のことながら、よほど特徴的な書き方をされた数字は帳簿内でもみつからなかった。

「両家の周辺を改めて探ってみることにします」

「──頼んだぞ」

　クリストファーは再び深く一礼し、王の間を後にした。
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　かくして、セレストア伯爵家の令嬢はクリストファーが管理する離宮で身を預かることとなった。

　王命とは言えど自分の居住空間に見ず知らずの娘を招き入れることは非常に不本意だったが、できる限り人目につかず、なおかつ身の安全が保障される場所の心当たりが他にない以上は仕方がない。

　用が済めば下賜という名目の厄介払いも簡単にできる。適当に功績を挙げたなどと建前の理由をでっちあげればどうにでもなるのだ。

『初めまして。わたくしはセレストア伯爵家長女、リズティーナと申します。殿下のお耳にも届いているのでしたらとても光栄に存じますわ』

　社交界にその姿を一切見せることのない娘は悪評から受ける印象とはほど遠く、とても美しかった。

　セレストア伯爵に政的な魂胆があるとは言え、慰み者同然に差し出されるにはあまりにも無垢で儚げな姿は庇護欲さえ抱かせる。

　もし正式にデビューを済ませていたのなら、醜聞を差し引いても自分のものだけにしようと企む男たちから求婚の申し込みがひっきりなしに届いていたに違いない。下世話な言い方をすれば、自分好みに仕込んで楽しむ趣味を持つ人間にはうってつけに思えた。

『父は領民やわたくしたち家族の為によく働いて下さっています。失礼ながら殿下は、大きな誤解なさっていらっしゃるのではないでしょうか』

　だが美しいのは見てくれだけらしい。セレストア伯爵が立派な人物であると信じており、あまつさえクリストファーが誤解しているのだと言う。

　勝手な期待をしたのはクリストファーなのに、ひどく裏切られたような気分になった。父親が悪人ではないと懸命に言い張って説得を試みる様は、もはや健気を通り越して愚かに見えた。

（父親が父親なら娘もやはり同類か）

　反転した庇護欲は嗜虐心に似た醜い何かに姿を変えて行くのが、クリストファー自身にも分かった。

　同時に、伯爵が娘の悪評を雪がずにいることにも納得が行く。人の口には戸が立てられず、根も葉もない噂をいちいち相手取るのは面倒だという考えもあるのかもしれない。だがいちばんの目的は娘を売り飛ばす相手に罪悪感を抱かせない為だ。現にクリストファーも、数々の噂を聞いていなければリズティーナを使い捨ての踏み台でしかない愛妾に迎えることを善しとはしなかった。

（つくづく小賢しい存在だ）

　だからこそカーラルハイン侯爵家の汚名を受け入れたセレストア伯爵家へと婿入りした挙句、反王家派の中心にまで成り上がれたのだろう。

　それでも父親の行動やそれを庇い立てたことが気に入らないからと、クリストファーに対して何をしたわけでもない彼女を閨の相手にする必要はなかった。

　ましてや、その後何度も抱く理由にもなってない。

　彼女は愛妾にと差し出されはしたもののそれだけだ。

　だが贅沢を好み金遣いが荒く享楽的だという、貴族令嬢には不名誉極まりない噂が社交界に流れていても伯爵は揉み消すどころか否定すらしない。

　何より彼女は、クリストファーにとって最も信頼のおける右腕かつ唯一の友人が、死の間際まで探っていた事件の一つに深く関与している可能性の高い男の血を引く娘だ。奔放だと評判の娘を辱めて捨てたところで何の問題があるだろうか。万が一にも抗議状が届いたとして、愛妾にと望んだのはむしろ伯爵家の方だと一蹴できる。

　悪感情を抱く要素は重なりすぎて、クリストファーは後押しされたように、らしくもなくリズティーナに対して嗜虐的になっていた。

　──それなのに。

　早朝ともいえる時間に友人の墓前に手向ける花を育てている温室へ向かう際、リズティーナが過ごす部屋のある離宮の前を通る。一階以外の部屋のバルコニーは全て高い柵で囲まれており、大きな窓の奥は見えない。さりげなく見上げればカーテンが固く閉められているのか、灯りは漏れていなかった。

（まだ眠っているのか）

　彼女に関しては不可解なことばかりだ。

　社交界に彼女と一夜を共にしたと喧伝する男は現れない。見てくれは良いのだ。後腐れなく遊べるのであれば気兼ねなく遊び相手に選び、武勇伝のごとく得意げに、面白おかしく語る男がいても不思議ではない。あるいは平民の男だけを相手にしているのかと思ったが、そうすると今度は贅沢を好むという噂との矛盾が生じる。

　いざ閨事の相手を命じれば、リズティーナは罠にかかった小動物さながらに怯えていた。

　不慣れな反応や震える身体は演技に違いない。そうして最後まで暴けば、彼女は本当に清らかな乙女だと自らの身を以て知った。王侯貴族を相手にする高級娼婦じゃない。ごく普通の、穏やかな令嬢だ。

（伯爵なんて微塵も信用していないくせに、彼女が淫蕩だという自分に都合の良い噂は信じたとか笑わせるな）

　冷静に考えれば、リズティーナの悪評は全て父親である伯爵の悪意で積み上げられたものばかりだ。

　それでも思う。

　いっそ、後腐れのない娼婦であれば良かったと。
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「あの娘にずいぶんと入れ込んでいるようではないか」

　リズティーナを囲うようになった二か月後、報告を兼ねた面談の席に現れた父は、開口一番にそう言った。

　クリストファーがリズティーナの元を訪れる頻度も滞在時間も目に見えて増えているのだ。父の耳に入っていたとしてもおかしくはない。

「お前も大人だ、遊ぶのは構わぬ。だが入れ込むことはしても入れあげることはするな」

　一国の施政者と父親、二つの側面が交じり合った表情で国王は強く釘を刺す。

「もちろん承知しております」

　何か知っていて聞き出せないかと王宮においてはいるが、彼女は常におどおどしておりまともに言葉も交わせない。

　怯えながらも言葉を発したかと思えば「申し訳ありません」と、悪くもないのに謝罪する。

　あるいはそれすらも演技かもしれず、クリストファーを弥が上にもかき乱す存在になりつつあった。

（ひどく危険な状態だな）

　私室に戻ってシャワーを捻り、頭から強く湯を被りながらクリストファーは目を閉じた。

　情を移さないよう、わざと事務的に短い触れ合いで済ませたはずが、初めて知る女性の肌はとても柔らかく、温かなものだった。

　クリストファーが王太子と知っていながら何も求めず、ただ穏やかな熱が寄り添うように存在していた。

　わざわざ父に釘を刺されずとも、深入りしてはならないと本能が警鐘を鳴らしている。

　相手は政敵の娘だ。

　そうでなくても先代のセレストア伯爵に嫁いだ令嬢の生家・カーラルハイン侯爵家は汚名に塗れて没落している。その娘が入り婿を迎えて後を継いでもなお新たな悪名が社交界に響くような家の娘だ。

　社交界にも出さず、不慣れな娘に何をさせるつもりなのか。安易な色仕掛けで傀儡に落とせると思われているのなら、ずいぶんと見くびられたものだ。

　禁欲的に生きて来たつもりが、そう見えずにいたということか。

（エンポリオ、お前に今の僕はどう見える）

　ただ人肌が恋しかったのも事実で、子供の頃から最も身近にいた武骨な友人を失った慰めを、まるで正反対な柔らかな令嬢に求めた。

　今も友人がいたなら、きっとクリストファーを止めていただろう。

　形だけとは言え政敵の娘を愛妾に迎えることも、その肌に触れることも。

　言葉を交わして、心に触れることも。




　セレストア伯爵のことだ。

　奔放な娘の次の遊び相手が王太子だと、それとなく噂を流すことも想定していたが、そうした噂が社交界で流れている様子はない。動きがないからと楽観視もできず、その一方でリズティーナの元に通う頻度は増え、さらに一月が経過した。

「何か欲しいものはあるのか？」

　ドレスはここへ入る前にたくさん買い与えてある。だがリズティーナを知る前に用意したものだ。誰に見せるでもなくとも、より美しさを引き立たせるよう着飾らせてみるのも悪くない。

　そんな思いから気まぐれに尋ねてみれば、リズティーナは驚いたように目を見開いた。

「欲しいものだなんて、そんな……」

「何でもいい。あるなら遠慮なく言えばいい」

「ですが」

　まだ躊躇って話に乗って来ない。クリストファーは苛立ちを覚えて溜め息と共に吐き出した。

「その身体の対価だ」

　リズティーナには見返りを受け取る権利がある。伯爵に金が流れ込むのは癪でしかないが、本人が働きに見合った報酬として物品を受け取るのであればクリストファーとて惜しくない。

「で、では──菫の、砂糖漬けを」

「菫の砂糖漬け？」

「はい。幼い頃、母とよく食べて……」

　父親に似て金遣いが荒いと聞いている。餌をちらつかせれば、これ幸いとばかりに本性を現して高価で煌びやかなドレスや装飾品をねだって来ると思ってもいた。それが菫の砂糖漬けを欲しがるなんて。慎み深いのか、欺く為の演技なのかを見極められない。

　予想外の要求に思わず面食らいながらもクリストファーは頷いた。

「分かった。最高級の品を用意させよう」

　翌日、早速手配した菫の砂糖漬けを携えてリズティーナの下を訪れる。

「本当にご用意して下さったのですね。ありがとうございます、殿下」

　可憐な菫の絵が描かれた陶器製の小さなポットに、リズティーナは嬉しそうに顔を綻ばせた。頑なに閉じていた蕾が、慎ましくも愛らしく花開かせている。淡く色づいた表情がひどく眩しく、クリストファーは目を細めた。

（ああ、瞳が。菫色をしているんだな）

　王侯貴族に向けて売られているものだが、宝石で飾られた耳飾りを一つ買うよりは遥かに安い品だ。

　それでもよほど嬉しかったのかリズティーナは子供のように瞳を輝かせている。最上級の紫水晶もかくやというほどの煌めきは、どれだけの大金を積もうと手に入らないものに思えた。

　それが、たかが菫の砂糖漬け一瓶程度で手に入る。

　クリストファーの胸がひどくざわめいた。

（──あの夜も、そうだった）

　初めて肌を重ねたあの夜。

　この世の汚濁など一度も映したこともないような瞳と真っすぐに視線がぶつかった時、ひた隠しにしている何もかもが白日の下に曝け出されるような気がした。

「あの、早速一ついただいてもよろしいでしょうか」

　夜、ベッドの上で肌を曝させ、快楽を引きずり出した状態で無理やりねだらせた以外に自分から何かを求めたりしない女が、砂糖漬けは食べたいとねだる。

　無邪気な反応にクリストファーの胸のざわめきが強さを増す。

「君に贈ったものだ。僕の許可を求めず好きな時に好きなだけ食べたらいい」

「ありがとうございます」

　ぶっきらぼうな物言いを気にした様子もなく、ほっそりとした白い指が、うっすらと雪が積もったように砂糖の衣を纏う菫の花をそっとつまんで小さな赤い唇へと運ぶ。

　その何気ない仕草から目が離せなかった。舌に触れた砂糖の甘さにリズティーナは破顔する。穏やかで満ち足りた笑みなど一度も見たことがない。だがこの無防備で無垢な表情でさえも、クリストファーを、全てを欺く為の作り物だというのか。

　やがてかすかに動く喉が嚥下したことを教えると、クリストファーは自ら手に取って差し出した。

「ほら」

「ひ、一人で、いただけますから……ん」

　開かれた口に指ごと押し込む。そのまま人差し指を中に残し、内側の柔らかな粘膜を、小さな舌をまさぐった。唇から吐息がこぼれる。煽情的ですらあるその熱にあてられ、ゆっくりと指を抜き差しした。

　指に歯を立ててしまうことを恐れているのだろう。おずおずと舌を動かしながらかぶりを振った。溶けてなくなるものならいいが、そうじゃない。こんなことをされては食べにくいと文句を言いたくなるのも分かる。

「殿下の指に、歯が……当たって」

「食い千切られるほどの強さじゃないから気にしなくていい」

「っ、でも」

　そうは言われても気になるのだろう。リズティーナは身を捩じらせた。指が抜けそうになり、せめて話をする間だけはとその位置を保つ。

「飲み込める大きさになるまで、ゆっくりと時間をかけて噛んで構わない」

「もう殿下の前では絶対に、砂糖漬けはいただきません……」

　瞳を涙で潤ませながら睨みつける様が可愛いと思った。

「今度からは邪魔をしないから許してはくれないか」

「許すだなんてそんな」

　反省するふりをしてみせれば困ったように眉尻を下げる。

　もっと困らせたい。自分でも初めて知る感情にひどく落ち着かない気持ちになる。

「……っふ」

　二つ目の砂糖漬けを収めた華奢な身体を、ひたすら待ち続けて膨れ上がった衝動のままソファーに押し倒した。




「あっ、ぁ、ぁ……！」

　甘い啼き声がクリストファーの心に容赦なく入り込み、理性を跡形もなく砕いて行く。

　すべらかな白い肌は触れるだけで吸いつき、心地良さを余すことなく味わいたくて身体中を指でなぞっては舌を這わせた。

　秘められた場所から溢れる愛蜜を啜るように舐め、その源泉に指を、屹立を深々と沈める。蠕動しながら絡みつく温かな胎内はクリストファーを歓迎して受け入れているようで、そのあまりにも激しい収縮は拒絶して押し出そうとしているようでもあった。

「ぁ、あ……っ」

　貫かれて喘ぐリズティーナは噂から想像するような肉感的な妖艶さはないが、男好きのする身体をしている。

　あまり食べないせいか身体つきは華奢な割に、少女から女性へ成熟する過程を窺わせた。あどけなさを残す顔や無垢な心が、柔らかなふくらみや艶めかしい腰のラインに危うい魅力をもたらしている。

　悪名高い伯爵のことだ。娘さえも自分の利となるように高値で売りつける算段でいたに違いない。そして最も高く売れる相手に売りつけたのだ。

　忌々しい。

　まんまと伯爵の思惑に乗ったことが。

　差し出された肢体に、溺れはじめていることが。

「……くそ」

　口汚く吐き捨て、苛立ちをぶつけるように腰を打ちつける。組み敷いた華奢な身体がひくんと跳ねた。

「め……。で、んか……だめ、です……。そ……な、激し……の……っ」

「だめじゃない。自分の立場を忘れたわけじゃないだろう」

「ぁ……っ！」

　淡い紫色の瞳に涙を湛えて弱々しく咎める女に言い放てば新たな涙を滲ませる。

　彼女の立場。

　むしろ自分に言い聞かせるように口にした言葉に、胸が鈍く軋んだ。

　クリストファーの愛妾──の皮を被った、性欲処理の為の可憐な人形。リズティーナはその為だけに捧げられた存在だった。

「ふ、ぁ……。申し訳……ありま、せ……」

　役割を終えたら、他の男にも同じことをするのだろうか。

　思わず小さな舌打ちをするとリズティーナは瞳を揺らめかせた。

　違う。

　リズティーナに対して苛立っているわけではない。

　──いや、違わない。

　リズティーナに苛立っている。父親の言うがまま、愛してもいない男にその純潔さえ捧げたことに。父親が命じさえしたら、誰にだって身を捧げることを厭わないだろうリズティーナに。

「……君は」

「え……」

　このままでは荒ぶる感情をぶつけてしまいそうで何でもないとかぶりを振った。今この場には肉体の快楽だけがあればいい。余計なことは考えず、自らの欲求を満たす為に激しく揺さぶる。

　クリストファーの動きに合わせ、リズティーナの首元で銀色の光が細く煌めいた。母親の形見だという鍵を繋ぐ鎖だ。最初の頃は外していたのが、クリストファーが先触れも出さずに頻繁に訪れるからかリズティーナは外さなくなった。

『なら君が鍵を身に着けている時は、僕に抱かれるつもりがないということか』

　以前の自分が告げた言葉を思い出す。

　鍵を身に着けた状態でクリストファーに身を委ねるのは、ありのまま全てを曝け出しているのか、身体は開いても心は決して開きはしないという彼女なりの意思表示なのか。聞けば答えてくれるかもしれないが、知りたくない気持ちもある。

「ぁ、何を……っ、言いか、け……」

　リズティーナが振り絞った問いかけにはわざと答えなかった。

　妃として娶るわけじゃない。伯爵を欺く為の、身体だけの関係だ。クリストファーだって分かっている。それ以上でもそれ以下でもなかった。

　分かっているからこそ苛立って、柔らかな肢体にクリストファーを深く刻みつける。自分の手を離れた先で、他の男によって上から塗り潰されることのないように。だが一方で、今のクリストファーには彼女を誰かに下賜するという考えはとうになくなっていた。

「殿下ぁ……っ」

　リズティーナは最近、行為の最中にクリストファーの背中に手を回すようになっていた。

　縋りつき、時には抱き寄せる華奢な両手は奥底で渦巻く情欲に火をくべる。爪を立てられても不快に思うどころか、ここが悦い場所だと無意識に教えられているようでクリストファーを煽るだけだ。

「君は、ここが好きなんだろう？」

「ひ、ぁっ、あ……！」

　無意識に欲しがる場所を穿ち、甘い啼き声をあげさせる。

　執拗なまでに繰り返せば声に混じった切なさが増し、屹立を擦り潰すように蜜壺全体が収縮しはじめた。そろそろ大きな絶頂を迎える合図であり、精液を奥にねだっている。

　何もねだらない女が、本能のまま求める姿はクリストファーをひどく満足させた。

　だが、もっとねだらせたい。

　クリストファーでなければだめなのだと、言葉だけでなく身体でも言わせたくてたまらなかった。

「ぁ……！　も、だめ……。あっ、ぁ、あぁ──！」

　リズティーナが絶頂を迎えてしなやかな背中をのけぞらせる。

　一際激しく蠕動する蜜壺に求められるまま、そして自らの本能に従って、胎内の奥深くに実を結ぶことのない子種を注ぎ込む。吐精に喘ぐ白い喉を見つめ、避妊の為の薬を飲ませるのをやめたらどうなるのかと思った。
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　父からの呼び出しは、往々にして突然かかる。

　クリストファーが長子と言えども相手は国王だ。直々の召致ともなれば重要性は非常に高く、よほどの事情がない限りはクリストファーの都合など慮られないと理解している。

「どのようなご用件でしょうか」

　日没を前に、クリストファーはリズティーナの下を訪れる準備を進めていた。

　今日は薔薇のシロップとジャムを手に入れている。自身がねだった菫の砂糖漬けほど喜ばないかもしれないが、リズティーナは気に入るはずだ。

　そんな矢先にかかった召致は些かの不満を抱かせたが、王太子の務めを果たすべく普段の冷静な表情は崩さずに尋ねる。

「例の武器の取り引きに関することだ」

　クリストファーはわずかに眉を上げた。

「何か、進展が？」

「取り引きに関する新たな密書が送られて来た。──これを読んだ方が話が早い」

　開封済みの封書を父から受け取ると中身を取り出す。折り畳まれた二枚の紙を開いて目を通した。

「これは……」

　そのうちの一枚は、セレストア伯爵家の領地で武器の裏取り引きが行われるという何者かによる密告書だ。そしてもう一枚には地図と、取り引きが行われる日時と思しき数字が記されていた。

「過去に一度取り逃がしておる以上、これが一網打尽にする最後の機会だと考えざるを得まい」

「ですが匿名とあれば陽動か、わざと我々に確保させての足切りが目的か……。いずれにしろ罠の可能性が高いのでは」

「それでも何の手立てをせぬわけにもいかぬ」

　父の言う通り、もし密告が事実だった時は情報を得ていながら取り逃がすことになる。それはいちばん避けなければならない事態だ。何者かに都合の良い足切りの手伝いを王家自らがしてやった方がまだマシではある。

　密告書から読み取れる情報から数手先の事態に素早く考えを巡らせ、クリストファーは深く息を吐き出した。

「では、その指揮を私に取らせていただけないでしょうか」

「もちろん可能だが……そんな時間はあるのか？」

「捻出致します」

「裏取り引きを押さえたならセレストア伯爵も一旦用済みとなる。そろそろ偽りの愛妾に現を抜かすのはやめて正妃を娶る準備もはじめることだ」

「──承知致しました」

　何者かはおそらく、セレストア伯爵を裏取り引きの首謀者として王家に売ることで自らの安全を確保して逃げ延びようとしている。売られたと気がついた伯爵が先に裏切ったところで切り捨てられる何らかの算段があるのだろう。

　このタイミングで切り捨てようとする理由をクリストファーが知る由はない。伯爵家が力をつけて来ていずれ脅威となることを恐れたのか、あるいは最初から利用する期間を決めていただけなのか。いずれにしろカーラルハイン侯爵家同様、セレストア伯爵家も没落は免れない。

　そんな中、肌を曝している時だけであってもクリストファーしかいないのだと言わんばかりに縋りつく華奢な身が、伯爵家に属しながらその悪事とはまるで無関係なことにクリストファーは安堵を覚えていた。

「この件がある程度片付き次第、父上にお願いしたいことがあります」

　クリストファーが固い決意と共に見やれば、何かを察したように父は頷く。

「うむ。お前は王太子としてよく働いてくれている。褒美として望むものを与えると約束しよう」

「ありがとうございます」

　クリストファーは一礼して王の間を出た。

　自分の為に──何よりもリズティーナの為に、あんな関係はいい加減に終わらせるべきなのだろう。

　セレストア伯爵が逮捕されるとなれば、これ以上ない引き金となるに違いなかった。







【５】








「リズティーナお嬢様……！」

「お久し振りです、メイヤー先生」

　頑丈そうな木のドアを開けて現れた清潔な白衣に身を包んだ初老の医師は、リズティーナを見て感極まったようにこげ茶色の目を潤ませた。

「先生はお会いしないでいる間に眼鏡をかけられるようになったのですね」

「はは、私ももう年ですので」

　母の葬儀以来だから会うのは十年振りになるだろうか。

　記憶にあった時と比べて顔のしわもずいぶん増えているし、当時は眼鏡をかけてはいなかった。けれど人当たりの良い穏やかな表情は昔と何ら変わってはおらず、リズティーナを安心させた。

　メイヤー医師は後ろに控えるクリストファーに気がついたようで驚いた顔をリズティーナに向ける。

「お嬢様、ご一緒にいらっしゃる御方は王太子殿下とお見受けいたしますが……」

「クリストファー殿下には現在とてもお世話になっているのです。私が今日、先生にお会いしたいとご相談したところ、一人歩きを心配してご同行して下さることになりました」

　王城を取り囲むように広がる町の、南西の外れにある医療院を訪ねたいと話したのは昨夜のことだ。

　家にいる時は義母の目もあってなかなか訪ねられなかった。けれど今なら、もちろん監視はつくとしても行けると思ったのだ。

　クリストファーは近頃さらに忙しそうに見えた。部屋を訪れる頻度自体は変わらない。けれど肌を合わせる回数は減った。昼間の仮眠も含め、よく眠っている。だから許可は出してくれても、クリストファー自身が付き添ってくれるなんて思わなかった。

「殿下が……ですか」

　事情を知らないメイヤー医師は何と言っていいのか分からないような反応をする。とは言え、客人──ましてや王太子である──をいつまでも玄関先に立たせておくわけにも行かないと、狭い場所ですがと前置きしながら二人を応接室に通してくれた。

　室内は背の低いテーブルを挟んで一人掛けのソファーが二つと、三人掛けのソファーが一つ置いてあるだけの至って簡素なものだ。壁には幼い子供が描いたのか、たどたどしい線の絵が小さな額縁に入った状態で何枚もかけられている。

　よく磨き込まれたテーブルには赤とピンクの花を活けた花瓶が飾られ、メイヤー医師と向かい合う形でクリストファーと並んで座った生成り色のソファーも上質な品だと分かる。

「ナディア様のことは、何とお詫びを申し上げれば良いのか分かりません」

　お茶の準備を終えた夫人が応接室を出るなりメイヤー医師は神妙な顔で謝罪の言葉を口にする。まさか謝罪を受けるなどと思ってはおらず、リズティーナは首を振った。

「そんな、メイヤー先生のせいではありませんわ。何より先生は母の為に手を尽くして下さいました。感謝こそすれど責めることなどありえません」

「ですが……」

　メイヤー医師はよほど母のことを気にかけてくれているようだ。自分以外の人の心の中にも母は変わらず生きている。そう思えるだけでリズティーナは嬉しかった。

「母の為にありがとうございます。こちらこそお礼に伺うのが遅くなってしまい申し訳ありません」

「とんでもない……！　わざわざこのような場所に足を運んで下さり、ありがとうございます。奥様は我々にも分け隔てなく本当にお優しい方でした。主治医としてお仕えできたことを、私共夫婦は今も誇りに思っております」

「メイヤー先生ご夫妻がそう思って下さっていたのなら、母もとても喜んでいると思います。先生はこちらでずっと医療活動を続けていらっしゃるのですか？」

　尋ねればメイヤー医師は懐かしむように中空を見つめて目を細めた。

「ええ。私共の主は後にも先にもナディア様だけです。それにご覧の通り年も取りましたから、今では大きなお屋敷は移動だけで疲れてしまうのですよ」

「先生はまだお若いと思いますわ」

　それから、三人の子供たちはそれぞれに成人を迎えて独り立ちし、身寄りのない子供たちを引き取っていることなども聞いた。壁にかけられた絵は、その子供たちが描いたものだという。新しい家族の形がそこにあり、良い関係を築けていることがリズティーナにはとても眩しいものに感じられた。

「メイヤー先生。またお伺いしてもよろしいでしょうか」

「もちろんですとも。今度は妻も交えて奥様の思い出話をしましょう」

　クリストファーを長い時間付き合わせるのも申し訳なく、療院への滞在は三十分ほどの短い時間になった。けれど来て良かったと心から思う。

「お嬢様、何かお困りのことがございましたら、どうぞ遠慮なくここを訪れて下さい。必ずやお嬢様の助けとなります」

　門の外に止めた馬車まで見送りに来たメイヤー医師は、クリストファーに視線を向けた。何かを訴えかけているようにも見える。ややあってクリストファーに深々と頭を下げた。

「本来なら、わたくし共がこのようなことを殿下に申し上げるのは不敬なことかと存じます。しかしながら、それでもどうぞご容赦下さい。お嬢様を……リズティーナ様を、お守りしていただきたいのです」

　リズティーナはじっと二人のやりとりを見守った。

　クリストファーがメイヤー医師にそんな約束をしてくれるなんて期待してはいない。けれど、クリストファーはややあって「──分かった。彼女は私が守ろう」と答えた。

「え……」

　驚き、メイヤー医師に話を合わせてくれたのだと気づく。ただの社交辞令だ。もう会わないからと拒絶をするほど、クリストファーとて子供じゃない。ましてや王太子なのだからなおさらだ。

　心にすぐさま蓋をする。

　いつか本当に守ってくれたらいいのにと期待を抱いてしまう前に。




「今日はお付き合いして下さってありがとうございます」

　陽が落ちる前に離宮へと戻る馬車の中で礼を言えば、窓枠に右肘をついたクリストファーは外の景色を眺めたまま答える。

「別に気にすることはない」

「それでも、とても嬉しく思いました」

　外へ出る自由を与えてくれたこと。

　監視目的でも一緒に来てくれたこと。

　ただの相槌でも守ると答えてくれたこと。

　その全てを、彼が与えてくれるなんて想像もしていなかった。だから嬉しくて自然と穏やかな笑みが浮かぶ。

「君の母君──セレストア伯爵夫人はどんな方だったんだ？」

　話題を変える為か、クリストファーは尋ねる。

　書類上、今のセレストア伯爵夫人は義母だ。それでもクリストファーがリズティーナの母を夫人と称してくれたことを嬉しく思った。

「娘の私が言うことではありませんが、とても綺麗で優しい女性でした。私が九歳だった頃、旅立って行ってしまいましたが」

「身体が弱い方だったのか」

「どう、でしょうか……」

　首を傾げ、遠い記憶を手繰り寄せながら答える。

「ずっと臥せっていたような記憶は特にありません。もっとも、ある日突然、高熱を出してからはどんどん衰弱して行くばかりでしたが」

　子供心にも儚げな印象を受ける女性だった。

　だけどリズティーナが幼い頃はたくさん遊んでくれたし、それが身体に障るからと止められていた記憶もない。

　もちろん幼子の前でメイヤー医師と示し合わせて元気に振る舞っていただけかもしれないけれど、そんな様子もなかったように思う。

「──同じだ」

　何故かひどく顔色を悪くしたクリストファーが呟く。

　そういえば彼も大切な人を失っていた。その人とリズティーナの母が、同じような症状だったということだろうか。

「恥ずかしながら、私は屋敷の外で何が起きていたのかなど、まるで存じ上げてはいません。何か──流行り病などは」

「いや。僕にもそんな記憶はない。それに──エンポリオが亡くなってから、まだ一年と経ってない」

　確かに半年ほど前に友人が亡くなったと話してくれた。

　それまで元気にしていた人が急激に体調を悪くしてしまうことはあるだろう。でも何故かひどく嫌な予感がする。内側から音もなくせり上がって来る何かに耐えるよう、膝に乗せた手を握りしめた。

（まさか、メイヤー先生が……？）

　医者なら様々な薬品を入手することは比較的たやすい。それが毒物──あるいは摂取方法によっては毒になりうる薬であろうともだ。

　いや、もし仮に母の死因に関係があるとしても、クリストファーの友人と関わりがあるとは思えない。何より母に最後まで尽くしてくれた恩人を疑いたくなかった。

（あんなにお母様に尽くして下さったメイヤー先生を一瞬でも疑うなんて）

　恩知らずな考えを抱いた自分を恥じ、リズティーナは首を振る。

　リズティーナの母と、クリストファーの友人。

　どちらにも繋がりのある可能性を持つ人物の存在を一人だけ知っているではないか。

　それは──。

「つらいことを思い出させてしまったようだが、忘れて欲しい」

　クリストファーの声に、リズティーナは考えることを中断させて視線を向けた。知らずのうちに強く握りしめていた両手から力を抜き、強張らせていた表情を緩める。

　だけど一度抱いてしまった嫌疑は簡単には消えてくれずに背筋を冷たいものが伝い落ちて行く。

　窓枠に肘をかけ、頬杖をついて流れる景色を眺める彼もまた同じ結論に至ったはずだ。




　リズティーナの父が、怪しいと。







【６】








「いよいよ王太子殿下がご成婚なさるみたい」

「聞いたわ。初恋のお相手ですってね。ロマンチックだわあ……」

　庭園へと散策に向かう途中、何気なく耳に届いた侍女たちのやりとりにリズティーナは身を強張らせた。

「殿下の離宮内で主の噂話をするなんて……侍女長にご報告しなければ」

　怒っているとも呆れているともつかないエレンの声もリズティーナの耳を通り抜けて行く。

（殿下が……ご結婚を……）

　だから最近、クリストファーの足が遠のきがちになって、肌を重ねる回数も減っていたのだ。

　リズティーナがここに来てからそろそろ半年が経とうとしている。

　飽きられるには、ちょうどいい頃合いなのだろう。むしろ何も持たない身が気まぐれで寵愛を得る時間にしては長いくらいだ。

「リズティーナ様？」

　心配そうに名前を呼ばれてリズティーナは我に返った。

　どれくらいぼんやりしていたのか、二人の侍女はもういなくなっている。だけどリズティーナの心には彼女たちの話し声が今も鮮明に、重苦しく残っていた。

　彼女たちは想い合う恋人同士に割り込むような存在が気に入らなくて、わざと聞こえるように話していたのではないか。

　そんな被害妄想すらよぎってしまう。

（噂が、あくまでも噂でしかなければ良かったのに）

「所詮は根も葉もない低俗で無責任な噂話です。リズティーナ様がお気になさる必要などございませんわ」

「ありがとう、エレン」

　出会った時からエレンが味方でいてくれていることが嬉しくて、リズティーナは心から微笑んだ。

　でも与えられるからと優しさに甘えるばかりではいけない。だからと言ってリズティーナには帰る場所はどこにもなかった。

　先日会ったメイヤー医師の言葉を思い出す。

　困ったことがあれば力になると約束してくれた。

　それなら医療院で働かせてはもらえないだろうか。今は身寄りのない子供たちを引き取っていると言っていた。リズティーナでも多少なら勉学を教えられるし、掃除もできる。それが無理なら他の医療院や修道院を紹介してもらえないかお願いをしてみよう。

「風が強くなって参りました。今日の散策はやめてお部屋へと帰りましょう」

　リズティーナの気持ちを知ってか知らずか、帰ろうという言葉に泣きそうになった。




　噂話を立ち聞きしてから一週間が経った。

　その間、クリストファーはただの一度もリズティーナの下を訪れていない。それは珍しいことではなかったけれど、いつの間にかリズティーナは欲張りになっていた。クリストファーと会えないことが今はひどく心細い。寂しい、会いに来て。そんな可愛らしいおねだりが許される愛妾であれば良かったのに、リズティーナは違う。

　離宮へと入るにあたり、持って来たものは何もない。

　だから王宮から持って行くものも、何もない。

　そのはず、なのに。

（初めて殿下にいただいた、菫の砂糖漬け──）

　思い出に縋るように、リズティーナはガラス戸のキャビネットを開け、美しいガラス瓶を取り出した。

　大切に一つずつ食べるつもりが、部屋を訪れる度にクリストファーが手ずから食べさせてくれるから食べ尽くしてしまった。

　一つだけで良かったのにリズティーナが好きそうだからと、薔薇のシロップとジャムなんて素敵なものまで与えてくれた。

（幸せな思い出を、もう増やしたくなんてないのに）

　何かを手にする資格なんて自分にはないと知っているから望まなかったのに、優しい王子様は望んでいいと言う。

（──あの日、殿下が私の下を訪ねなかったら）

　そして友人を弔う為の黒い正装を纏ったままクリストファーが訪れた日。

　あの日のクリストファーの言動を受け、彼が大切に想う女性はいないのだと勘違いをした。安らぎを得る為に訪れる場所はリズティーナの下だと不相応な自惚れを抱いてしまった。

　今なら分かる。

　リズティーナが本当に、心から欲しかったものは家族だ。

　その日あったことを笑って話しながら食事をして、おやすみなさい、また明日、と眠ってくれる人が欲しかった。

　戯れでクリストファーが一緒に過ごしてくれた、ささやかで何でもない時間こそが、何よりもかけがえのないものだったのだ。

　空になった瓶の蓋に透明な雫が滴り落ちる。

　中を埋め尽くしてくれる甘い欠片は、もう二度と手に入らない。




　さらに五日が過ぎ、一人の夜をぼんやりとソファーで過ごしているとクリストファーが姿を見せた。

「こそこそとして、何を企んでいる？」

「殿下……？　どうして、こちらに」

　今夜は訪れる予定だと聞いていない。

　ひどく不機嫌な様子を隠しもせずにやって来たクリストファーに、リズティーナは立ち上がって出迎えながらも戸惑いを隠せずに尋ねる。

「先に質問をしたのは僕だ。一体何をするつもりなのかを聞かせてもらおうか」

「企むだなんて……私は、何も」

　平然としていないと疑われてしまう。分かっていてもぎこちない返事しかできなかった。

「ここ数日、様子がおかしいと侍女から聞いている。僕の予定や、衛兵の巡回ルートを調べていると。それに──夜眠れないからと、睡眠導入剤の手配を頼んだようだな」

　またエレンからの報告があったのだろう。

　リズティーナの身の回りの世話をしてくれていても、エレンの主はあくまでもクリストファーだ。彼の不利益になりかねないことがあれば耳に入れるのは当然だった。

「大方、差し入れだとでも言ってドアの脇に控える衛兵に睡眠導入剤を混ぜた飲み物でも渡すつもりだったんだろう」

　感づかれている。

　いや、感づかれない方がおかしい。そう思ってもリズティーナの背筋を冷ややかなものが滑り落ちた。

「くだらない浅知恵だ」

　クリストファーは昏い笑みを浮かべてリズティーナの手首を掴んだ。

「僕から逃げるつもりなのか」

「放して、下さい」

　リズティーナは強く腕を振り払った。いとも簡単に離れたことに傷つきながら背中を向けようとするも適わない。先程よりも強い力で両手首を掴まれた。

「──それとも」

　リズティーナの足の間に自らの足を割り込ませ、内ももをなぞる。

「噂通りの淫蕩な本性が抑えきれなくなって、男漁りに出かけられない代わりに衛兵を手あたり次第連れ込むつもりか？」

「噂……？」

　リズティーナは反射的に呟いた。

　自分の知らない場所で、クリストファーの耳にも入るくらい噂が流れているということだろうか。

（それも……淫蕩だなんて、不名誉な噂が）

　身体が震え出す。

　一体誰がそんな噂を？

　リズティーナは社交界へのデビューを果たしていない。

　だから考えなくてもあきらかだ。両親のどちらかしかいない。だけど、どうして。そんな噂を流したらリズティーナは嫁げなくなってしまう可能性が高いのに。

　そこまで考えて目の前の人物を見やる。

（殿下は、いつからその噂をご存知だったの……？）

　その答えは簡単に出て、一滴の涙が頬を伝った。

　最初から知っていたのだ。だから、あんな風に肌を重ねられた。

「ふふ……」

　今度は乾いた笑みがこぼれる。リズティーナは泣きながら笑った。クリストファーが眉を寄せる反応さえおかしく思えた。

　愛妾なんて言って、要は聞こえのいい娼婦だ。現にリズティーナは身体を使って何度も彼を慰めていたではないか。傷つく方が間違っている。

　それをリズティーナは優しくされたことで勘違いして自惚れて、何て愚かなのだろう。

「──そうだと申し上げたら？」

「何？」

「私は殿下の仰るように淫蕩な本性を隠しきれなくなって、殿方なら誰でもいいから相手をしていただこうとしているとして、それの何がいけないのですか？」

　知らなければ良かった。

　優しさも温もりも、触れなければ良かった。

「殿下だって、その為に私を──誰でもいいから閨の相手をさせる為だけに、置かれているのでしょう？」

　いっそ、捨てないでと泣いて縋ってしまおうか。

　だけどクリストファーが愛する女性を伴侶に迎え、その女性を慈しんだ手で戯れにリズティーナに触れるのだと思うだけで胸か苦しい。

　愛する人との間に子供ができたと知れば、リズティーナはきっと悲しみで壊れてしまう。

　それなら、今のうちに切り捨ててくれた方がずっといい。

「──それなら」

　クリストファーは美しい顔に激しい怒りを浮かべた。手首を掴んだままのリズティーナを荷物のように引きずり、ベッドへと連れて行くと乱暴に突き飛ばす。いらないものを投げ捨てるような動作でも、リズティーナはもう傷つかなかった。

　ベッドを沈ませ、しなやかな獣のような体勢でクリストファーがのしかかる。両手首を強くベッドに押さえつけてリズティーナの逃げ道を奪い、酷薄そうに笑った。

「役割を果たしてもらおうか」




「ふぁ、あ……っ、ふ……」

　これまでに何度肌を重ねたって、口づけなんてただの一度もしなかった。

　リズティーナ自身も初めての口づけで、どうやって呼吸をしたら良いのか分からない。息苦しくて懸命にクリストファーの肩を押しのけようとしても、びくりともせずに苦しさが増すばかりだった。弱々しく握ったこぶしで何度も叩くと、ようやく唇が解放された。

「は……っ」

　急いで空気を求める。

「どうした。遊び慣れているんじゃないのか」

　蔑むような声に新たな涙が滲む。もう傷つくだけ傷ついたと思ったのに、クリストファーの言葉はなおもまだ容赦なくリズティーナの心を抉った。

　そして口にした側の彼まで傷ついたような顔をする。根も葉もない噂とは言え、リズティーナの悪評を知りながらも手荒に扱わなかった優しい王子様は、こんな時だって優しさを捨てられない。それがいちばん残酷な仕打ちだ。

「焦らないで鼻で息をしたらいい」

　言うが否や再び唇が塞がれた。

「ん……、ぅ……」

　命じられるまま普段通りの呼吸を繰り返す。大丈夫だと安堵したのに胸の苦しさは変わらなかった。息ができなかった時とは形の違う、胸の奥底から湧き上がる切なさに圧迫されている。

　原因は分かっていた。

　こんな、恋人同士がするみたいな甘やかな行為を、しないで欲しい。

（──でも）

　ふいに思う。リズティーナはクリストファーの〝愛妾〟だ。たとえ政略によって結ばれた偽りの立場でしかなくても、彼の寵を得る資格も権利もあった。

「ふぁ、あ……っ、ふ……」

　だけど、と再び否定が脳裏をよぎる。

　それなら最初から優しくして欲しかった。そうしたら浅はかなリズティーナは騙され、利用されたままでいたのに。

『いよいよ王太子殿下がご成婚なさるみたい』

『聞いたわ。初恋のお相手ですってね。ロマンチックだわあ……』

　立ち聞きをしてしまった侍女たちの会話が脳裏をよぎる。

　クリストファーはいつ、その女性と出会ったのだろう。

　初恋だと公言するくらいだ。まだ幼かった頃に出会っていて、その想いを恋と自覚したのは遅くてもそれなりの長い月日を焦がれていたに違いない。

　胸が灼きついてしまいそうなほど痛む。この醜い感情は嫉妬だ。クリストファーが初めて恋をした女性がいる。妃に迎えたいと希う女性がいる。

　リズティーナは単に彼女の代わりなだけだ。──違う。代わりですらない。誰でもいい閨の相手に選ばれただけだ。それを身の程も弁えず、寵姫であるかのように勘違いすることさえおこがましい。

　でも、長い、長い、身も心も蹂躙して喰らいつくすような口づけはリズティーナを少しずつ溶かして行くようだ。

　愛はなくても身体は求められる。必要とされる。

　それなら──それで、満たされるべきではないのか。

「いや……っ」

　リズティーナは激しくかぶりを振った。

　今はそれで満たされたって、所詮は今だけだ。そんなのは欲しくない。泡沫のまやかしでしかない熱を得たところで何の意味もないと、今のリズティーナは知ってしまった。

　怒りと悲しみで呼吸が乱れる。

　精一杯暴れて抵抗するも、クリストファーはいともたやすくデイドレスを脱がせてコルセットを外した。それは単純な腕力の差だけでなく、二人を取り巻く全ての力関係を示しているようだった。

「まさか、ここに来た役割を忘れたとでも？」

「や、くわ……り……」

「そう。君が与えられたという役割だ」

　役割という言葉に反応してリズティーナの動きが止まる。

　惜しみなくまろび出た柔らかなふくらみをクリストファーの両手が包み込み、華奢な身体には不似合いなほど豊満な果実を手で味わうように揉みしだく。動きに合わせて中心に深い谷間を刻んではたわむふくらみにリズティーナは羞恥を覚え、涙声で訴えた。

「いや……！　も……殿下とは、しません……っ」

　口で拒絶したって何の効果もない。

「興奮して色濃く勃ち上がった乳首を曝しながら言っても説得力はないな」

「ふ、ぁ……っ」

　クリストファーに散々開かれた身体は、彼の手が触れるだけでいともたやすく、はしたない期待と興奮で満ちる。

　つままれた乳首を捩り合わされると途端に甘い痺れが走った。

「あっという間に蕩けた顔を見せて啼いて、それでもしたくないなんて嘘を吐くのか」

　リズティーナの身体に刻みつけた快楽を呼び起こすような仕草に、唇を噛んで抵抗する。けれどクリストファーの人差し指を差し込まれ、それを噛むことはできずに口を開いてしまった。

「傷が残る。唇を噛むな」

　ひどく扱うだけにしてくれたらいいのに、クリストファーはこんな時もリズティーナの身体に傷がつくことを嫌う。

　突き放しきれないことが怖くてリズティーナは自分の中に逃げ込むよう瞳を伏せた。

「ぃ……、る……」

　いじわる。そう咎めたいのに言葉にならない。菫の砂糖漬けを転がした時と同じ状況なのに、あの時と違って緩衝材になるものが何もないせいで言葉を発することが怖かった。

　指で乳首を甘やかに弾かれても、クリストファーの指を噛んでしまうことを恐れて反応が鈍る。初めて肌を重ねた夜と似ていると思った。理由は全く違うけれど、胸を覆い尽くす不安が肌の上に見えないヴェールとなって与えられた官能を弱めている。

「君の啼き声が聞けないのはつまらないな」

　クリストファーは指を口から引き抜き、そのまま足のつけ根へとすべりこませた。

「ひぅ……っ」

　ぐちゅりと淫らな音が響き、リズティーナは目を見開く。

　拒絶していたつもりなのは心だけだ。身体は快楽を受け入れ、欲している。

「ほらここも。熱く蕩けて、ぐじゅぐじゅだ」

　クリストファーは水音をわざと聞かせるように指先にたっぷりと蜜を絡めると、蕾に塗りつけた。その手つきは優しく、羞恥を煽る音を聞きたくなくてかぶりを振って抵抗しても意味がなかった。

「どんどん溢れて来る。小さな口が物欲しげにひくついて来たな」

「だめ……。もう、しないで、下さ……」

　欲しがっていることはリズティーナ自身がいちばん分かっている。指先が触れ、そして熱く綻ぶ隘路をしなやかな指が割り開いた。

「あっ、ぁ……！」

「指一本なら簡単に呑み込める」

　硬く尖りきった蕾を口に含んで優しく舌で転がしながら、内側から指の腹で軽く叩いては撫でる。響く水音がどんどん大きくなって、リズティーナは細腰をくねらせた。

　もっと、とねだるのと同時に、やめて、と懇願する。だけどいつも前者の感情だけを汲み取るクリストファーは今もまた、与える刺激をさらに強めた。

「あっ、ぁ……！　っひ、ゃ……、あ、ぁ──っ！」

　すぐさま頂きへと登りつめて目の前が真っ白に染まる。

　甘やかな官能を全身で享受するリズティーナを、クリストファーは休ませてはくれなかった。押し当てた舌で蕾を包み込み、ねっとりと舐る。

「殿下、今、だめ……！　しな、で下さ……」

「だが本当は指の一本じゃ物足りないだろう？」

「ふああぁっ！」

　強すぎる快楽を受け止めきれず、啼きながら許しを乞うた。

　だけどやっぱりクリストファーは許してくれない。一本、二本……と、次々に指を差し込まれてたまらずに腰が跳ねた。

「ひ、ぅ……っ。だめって、言っ……ぁ、のに……っ」

「ベッドの上で君の『だめ』を聞き入れたら何もできない」

「あ……！　ゃだ、だめ……っ」

　人差し指の抜き差しでも十分気持ち良かったのに、さらに中を埋められて目の前が白く弾ける。

　より強い刺激を得て華奢な身体が弓なりにしなった。かき混ぜられて意識が混濁する。自らも快楽を求めて勝手に腰が揺れた。

「ぁ、ぁ──！」

　かろうじて残された理性がはしたない動きを咎めるも、何の抑止にもならなかった。それどころか淫らな熱に呑み込まれて行く。

「あっ！」

　隘路をめいっぱい広げていた指が引き抜かれて思わず咎めるような声があがった。

　違う。これで終わりじゃなく、クリストファーの熱そのものがこれから入って来るのだ。それでもぽっかりと空いた部分が寂しさを訴えてしまう。

「心配しなくても君がいちばん欲しいものをくれてやる」

　クリストファーの言葉にどきりとした。

　いちばん──たった一つだけの欲しいものを与えてはくれないのに、何て残酷な人だろうか。

　だけど浅ましい身体と心は一時的であろうとも、深い繋がりを欲しているのは事実で泣きたくなる。

「あ──！」

　硬く逞しい存在に貫かれて歓喜にわななく。

　指よりも、こっちがいい。

　深く一つに繋がって、征服されて、この時だけはクリストファーのものだと安心さえする。

「っは……。ん……。あ、ぁ……！」

　腰を打ちつける動きに合わせ、大きな肉槍が柔らかな襞を抉り、奥を容赦なく穿った。張り出したくびれが引っかかる度、強い快楽をリズティーナにもたらす。

「あっ、あっ、あ──！」

　逃げ出そうとした後ろめたさからか、今夜の訪れを知らされていなかったからか。あるいは顔も名前も知らない女性への一方的な対抗心がそうさせているのかもしれない。普段よりもリズティーナは過敏になっている。数度の抽送で早くも浅く達した肢体に、クリストファーは小さく笑った。

「役割を放棄して逃げ出そうとするなんて、こんなに気持ち良くさせてやっているのにまだ足りない？」

「ち、が……っ」

「じゃあ、僕自身に嫌気が差したということか」

　リズティーナは咄嗟にかぶりを振って否定する。けれどクリストファーに聞き入れられることはなかった。さらに足を大きく開かれ、膝を肩に押しつけられると繋がっている部分を容赦なく曝されて羞恥に喉が喘ぐ。

　足をばたつかせて抵抗するも適わず、首に下げた鍵が喉元にすべり落ちて来た。

　クリストファーの心も、この鍵で簡単に開けたらいいのに。いや、リズティーナには最初からそんな資格などないのだ。

「殿下と、私、は……同じ、だから……」

「同じ？」

　剣呑な声に問いかけられ、リズティーナは言葉を振り絞った。

「大切な人を、失って……その悲しさが、まだ癒えていない、から」

「なるほどな」

　クリストファーは自嘲気味な笑みを浮かべた。

「つまり、心優しい君は父親に言われるまま聖女のような慈愛の心で、無垢な身体を差し出して娼婦のような真似をしてまで僕を癒してくれていたわけだ」

「あっ、ん……っ。いや……っ」

　リズティーナの右足を肩に担ぎ、少しの自由を得たクリストファーの手が伸ばされる。足のつけ根に息づく、硬く尖りきったままの蕾を親指の腹で捏ねられて身体が跳ねた。反射的に熱杭を食い締める。

「君だって……。──君だって僕とする、同じ傷を慰め合うセックスは好きだろう？」

　クリストファーは何かを言いかけてやめた。

　だけど追求する間もなく代わりに告げられた言葉はリズティーナの心を深く抉った。

　身体だけ。

　快楽だけ。

　分かっている。だからもう身を引こうとした。もっと相応しい女性の為に、できるだけ清廉な状態で手放そうと思った。

　それなのに、諦めることさえ、許してはくれない。

「き、ら……い……。嫌い、です……」

　嫌いであれば良かった。

　心にもない言葉を口にすれば、クリストファーは皮肉げに唇の端を軽く上げた。

「嘘吐きだな」

「嘘じゃ、な……」

「嘘だよ。僕をいやらしく咥え込んで、僕だけの形に馴染んで……他の男に触れられたくないから、きっと君は修道院にでも入ることを願っているんだろう」

　見抜かれている。

　息を呑んだリズティーナと呼応するように蜜壺がうねった。

「ど……して。私が、いなくなった方が、殿下だって」

　クリストファーの答えを聞けば傷つくことをリズティーナは自ら口にする。

　だけど肯定して欲しい。

　リズティーナなんて必要なくなったと。最初からいらなかったと。

　そして胸の奥に芽生えはじめている小さな思慕を、これ以上大きく育つ前に容赦なく踏み潰して、二度と芽吹くことのないように枯れさせて欲しい。

「まだ喋る余裕があるのは気に入らないな」

　ゆっくりと刻みつけるような動きにリズティーナは背中をのけぞらせた。

　彼が言う通り、すでに彼だけに馴染んだ胎内は嬉々として熱杭を咥え込んで、健気なまでに締めつける。その形を、大きさを、熱を、全て覚えてリズティーナの身も心も快楽で満たした。

「あ、あぁ……っ」

「夜毎激しく抱き潰して、逃げるなんて考えもできないくらいにしてやる」

　伝わる熱情とは裏腹にひどく冷静な声でクリストファーは囁いた。

「そうだな。これからは避妊薬ももう飲ませない。僕の子を孕んでしまえばいい」

「っ……」

　胎内がひくりとうごめく。その動きにクリストファーは浅く笑った。

「ああ、きつく締まって、孕む為に精を搾り取ろうとうごめいたな」

　確かにリズティーナの身体は歓喜に打ち震えている。

　クリストファーの子を、産んでいい。それどころかクリストファーはリズティーナを身籠らせようとしている。

　実現したならどんなに幸せだろう。望むことも許されずにいた未来の可能性を目の前にちらつかされて心が揺らぐ。けれど、リズティーナはかぶりを振って懸命に否定した。

「ぁ……っ。め、だめ……中に出しちゃ、子供ができちゃ……」

「そうしたら君の父上もきっと喜んでくれるはずだ」

　今日だって、訪れるとは聞いていなかったから避妊薬を飲んでいない。後で服用しても同じように効果はあるものなのだろうか。でもそんな実験じみた真似などできるはずもなく、特に妊娠の可能性なんてたとえわずかでもあってはならない。

「お願、しま……。ぁ……。あ、ぁ……！」

「だめだ。許しはしない」

　いくら言葉で拒絶したところでリズティーナの身体は、本能は精をねだる。中を満たす為に細かな無数の襞で熱杭に絡みついては吸いつき、全体で締めつけた。

　抉られる度に快楽を知る身体が跳ねる。もう止められない。ただ、いちばん高い場所に昇りつめるだけだ。

「あ、あ……！　ひ、ぁ──！」

　絶頂を迎え、精を搾り取ろうと胎内がひときわ激しく収縮する。奥に熱い飛沫を注がれるのを感じて下腹部がひくんと跳ねた。大丈夫。この一回だけで、身籠ったりもしない。だけど形にならないものばかりが増えることに寂しさを覚える。

　中に出したばかりの精を塗り込めるよう、クリストファーはなおも屹立したままの熱杭を胎内に擦りつけた。

「きゃ……！」

　クリストファーが突然、繋がったまま体勢を入れ替えた。彼に跨るはしたない形になり、リズティーナは身を竦ませる。

「淫蕩な君は満足できないようだから、自分の好きなように動けばいい」

　自嘲気味に笑うクリストファーに、リズティーナはかぶりを振ってみせる。

「無理……です……っ。そ、な……動け、な」

「そうか」

　クリストファーはリズティーナの両膝を掴み、足を立たせながら左右に開かせた。バランスを崩して後ろへと倒れそうになると穿たれたことのない角度で内側を擦られ、リズティーナは悲鳴をあげた。

「ゃ、あ──っ！」

　それにクリストファーからは繋がった部分が丸見えになっている。何度も、つい先程だって見られた。でもこんなはしたない体勢は初めてで、かつてない羞恥がリズティーナを襲った。

「だめ……。殿下、ぁ……」

　愛蜜と一緒に、注がれたばかりの熱い白濁液が外に溢れ出ている。

　こぼれたら、身籠れない。そんなことはクリストファーだって分かっているはずだ。なのに彼は下から激しく突き上げて来る。

（私は殿下のお傍にいてもいいの？　やっぱり、だめなの？）

　不安定な立ち位置を反映するような行為に心が軋む。

　だけど物のような扱いをされても、何の関心も持たれないよりはましだと思ってしまう。リズティーナへの興味を完全に失った彼が訪れなくなるくらいならこんな扱いでもいいなんて、どうかしている。

「ふぁ、ぁ……。も……無理、なの……壊れちゃ」

「僕の為だけに君が壊れてしまうのなら、それでも構わない」

「ひ、ど……。ひどい、です。殿下……ど、して」

「愛も囁かずに純潔を奪うような男がまともだとでも思っていたのか？」

　冷たい手で心臓を鷲掴みにされたような気分になった。

　最初から愛情なんてどこにも存在していなかったではないか。

　出会った時はすでに同じ悲しみを抱えていたから。

　だからクリストファーは無意識に寄り添ってくれただけ。

　それを、優しくされ慣れていないリズティーナが恋と思い込んだだけ。

　──それだけ。

　なのに、とリズティーナはクリストファーを見つめる。




　頬に触れる手は優しくて、見つめる眼差しが悲しげなものなのはどうして。

　愛してくれていると錯覚して、自分に都合の良い想いを信じてしまいたくなる。







【７】








　あの夜を境に毎夜、クリストファーは明け方までリズティーナを求めるようになった。

　ベッドの上で様々な体勢を取らされ、あらゆる角度からとめどなく刻みつけられる強い快楽を受け止めきれなくて、泣きながら許しを乞うても許されない。体力を限界以上に使い果たしては眠りの世界に落ちて行き、結果、午前中に目が覚めることはほぼなくなってしまっていた。

　一方のクリストファーはあの痩身のどこにそんな体力があるのか、それまでと変わらない時間に起きて公務に出ているようだ。

　だけどクリストファーは今夜こそ来てくれるのか、不安を抱えて浅い眠りに落ちる日々と比べたら良いのかもしれない。何が正しいのか、リズティーナはもう分からなくなってしまっている。

「お父様が……？」

「はい。起きられますか？　ご体調が優れないようでしたらお引き取りいただくことも可能ですが」

　そんな生活が十日ほど経ったある日、ようやくお昼近くに目覚めて一日をはじめるリズティーナに、エレンが父の来訪を告げた。

「お父様はどちらに？」

「リズティーナ様のお父上と言えど殿下のご許可を得ずにこちらへはお通しできかねますから、殿下が個人的な来客を迎えられる応接間でお待ちいただいております」

「では急いで支度をします。もう少しお時間を下さるようお願いしてくれるかしら」

「畏まりました」

　軽く食事を済ませた後で湯浴みと身支度を整えて応接間に向かうと、父は腕組みをして苛立ちを隠しもせずソファーに腰を下ろしていた。エレンを伴ったリズティーナの到着に気づき、鼻を鳴らしながら右目を細める。不在とは言え王太子の管理する離宮内での不遜な態度にエレンは眉をひそめたものの、リズティーナの立場を慮ってか、侍女としての態度を崩さなかった。

　父の顔を見るのは何か月振りだろう。にも拘わらず、再会に対して一切の感動を覚えない自分はやはり薄情な娘なのかもしれない。

「この私を待たせるとはお前も立派になったものだな」

　エレンを脇に控えて正面のソファーに座るリズティーナへ、父は刺々しい声をかけた。

「──申し訳ありません、お父様」

「ふん……まあいい。それよりもあれから預かったものがあるはずだ。おとなしく渡せば何もしない。自分が持っていても意味がない品だとは分かっているだろう？」

「あれから、とは一体……？」

　何を指しているのか分からずにリズティーナが尋ねると父は眉を吊り上げた。

　怒りの感情を前にして身を強張らせるリズティーナに舌打ちをして告げる。

「──お前の母親から預かっているものを私に渡すんだ」

「お母様、から」

　今度は得体の知れない感覚がリズティーナを襲う。けれどそれについて深掘りできる時間はなく、かろうじて言葉を紡ぐと父は付き合いきれないとばかりに話を進めた。

「今さらしらばっくれるな。お前が小さな鍵を首から下げているのを見たとエリックが言っていたのだ」

「エリックが……？」

　一体いつ。

　そう考えて、リズティーナはあることに思い至った。

　義母が開いたお茶会で不始末を起こし、紅茶をかけられたあの時。

　リズティーナが鍵を確認しているところを、それがエリックは見ていたのだ。

　でも、父が何をどうエリックに尋ねたのかは分からないけれど、鍵のことを教えたからとエリックを責められない。エリックにとって父は家族だ。知っていることを聞かれれば、良かれと思って正直に教える。ましてや鍵は母とリズティーナだけの秘密だと知らないのだからなおさらだ。

　確かにリズティーナはどこの何を開ける鍵なのかは母に聞かされていない。父がどこの鍵か知っていて、父の役に立つのであれば渡すことに抵抗や異論もなかった。

（でも）

　渡してはいけないと胸の奥で警鐘が鳴っている。

　鍵を渡す時、二人の秘密だと母は言った。

　でもリズティーナに引っかかりを覚えさせるのは母とした約束ではなく、今の父の態度だ。

　先程からずっと感じ続けているわだかまりの正体にリズティーナは気がついた。愛した女性を「あれ」呼ばわりだなんて、あまりにも情がなさすぎるのではないか。

（お母様……。私に勇気を、下さい）

　胸の前で指を組み、何度も深呼吸を繰り返す。

「──そのご要望にはお応えできません」

「何だと？」

　リズティーナは震えそうになる声を懸命に振り絞って答えた。

　怖くなったのだ、父が。二人が愛し合ったからリズティーナが生まれたという、決して少しでも揺らいではいけない前提が揺らぎ、根底から跡形もなく崩れ去ってしまうことが。

「リズティーナ様へのご用件がそれだけなのでしたら、どうぞお引き取りを」

　父に退室するよう告げると、エレンはリズティーナを優しく促した。部屋に戻る為に立ち上がろうとするも、足に上手く力が入らない。エレンの手を借りて自らを何とか支えると後を追うように父もまた立ち上がった。感じたことのない強い怒りの気配にリズティーナの身体が竦む。

「役立たずの分際で私に逆らうというのか。家へ連れ戻して躾け直さねばならないようだな」

　近寄って来た父が乱暴に髪を掴んで引き寄せた。

「きゃ……！」

　せっかくエレンが綺麗に整えてくれた髪がほつれてしまう。父の手を振りほどこうとすると当のエレンが二人の間に入った。

「伯爵様、おやめ下さい。ここは王太子殿下の管理なさる離宮です。殿下がご不在でもこのような振る舞いは許されるものではございません」

「たかが侍女ごときが私に指図をするな！」

「殿下のご意思に従えないのでしたら、お引き取り下さい」

　リズティーナの髪を掴む手とは反対の手で父はエレンを突き飛ばした。エレンは床に倒れながらも顔を上げ、毅然とした態度で父を睨みつける。それが彼女の役割なのだとしてもリズティーナの為に怒ってくれていた。エレンの優しさに胸がいっぱいになり、考えるよりも先に口を開く。

「お父様やめて！」

「黙れ！」

　自分の言葉が父に届くとは思えなかったけれど、守ってくれたエレンを見捨てられない。自分にだけ怒りを向けさせようとすると、父の一喝と大きな破裂音がして鋭い痛みが頬を走った。

　どこかで、ぱりん、と小さな音を立てて何かが壊れた音もする。

「リズティーナ様……！」

　エレンが悲鳴をあげた。

　父にはたかれたのだ。手をあげられたことは一度もない。衝撃にふらつくと父の手が煩わし気に髪から離れる。安堵するのも束の間、今度は首にかけられた鎖へと手が伸ばされたのが見えて咄嗟に身を竦ませた。

「リズティーナ、貴様……！」

　自分は父から愛されてはいない。

　うっすらと感じていたけれど信じたくなくて目を背け続けて来たことが、目を背けてもつぶっても逃れられない現実としてリズティーナにのしかかる。

　分かっていた。だから今さら悲しまない。ずっと奥底に刺さっていた小さな棘の存在に気づいた胸が痛むだけだ。

　とりあえずこの場を収めなくてはと、覚悟と共にこくりと唾液を飲み込む。

「──エレン」

　なおも緊張で掠れる声でエレンを呼ぶ。

「あなたには関係のない話をお父様とするから……どうか、部屋を出てくれる？」

　しかしエレンは首を振った。

　強い敵意の混じった目を父に向けたまま、リズティーナを守るように間に立つ。そこに警戒の色を重ねながら再びリズティーナに手を差し伸べて、立つことを手伝ってくれた。その様子を見下ろす父が嘲りの笑みを浮かべて唇を歪める。

「年若い王太子相手なら許されておるのかも知れぬが、たかが使用人風情が目上相手に何を勘違いして出しゃばっている。口を慎むことだ」

　クリストファーを馬鹿にした言葉にエレンの頬にさらに赤みが増す。

「王太子殿下をも愚弄なさるおつもりですか……！」

「我がセレストア伯爵家をよほど軽んじておられるのか。王太子殿下は娘にずいぶんと質の悪い使用人をつけたようではないか」

　このままでは激昂する父はエレンに再び手荒な振る舞いをしかねない。リズティーナはエレンの腕に触れた。はっとして振り向き、何か言いたげな、けれど適切な言葉を見つけられないでいる様子の彼女に向かって何度も首を振って制止する。

「エレン……お願い」

「リズティーナ様……！」

　優しい人が自分の為に傷つくのは見たくなかった。

（でも、私は……どうするべきなの？　どうしたらいいの？）

　クリストファーに助けを求める？

　求めたとして、応えてくれるだろうか。そもそもどうやって助けを求めたらいいのか。

「何をしている」

　父の後方のドアが開き、痛いほど空気の張りつめた場に凛とした声が響く。

　いちばん聞きたかった声に弾かれたようにリズティーナは顔を上げ、けれど目が合うなり俯いた。叩かれた頬を、さりげなく髪で覆い隠す。大丈夫。ほんの一瞬のことだったから気づかれてはいないはずだ。

　靴音が近づいて来る。なおも俯いたまま視線だけを向けて確認するとクリストファーは予想よりずっと、リズティーナの近くにいた。涼やかな匂いに胸が軋む。靴の先が父の方に向けられていて、リズティーナをその背に庇ってくれているようだった。

「で、殿下……」

「離宮に来客があると報せを受けて来てみれば、一体何の騒ぎだ」

　王城で公務に勤しんでいるであろうクリストファーが昼間から離宮を訪れるなど、考えには一切なかったのだろう。

　父は虚を突かれた様子を見せるも、すぐに媚びるような笑みを浮かべて事情を手短に説明した。都合の良い部分だけを取り上げ、都合よく脚色した説明ではあったけれど、リズティーナは口を挟む気力もなかった。

「──なるほど。亡き奥方がリズティーナ嬢に預けた品を受け取りに来たと」

「左様にございます」

　クリストファーは理解したとばかりに頷いてエレンへと視線を向ける。

「氷水でよく冷やした布を。大至急だ」

「畏まりました」

　命を受けたエレンが慌てて布を手配しに行くと、今度はセレストア伯爵を見やった。

「それが理由ならリズティーナ嬢の頬が腫れているのは何故だ。侍女が手をあげるはずもない以上、貴公が実の娘を殴ったのか」

「殴ったとは殿下も人聞きの悪いことを仰る。親の言いつけも守れぬ出来の悪い娘を父親として躾けただけに過ぎません。──そうだろう、リズティーナ。お前からも殿下にご説明しなさい」

「そう、です。私が悪いのです……」

　父に打たれて腫れた頬に気がつかれないようにすぐ隠したつもりが、クリストファーはわずかな間に気がついていた。じんわりと温まる心は同時に泣きたくなって、リズティーナは唇を噛んだ。

　リズティーナが父から愛情を受けるに相応しい娘であれば、こんな事態にはならなかった。偽りの愛妾としてクリストファーに捧げられなければ何も起こらなかった。父から受けた暴力で壊れた心が、リズティーナ自身のせいだと責め立てている。

「誰が悪いのかはこの場では関係ない。離宮内で貴公は私の愛妾に手をあげた。その事実が全てだ」

　父は怒りとも戸惑いともしれない表情を浮かべている。リズティーナもクリストファーの意図が掴めず様子を窺った。二人が政敵であることを思い出す。理由が何であれクリストファーは父を弾劾する機会を窺い続けており、糸口を得たのだ。

「出来の悪い娘？　貴公が篭絡を目的としてリズティーナ嬢を私の愛妾に迎えさせたのであれば、彼女はこれ以上なく完璧に役割を果たしたと言えるだろう」

「何ですと？」

　父は気色ばんだ。リズティーナは父が求める類の情報を何一つ寄越してはいない。それが完璧に役割を果たしたと称され、いくら王太子と言えど年下から小馬鹿にされたと受け取ったのだろう。

　リズティーナははらはらと二人のやりとりを見守るしかできなかった。これ以上クリストファーの不興を買えば、いかに父とて無事では済まされない。たとえ愛情を与えられなかったとして、リズティーナから父への思慕がなくなってしまったわけではなかった。何より母の名誉を傷つけたくない。でもだからと言って、何をできるというのだろう。

「数々の悪評に塗れた伯爵家から無垢なその身を救い出したい。私にそう思わせた彼女の勝ちだ」

「お待たせいたしました」

　反論しようと父が口を開くと、同じタイミングで息を切らせたエレンが戻って来る。トレイに乗せられた布を手ずから取り、クリストファーはリズティーナの頬にそっと押し当てた。布はとても冷たくて心地いいのに父にはたかれた時よりも熱を帯び、はたかれた時よりも心が痛む。

　今さら、優しくなんてしないで欲しい。心配そうに見つめないで欲しい。

　ありもしないクリストファーの気持ちを、都合の良いものへと勘違いしてしまう。

「もう大丈夫です、殿下。──後は自分でしますから」

「今度は何をするつもりなんだ」

「何も……」

「娘は私と共に伯爵家に帰らせます。淑女として妻から学ぶべき心得がまだ山と残っているのでね」

　言い淀むリズティーナの代わりに父が答えた。

　きっと、今はそれが最善なのだ。それからメイヤー医師に協力を頼んでも遅くない。家に戻れば、自由に外出することを許されないかもしれないけれど。

「貴公は亡き奥方がリズティーナ嬢に何を預けたのか聞かされてはいなかったのだろう？　実の娘に手をあげて脅してまで、早急に手にしなければならないような品だとは到底考えられないが」

「そ、相続の手続きに必要な書類を亡き妻が管理しているようなのです」

　クリストファーの介入は予想していなかったのか、慌てたように父は答える。声に混じった動揺はほんの一瞬ではあったけれど、それを受けたクリストファーはリズティーナに向けるものとは一転させた冷ややかな目で見やった。

「相続？」

「娘もそろそろ成人を迎えます。殿下もご存じのように、我が国で家督の正統な継承権を得る年齢です。我がセレストア伯爵家本来の当主である妻はおりませんが、妻の遺志を継ぐ為にも準備をはじめておこうと思いまして……」

　リズティーナは思わずデイドレスのスカートをきゅっと掴んだ。

　今度は家督の継承の為に他の誰かを入り婿として迎えなければならないのか。

　分かっている。本来ならそれがリズティーナの果たすべき役割だった。育ててもらった恩を最高の形で返せるのだ。ましてや醜聞を知っていても伯爵家の為に、リズティーナと手を取り合って働いてくれる人を迎えられるのなら感謝してもしきれない。クリストファーと出会う前の日々に戻るだけだ。

（それだけ、なのに）

　奥から何かがせり上がって、心を激しく軋ませている。

「それならば貴公は何故、家を継がせる予定の娘を愛妾になど差し出した」

「娘が殿下の愛妾を務めていたのです。殿下のご協力の甲斐あって箔もつくというもの。おかげで娘は家の為に、より良い条件の入り婿を迎えられることでしょう」

　色をなくすほどに強く握りしめられた指を、クリストファーの手が包み込んだ。彼は父から視線を逸らすことのないまま、リズティーナの指を優しく解く。優しい仕草はリズティーナの心をもゆっくりと解いて行った。

　母は何と言っていただろうか。懸命に思い出す。しっかりと絡め合わせて指を繋いだクリストファーの温かさを頼りに、母と言葉を交わした記憶を手繰り寄せる。

『いつかあなたが心から愛し、信用できる人が正義感に溢れた真っすぐな人であったのなら。この鍵を使って奥に隠された真実を映しなさい』

　母の持ち物で何かを映し出せるものは一つしかない。

　祖母の嫁入り道具だったと聞いたこともある。

　でも、とリズティーナは躊躇う。中に入っているものはおそらく、本当に相続手続きに関する書類であろうとなかろうと、父にとっては非常に都合が悪いものだ。父も薄々と察している。できれば秘密裏に処理をしたかったことだろう。主であるクリストファーに話を通さず、王家への敬意を欠いてまで離宮を突然訪れたのはその為に違いなかった。

　鍵穴の場所は聞いていない。それが母から父に向けた最後の愛だった。一時でも愛し愛され、子を成した相手を断罪へ導かずにすむのなら、王家や法に背くことも厭わなかったのだ。

　一方で没落しても構わないと考えてもいた。リズティーナに何も話さずに鍵や中身を処分してしまえば母が亡き後、誰の目にも永遠に触れることはない。そうしなかったのはどちらでも良かったからに他ならず、そして今、リズティーナの意思に全てが委ねられている。

　リズティーナは目を閉じた。決断を下すには、あまりにも与えられた時間が短い。

（この鍵で開けるものは何……？）

　知らない、分からないと言えばそれで終わりだ。

　何を許せる？　どこまでなら許せる？　自問を繰り返した。ずっと、クリストファーの手の温かさを感じる。目を開けた。クリストファーを見上げて微笑みかける。

（誰よりも優しくて誰よりも残酷な王子様。それでも愚かな私は、最初で最後の恋をしたのです）

　だから精一杯の、たった一つの贈り物を彼に捧げよう。母の愛した伯爵家と、自分を愛してくれなかった父の破滅を糧にして。

「──おそらく、この鍵は母のドレッサーの鍵です」

「ドレッサーだと？　そんなはずはない。真っ先に確認したが鍵のかかった引き出しなど……」

　そこまで言って父は失言に気がついて口を噤んだ。

「いいえ。間違いありません。どこかに鍵穴が隠されているはずです」

「ならばそのドレッサーを王城内にある貴族裁判の間に持って来るといい。私が立ち会い人となる」

　間違いないと断言したけれど自信や確信があるわけでもない。

　父は気がつかなくても、母と約束したリズティーナなら気がつく隠し場所……それはどこだろうか。ドレッサーの形状を思い返していると父はなおもクリストファーに食い下がった。

「我が家の問題に、殿下の手を煩わせるわけには」

「私個人が裁量を下すわけじゃない。完全な第三者に委ねる場に王族として立ち会うだけだ。君も、そこで鍵を開けることに異論はないな？」

　事情はよく分からないけれどクリストファーが味方でいてくれる。

　意見を求められ、リズティーナは躊躇いがちに頷き返した。

　父が鍵を要求して来たとなればなおさらに、早くクリストファーの前からいなくなるべきだ。そう遠くない未来にいなくなるリズティーナのせいで迷惑をかけたくはなかった。

「ドレッサーは裁決までセレストア伯爵家で保管して構わない。鍵をこちらで開けて、都合の良い内容に改竄したとあらぬ疑いをかけられては不本意だからな」

　何が入っていたとして、王家側にとって問題はない。小細工を労する必要がないと分かったうえでの発言だろう。

　父にはこの状況こそが不本意であったとしても、立場の強いクリストファーの介入を受けたとあれば承諾する他なかった。

　リズティーナには何も分からない。

　けれど、全てが終焉を迎えようとしているのだ。




　リズティーナの部屋で、ティーテーブルを挟んだ状態で向かい合って座る。

　父は結局、リズティーナを無理やり家に連れて帰ったりはしなかった。

　クリストファーがさせなかったという面もあったにしろ、何か考えがあってその方が都合が良いと判断したのだ。

「君に確認しておきたいことがある」

　ソファーに深く身体を預け、クリストファーは淡々とした声で話しはじめる。

「何でしょうか」

「前触れもなく僕の前からいなくなろうとしているのは、こうなることが分かっていたからか？」

「父が来ることは、私も知りませんでした」

　リズティーナも父との敵対を決めた。

　そして今度はクリストファーとの決別を伝えなくてはならない。

　あらゆることが急に目まぐるしく動きはじめたのは、これまで自分の意思では何もして来なかったからなのだろう。言わば清算をする時が来たのだ。せめてみっともなく泣き喚くことはないよう、精一杯の力をお腹に込める。

「では他の理由によるものなのか」

「ご結婚なさると、お聞きしました」

「その話はどこで聞いた？」

　驚いた様子のクリストファーに、噂が流れていることを彼自身は知らないのだろうかと思った。エレンは弁えた侍女だ。主のプライベートな話に口を挟むことを善しとせず、そこは話していないのかもしれない。

　そして彼の反応を受け、結婚するのは事実なのだと悟った。同時に激しく胸が痛みだす。

「数日前よりこちらでの噂になっております。殿下がいよいよ花嫁を迎えられると……」

「離宮内にも拘わらず王族の噂話を軽々しく流すような者たちがいるとは……教育が行き届いてないようだな」

「喜ばしいお話だからですわ。だから……」

「それで、どうして君が僕の前からいなくなろうとするんだ」

　クリストファーの声に怒りが滲むのを感じ、リズティーナは泣きたくなった。どうしてそんなひどいことを言わせようとするのか。いっそのこと想いを全て吐き出してしまえば楽になれるだろうか。小さな棘でも、ありったけの想いを乗せたなら、クリストファーの心の片隅に刺さって抜けなくなるだろうか。

　クリストファーを傷つけたいわけじゃない。ただ一欠片の存在になっても、リズティーナを忘れないで欲しかった。

　ゆっくりと息を吸い込んだ。そして、喉を詰まらせるほどの想いを吐き出す。

「正妃様をお迎えされるのなら、殿下には私なんてもう必要ないではありませんか。ただ身体を重ねるだけの、傷を慰め合うだけの関係だと……殿下だって分かって」

　最後まで毅然とした態度で接したかったのに、弱い心はすぐに音を上げて涙が頬を伝い落ちる。

　こんな醜い顔は見て欲しくなくて、慌てて指で涙を拭う。急ぎすぎて強めに擦ってしまったのか、ひりついた痛みが目元に走った。

　クリストファーが結婚するというのなら幸せを願い、祝福するべきだと思っていた。

　身体だけの関係と知っていながら好きになったくせに、いざ彼の結婚が現実味を帯びて来るとそんなことはできそうになかった。

「だから君も今度は家に戻って、伯爵の命じるまま家の為に結婚するのか」

「……私も、こう見えて貴族の娘です。最初からそうするものだと理解しております」

　本当はメイヤー医師の言葉を頼りに離宮を出るつもりでいた。

　けれど図らずも父が訪れたことでリズティーナは家に戻るか家を捨てるかの、どちらかしか道がなくなった。もし本当に母が伯爵家の相続に関するものを遺しており、父が継承権の所在を明確にしたいのであれば、少なくとも今の時点では家を捨てられない。たとえ自分が継げなくても、父たちの自由にはさせたくなかった。

「そんなことは僕が絶対に許さない」

　有無を言わせない強さで断言したクリストファーは立ち上がり、リズティーナの前に片膝をついた。

　痛みの残る目元に触れ、撫でる。ひんやりとした手はリズティーナの知る優しさに溢れていた。口に出して願えば、最後にまた優しく抱いてくれるだろうか。浅ましい願いが心をよぎった。

「君を愛妾などではなく正妃にする為の準備を進めている。その為にはセレストア伯爵家の膿を全て吐き出させなければならない。いや……正確にはセレストア伯爵が犯した罪というべきか」

「殿下……？」

　リズティーナは目を見開いた。

　どういうことだろうか。

（私が公妾でもなく、殿下の正妃に……？）

　そんなことができるわけがない。父の動向によっては没落の可能性があり、醜聞は避けられない段階まで来ている。

　クリストファーの口ぶりでは父が相応の悪事にも手を染めていることは想像に難くなく、穢れた家の娘を王太子妃になど誰が認めてくれるだろうか。最大限に妥協したとして愛妾だと公にすることが限界だろう。それくらい世間知らずなリズティーナにも分かっている。

「お相手の方は、殿下の……初恋の方だとも、お聞きしました」

　リズティーナが知らない、入り込む余地すらない時間を共に過ごした女性が恋敵だと知った。

　だから心からの祝福はできずとも諦めて去ることを決めたのだ。

「二十歳になるまで恋の一つもしたことがないのはおかしいことか」

「お、おかしくは……。ですが、殿下は」

「確かに、君を通じて伯爵家の動向を知るつもりで伯爵の要求を呑んで君を愛妾の立場に置いた」

　父と王家、それぞれの思惑で築かれた関係なのは最初から分かっているのに、改めてクリストファーから伝えられると胸が軋む。

「殿下のご期待に添えられなくて申し訳ありません」

『本当に何なら人並みにできるというのかしら』

　脳裏をよぎる義母の言葉は見えない鎖と化してリズティーナの心を縛りつけた。

　固く握りしめた両手をクリストファーの右手が上から包み込む。息を呑んでクリストファーを見やった。

「伯爵家の情報は君以外のどこからでも手に入れられる。だが君の心を僕に捧げてくれるのは君にしかできない」

「殿、下」

「君の憂いは僕が一つ残らず全て取り払ってやる。これから先、ずっとだ。それでもだめか。僕にその身も心も捧げてはもらう対価には足りないだろうか」

　だけどクリストファーの眼差しは真っすぐで、彼の言葉が全て現実になるのならどれだけ幸せかと心を揺さぶる。彼の味方を失わせ、窮地に追いやるのだとしても夢を見たくなってしまう。

「無理、です……。殿下お一人の意思でどうにかできる問題ではないことくらい、私にも分かります」

「君一人の為に、僕一人の力で叶えてみせる。できるかできないかは何の問題にもしていない。僕が今欲しい答えは君が僕の妻になりたいかどうかだ」

　何てずるい言い方をするんだろう。

（そんなことを言われたら、私は）

　どれだけ乞われてもリズティーナには資格がない。全身に侵食する甘やかで悲しい夢から目覚めるようにかぶりを振った。

「それに……殿下の大切なご友人だって、おそらくは父が……」

　クリストファーは今も週に一度、花を手向けている。いかに大切な友人だったのかは話を聞かずとも伝わって来ていた。

「仮に君の考えが事実だったとしてもエンポリオを殺したのは君じゃない。マクルド・セレストアだ」

「ですが、私は……マクルド・セレストアの娘です。殿下に憎まれたとして文句は言えません」

　元より良好な関係だとは言い難い間柄にある人物が、大切に思う存在の命をも奪った。それはクリストファーの心をどれだけ傷つけたことだろう。

　父が犯人だという確信を得るだけの証拠はない。あるのは父との血の繋がりだけだ。だけどそれこそが、父への疑念を抱く唯一の理由になっていた。

「ならば君がエンポリオの毒殺を命じたか、伯爵に命じられるまま毒殺したのか」

「そのようなことは……！」

「もちろん分かっている。だから僕は君を憎んではいない」

　クリストファーの表情は穏やかに凪いだままだ。

　憎まれてはいない。

　その事実にリズティーナは安堵する。だけど罪が消えるわけではない。そしてクリストファーがどんなに激しく父を憎悪していようとも、リズティーナの中にある彼への恋慕も決して消えなかった。

「傍にいて欲しいのは君だけだ」

「父も、殿下も……与えて下さる時間が、少なすぎます」

　どれだけ考えても答えを出すのが難しい問題ばかりが次々に突きつけられる。伯爵家のことならまだしも、クリストファーが答えを求めるそれは彼の、この国の未来さえも大きく変えることだ。

「今の君に考える時間を与えたところで逃げる理由を探すだけだろう。──いや」

　クリストファーはそっと目尻に唇を寄せた。

「違うな。僕は君に半年も考える時間を与えた。だから一日も待たない」

　甘やかな声はリズティーナをたやすく絡め取る。

　確かにそうなのかもしれない。この半年の間にあった他愛のない行動の積み重ねでクリストファーを知って、気がつけば恋に落ちていた。好きになってはいけないと何度も言い聞かせたのに、惹かれて行く心を止められなかった。

「待たないし手放す気もない。たとえ君が僕以外の誰を想っているとしても、正妃にすると決めた」

　想いは全て伝えたのに再び胸が詰まる。

　いや、伝えたのは建前だけだ。本当に伝えたい想いは、伝えてはいけないものだと諦めて奥底にしまい込んで鍵をかけた。クリストファー以外に身も心も捧げたい人なんていない。

「僕が欲しいのは君だけだ」

　クリストファーの両手に頬を包み込まれ、真っすぐに重なる視線を逸らせない。

「──殿下」

　もう、限界だと思った。想いが溢れそうで苦しくて、クリストファーに手を伸ばす。

「殿下のお傍に、いたい……です。許されなくても、どうかお傍に……」

　強く抱き寄せられてクリストファーの背中に両手を回した。たまらずにしゃくりあげる。こんなに泣きじゃくるのは母を見送った時以来だ。ただ悲しかったあの時とは違って、今はたくさんの想いが渦巻いていた。

「誰が許さないでいようと関係ない。僕が許すから二度と傍を離れようなんて考えるな」

　リズティーナの髪を優しく梳いては一束取って口づける。その仕草はクリストファーの腕の中で泣いていいと言ってくれているようで、背中に回した手に力を込めた。

　ひとしきり泣けばリズティーナの中はやがて空っぽになった。いつか、空っぽになれば二度と何かで埋められることもなく、脆く弱い外側だけになった自分は壊れてなくなるのだと思っていた。

「望むものはないか、殿下はお聞きして下さいましたね」

「──ああ」

「私は、殿下が欲しいです。殿下のお心だけでも、せめて私に」

　せめてなんて、いちばんの高望みであるものに対して使う言葉ではなかった。

　でも、たった一つだけ願えるのならそれが、それだけが欲しい。そうしたらリズティーナの中はいっぱいになる。

「その程度のものなら、いくらでも君にくれてやる」

「その程度のものでは」

「僕にとって、君以上に価値を見出せるものなど何もない」

「私も……同じです」

　同じだと口にすると心が軽くなった。

　クリストファーは王太子だ。お互いに望むからと何もかもが上手く行くなんてないだろう。

　でも、もう最初から決めつけて諦めたくない。

「君が体調を崩した時、そんなはずもないのに毒を飲んだのではないかと思った。君が家からここへ持って来た品は一揃いのドレスとアクセサリーしかなかったのに……エンポリオと同じように、毒を」

　クリストファーの声が苦し気に詰まる。安心させるように背中を撫でた。

「だからあの日、殿下はお見舞いに来て下さったのですね」

「君もいなくなると思ったら居ても立ってもいられなかった」

　リズティーナをかき抱きながら細い首筋に顔を埋める。

　失う悲しさはリズティーナも痛いほど知っていた。癒えずにいる心の傷を身体での慰めを与え合うことで無理やり癒やそうとして、でも今は違う。時間はかかったとしても心を重ねることで癒やし合える。きっとこの気持ちが愛と呼べるものなのだろう。

　言葉は交わさずに抱き締め合って、心を重ねる。永遠に離れたくない。

　リズティーナの髪を優しく撫でながらクリストファーが口を開いた。

「ずっと考えていたことがある」

「何でしょうか」

　クリストファーの胸に頬を摺り寄せて甘える。頭頂部やこめかみに口づけを落とされると、さらに幸せな気持ちで満たされた。

「エンポリオ毒殺の実行犯が伯爵だとしても、首謀者はおそらく別にいる」

「どうしてそう思われるのですか？」

「不審な点が多いカーラルハイン侯爵家の没落にまつわる情報をエンポリオは集めていた。没落当時、セレストア伯爵は成人を迎える前だ。彼自身が知られては困る情報がそこにあったとは考えにくい」

「ご友人が、カーラルハイン侯爵家について調べて……？」

　祖母の実家である侯爵家が没落したのは、セレストア伯爵家に嫁いで間もない四十年ほど前の出来事だと聞いている。

　優しかった祖母を思えば、祖母が生まれ育った家が没落するような不祥事を起こしたなんてとても信じられるものではなかった。けれど客観的な視点で不祥事が事実だと断定されたから。そして父は、それによってセレストア伯爵家にも不名誉を被らないように尽力しているのだと信じていた。

「でも、父は……自身の持つ何らかの利益を守る為に、手にかけてしまったのですね」

「──そうだな」

　どんな理由があれど父が私欲の為にクリストファーの友人の命を奪った事実に変わりはなく、それは許されざることだ。

「先日、陛下に宛てて匿名の密告書が送られて来た。禁じられている武器の裏取り引きがセレストア伯爵領で行われると」

「領地でということは、父も関与して……？」

「伯爵がどの程度関与しているかはまだ掴めていないが、無関係ではないだろうな。密告があったということは何らかの理由により、伯爵は悪事を共謀する何者かに売られようとしている。伯爵もおそらくはそれを察し、相手を逆に陥れようと画策しているのだろう」

　父が窮地に陥っている。そう思えば先日の厳しい態度にも納得が行く。

「エリックから聞いた母の形見の鍵も、その為に……？」

　少しでも現状を打開する術を求め、母の遺した鍵に目を向けたことも辻褄は合っていた。

「本当に君の母君が跡継ぎの手続きに関する書類を収めているのかもしれないし、全く別の何かかもしれない。全ては憶測の範囲を出ず、実際に鍵を開けてみなければ分からないことだ」

　リズティーナを抱き寄せ、クリストファーは強い決意のこもった声で告げる。

「だから二人で一緒に戦おう。君の大切な母君と、僕の大切な友人の為に」

「──はい」

　しっかりと頷き返せば優しく唇が重なった。





　　□■□■□■






　リズティーナはクリストファーに伴われて王城内を歩く。

　社交の場ではなくともクリストファーと人前に出る為、身に纏っているのはデイドレスではなく煌びやかなドレスと大きなサファイアが上品な光を放つイヤリングだ。そして正式な場と変わらないエスコートを受けている。

　王太子の隣を歩く令嬢は誰なのか、すれ違う人々の視線を一身に集めた。慣れないことばかりで俯いてしまいたい。だけどクリストファーと並び立ち、共に生きたいと強く願ったのだ。堂々と胸を張るべきだと思った。

「ここだ」

　やがて重厚な両開きの扉の前でクリストファーは歩みを止めた。門番代わりに立つ衛兵二人が扉を開け、一緒に中へと足を踏み入れる。

　約束の時間までまだ十分ほどあり、父は来ていなかった。ドレッサーも運び込まれてはいない。今回は便宜上、出入り口のドアから向かって左にある原告側の席に座り、今は誰もいない被告側の席を見つめる。

「父は、来るでしょうか」

「伯爵不在でもドレッサーを引き取ってこちらで開けると告げてある。母君の形見として、正当な所有権を持つのは伯爵ではなく君だからな」

　五分前に裁判長、並びに公正な裁決を下す為に六人の裁定人が入室して来た。何の為に集められたのかを知る彼らは、クリストファーの隣に立つリズティーナの素性も当然知っているのだろう。それぞれがほんの一瞬だけ表情を苦々しいものに変えた。けれど何を言うでもなく、手元の書類に目を通しはじめる。

　父はなおも姿を現さずにいた。あくまでも今日はドレッサーに隠された鍵穴の開錠が目的だ。父を裁く為の場ではない。父の不誠実な対応にはさすがに裁判長も不快そうな表情を浮かべ、クリストファーに意見を求める。

「いかがなさいますか、殿下」

「セレストア伯爵家に陛下名義で書状を送る。手配を──」

「お待たせして申し訳ございません」

　国王の助力を得る決定をクリストファーが下そうとしたのと同じくして父がようやく来た。しかし父が入室するとドアは閉ざされ、運び込まれるはずのドレッサーは依然として来ない。

「実は、私が娘に会うべく離宮へと伺っていた間に、妻が独断で例のドレッサーを処分したようでして……。何せ前妻の母君の嫁入り道具として作られたとされる古い品ですから、華やかな我が娘にはそぐわないと判断したのでしょう」

　悪びれた様子もなくもっともらしい言い訳を並べているものの、衆目の前で中身を改められたくないと白状しているようにしか見えなかった。本当に義母が処分してしまったのかは分からない。ただ、身勝手な行為にリズティーナは信じられない思いで父を見つめた。

「正統な所有者である我が娘リズティーナに相応の賠償金の支払いをいたします。本日はその件をお伝えする為に参りました次第です」

　父は賠償金の支払いという形で話を一方的に終わらせるつもりなのだ。いかに貴重な品とは言え、あくまでも家族間の所有物の紛失という扱いになれば刑罰も賠償金のみで片がつく。

「殿下……」

　リズティーナはクリストファーを不安げに見上げた。もしかしたら、と懸念はあった。けれど父はそこまで落ちぶれたりしていないと信じて──信じたかったという方が正しいだろうか。それがこんな結果になり、忙しい中で立ち会ってくれた裁判長たちにも申し訳が立たない。

「心配しなくていい。ちゃんと手は打ってある」

　クリストファーが廊下に繋がるドアの左右に立つ衛兵へ目くばせを送ると、一人の衛兵が心得たとばかりに頷いて部屋を出て行った。それから少しの間を置いてドアが開き、白い布のかけられた大きな荷物と共に衛兵が戻って来る。

「貴公のことだ。過失として処理しようとすることは想像に難くなかったが案の定だったな」

　衛兵が証言台の近くまで荷物を運ぶと、クリストファーの合図で布を外した。中から現れたのはリズティーナも見覚えがある母のドレッサーだった。

「何故、それが……」

　唸るように父が声を絞り出す。

「貴公の夫人が間違えて処分したものを確保したんだ。礼を言うのが先ではないか？」

「し、失礼いたしました……。当家で発生した不手際にご配慮賜り、心より御礼申し上げます」

　わずかに浮かんだ狼狽を取り繕おうとするも、言葉とは裏腹に父の声や表情には苦々しさが残っていた。

　おそらく父は自らが持ちうるツテを最大限に利用して人知れず完璧に処分をしたのだろう。けれど小さくはないものだ。頑丈でもある為にそれなりの手間がかかり、結果として王家が用意した監視の目をすり抜けるには至らなかった。

　リズティーナはドレッサーを眺めた。子供の頃、磨き抜かれた艶やかな天板には綺麗な瓶や器に入った化粧品や、繊細な花々が柄に彫り込まれた柔らかなブラシたちが所狭しと並べられ、母が化粧を施す様を膝の上で見守るのが好きだった。

　でも、改めて思う。

（鍵のかかった引き出しはあったかしら……？）

　思い出せない。父もドレッサーを真っ先に調べたくらいだ。誰しもがすぐ思い至るのに、二重構造を隠すには些か引き出しが浅いのではないか。

「白々しく芝居をしてまで処分しようとした品だ。よほど貴公にとって都合の悪いものが入っているらしい」

「鍵を持たぬ私では中身を知る手段がないことなど殿下もご存知のはずが、おかしなことを仰る」

　父はドレッサーが出て来た時こそ顔色を悪くしたものの、今は伯爵家当主らしく落ち着き払った表情で答えた。

　母がそれらしいことを言っただけで特に何が隠されているはずもない。そう思っているのだろう。

　些細な表情の変化も見逃すまいと注意深く見やり、クリストファーは先を進める。

「ではセレストア前伯爵夫人の思い出が詰まった品の無事を確認し、伴侶たる伯爵やリズティーナ嬢に安心していただいたところで本題へ入るとしようか」

「本題ですと？」

　さすがに父は怪訝そうに眉を寄せた。

「証人をこちらへ」

　クリストファーはそれに構うことなく衛兵に新たな命令を下す。

　誰が、何故呼ばれたのか。父も同じ疑問を抱いているに違いない。ドアを見つめると新たな人物が室内に現れた。

「メイヤー先生……？」

　ちょうど両手の幅と同じくらいの大きさの宝石箱を大切そうに抱えている。あれは母の宝石箱だ。子供の頃に見たことがある。蓋の裏に鏡がはめこまれていて、大きなサファイアを贅沢に使ったネックレスを母が身に着ける度、幼いリズティーナはお姫様みたいだとはしゃいでいた。

（そういえば蓋の裏に、鏡が）

　鏡に気がつくと同時に、リズティーナはとある可能性に思い至った。

（まさか……お母様は全てを知っていたの？）

　母からリズティーナが譲り受けるまで、鍵と、それに対応した鍵穴の存在を知っていたのは母と祖母だけだ。

　そして、カーラルハイン侯爵家より嫁いで来た娘によって、表沙汰にされては困る〝何かが〟が持ち込まれたのではないかと恐れる何者かがいる。

　両親は恋愛結婚だったと母に幼い頃聞いた。

　父が母の下に熱心に通い、やがて二人は心を通わせたのだと。

　でも、最初から母を利用するつもりで近づいていたのなら。

　利用されていると母が気がついてしまったのなら。

　穢れないはずの愛が偽りでしかないと疑うきっかけになったのは、エリックが生まれたことを知ったせいかもしれないし、母はエリックの存在は知ることのないままで全く違うことかもしれない。

　それでも母は生前に父の裏切りを知っていたことは間違いないのだ。

（だからいずれ来るかもしれない日の為に、罠を……？）

　鍵の存在を知れば父は処分しようとするだろう。だから鍵穴はドレッサーについていると思わせた。メイヤー医師に預けた宝石箱へ意識を向けさせない為に。そして父がドレッサーの処分を図ったら宝石箱をリズティーナに渡すように手配していた。見られては困るものが中に入っていると父自身に証言させる為に。

「こちらはセレストア伯爵家前夫人ナディア様より、有事の際にはご息女のリズティーナ様にお渡しするようにとお預かりしておりました」

　メイヤー医師は宝石箱を裁判長に手渡し、少し離れた場所にある傍聴人の席に腰を下ろした。不快そうに父が口を挟む。

「この場はドレッサーの鍵を開ける為の場と伺っております。それが足を運んでみれば騙し討ちも同然の振る舞い……失礼ながら殿下の程度も知れるというもの」

　王太子に向けて度を超えた言葉を発した父に裁判長は咳払いで圧をかけた。クリストファーは特に反応するでもなく話を続ける。

「私は〝完全な第三者に場を委ねて鍵を開ける〟場に立ち合うと伝えたはずだが」

「詭弁を……！　ドレッサーの鍵に違いないという娘の判断を殿下もお聞きいただいているでしょう」

「しかし貴公の目的は〝妻が娘に預けた鍵で開く〟何らかの中身だ。それがドレッサーと宝石箱のどちらであったとしても変わらない」

　クリストファーはドレッサーの鍵とは確かに言ってなかった。

　けれど父が納得するはずもなく、クリストファーの立ち会いへの意義を申し立てた。

「リズティーナ嬢は私の正妃となる女性だ。ならば伯爵家の問題は私にも大いに関係がある」

「は……!?　リズティーナを殿下の妃に、ですと……」

　父だけでなく裁判長たちにも言って聞かせるような言葉に、誰もが驚きを隠せずに騒めきが場に広がる。それまで決まる気配すら全くなかった王太子妃候補が突如として現れたとなれば無理もない。

　リズティーナ自身も、彼が明言するなんて夢にも思っていなかった。当のクリストファーだけが泰然自若としている。

「何を驚いた顔をしている？　そのつもりで陛下に話を持ちかけたのは貴公だろう」

「い、いえ……。それは……」

　父はリズティーナを見やった。

　結果的にリズティーナは父の望むようにクリストファーの寵愛を得た。王家と縁続きになることを褒めてくれると、まだ心のどこかで期待をしていた自分がいっそ哀れで笑みさえこぼれる。

「そもそも貴公がセレストア伯爵家の継承問題に関われること自体、今は亡き夫人やリズティーナ嬢の配慮によるものだ」

　クリストファーはなおも騒めく室内を手で鎮めて言葉を続けた。

「セレストア伯爵家の次期当主はリズティーナ嬢だが、先程も言ったように彼女は王家へ嫁ぐ。よって跡継ぎの資格を持つのは彼女が産んだ第二子以降の嫡子だ。本来であれば代理人に過ぎない貴公に関与の余地は微塵もない」

「亡き妻の愛したセレストア伯爵家を、娘が成人するまで代理を務めて何の問題がありましょうか」

「何故長男に継承権がないのかと、貴族裁判官に訴えを出しているという話だが」

「妻が私に無断でしたことです。すでにきつく言い聞かせております」

　義母がそんな訴えを出していたなんて知らなかった。

　そして風向きの悪さは父も肌で感じていることだろう。口元に苛立ちが現れて見えた。

「書類上はセレストア伯爵家の長男という扱いでも、後妻の連れ子だと聞いている。貴公と血の繋がりもなく、ましてや貴公は入り婿になる。貴族法では書類上の子供に継承権の所有を認めてはいない」

　でなければ入り婿による血筋の乗っ取りがたやすくできてしまう。正当な後継者から継承権の譲渡も唯一の例外をのぞけば固く禁止されていた。その例外も貴族位の譲渡のみで、家名や由緒を引き継ぐことは許されない。

「上手い方法を考えついたものだな。リズティーナ嬢が二十歳になれば正統な後継者となる。その前に政略上敵対する王家に差し出して、醜聞に塗れたセレストア伯爵家を断絶する片棒を担がせたというところだろう」

　だが、とクリストファーは不快そうに眉を顰める。

「手駒として扱う気しかなかったのだとしても、リズティーナ嬢と真摯に向き合うべきだった。彼女は貴公の思うまま動く人形ではない。自身の思考能力と意思を持つ一人の人間だ」

　そして裁判官に視線を向けた。

「父上に似たのかつい前置きが長くなった。本題に入ってくれ」

「──承知いたしました」

　社交界に流れているという悪評を差し引いても、この場における父に対する裁判長の心象は良いものではないだろう。後で何らかの影響を及ぼすこともあるのかもしれない。

　裁決の開始前に繰り広げられた一騒動に立ち会い人は、どう接したら良いのか戸惑った表情を見せながらもリズティーナに宣誓書を手渡した。署名が済むとクリストファーに促され、右手を左胸に押し当てて真っすぐに顔を上げる。

「わたくしリズティーナ・セレストアは正義と天秤の女神の御名において、嘘偽りのない言葉のみを証言することを誓います」

　クリストファーが傍にいてくれるからか声は震えなかった。

　父も同様の手続きと宣誓をすることにより、裁決の場ではないはずが一転して空気が変わったように思う。

「それから──」

　クリストファーは気遣わしげな視線をリズティーナに向けた。何か言いにくいことを言おうとしている。そう察したリズティーナは無言で頷いてみせた。クリストファーは一瞬だけ瞳に柔らかな色を浮かべ、けれどすぐに冷淡なものへと変えて伯爵を見やる。

「貴公が愛人と結託して夫人を殺害したという証言も新しく出て来ている」

「お母様を……？」

　少しずつ体調を悪くした母は病死だと、ずっと思っていた。

　だけどメイヤー医師を訪ねた帰り道、もしかしたらそれも父の仕業ではないかと初めて疑いを持った。嫌疑に留まらず本当に事実であるのなら、クリストファーが言う愛人とは現在は妻の座に収まっている義母のことに違いない。

　そして様々なことが腑に落ちる。母が生きている間にエリックが生まれていたことも、その顔が父とよく似ていることも、悪評に塗れたセレストア伯爵家に婿入りしたことも、さらなる悪評を生み出すことも厭わず悪事に手を染めていたことも。

「な、何を仰います。いかに殿下と言えど、そのような発言は到底許されるものではありませぬぞ」

　クリストファーと共に医療院を訪れた時のメイヤー医師の態度を思い出す。

　主治医である彼が気がつかないはずもないのだ。けれど彼は母の死後も口を閉ざしていた。きっと──当主となるにはまだ幼いリズティーナを、守る為に。

　思わず傍聴席に座るメイヤー医師を見やった。医師は真っすぐにリズティーナを見つめている。その表情はようやく明かされる真実を見届ける覚悟に満ちている気がした。

「リズティーナ・セレストア嬢。開錠をお願いできますか」

「もちろんです」

　立ち会い人の一人が裁判長から受け取った宝石箱を持って来る。目の前のテーブルに静かに置き、リズティーナは深呼吸を繰り返した。

　長い年月を経て細かな部分が潰れてはいるものの、鍵穴の背景に彫り込まれた緻密な模様はリズティーナが持つ鍵の頭に刻まれたそれと酷似している。間違いない、この鍵穴だ。

　リズティーナが鍵を差し込めば、かち、と小さな音を立てて鍵が回る。役割を終えたことで折れてしまいそうな不安と共に静かに鍵を引き抜き、蓋を開けた。本来なら収められているはずの宝石の類は一粒もなく、薄紫色の封筒が入っているだけだ。

　クリストファーを頼って視線を向けると、小さく頷かれた。

　何が収められていようと味方でいる。

　そう言ってくれているようで、湧き上がる勇気のまま、紫の蜜蝋に菫の花が押された封蝋を開けた。中には綺麗に折りたたまれた紙が二枚と、小さな油紙の包みが一つ入っている。一枚は封筒と同じ色の便箋、もう一枚は年季が入っているのか端がよれ、色もところどころ黄ばんだ紙だ。

「君に宛てた手紙だろう。読んでみるといい」

「はい」




　最愛の娘　リズティーナへ

　あなたがこの手紙を読んでいる頃、わたくしはすでにこの世を去っていることでしょう。

　けれどあなたはとても美しい淑女へと育ち、誰よりも信頼できる人と一緒にメイヤー先生の元を訪れ、この手紙を読んでくれる。

　わたくしはそう信じています。

　すでに知っているかもしれませんが、わたくしはあなたの父親でもある夫マクルドに毒を盛られました。

　身体は日に日に衰弱し、やがて病死と判断されることでしょう。




　メイヤー先生と会ったのなら頼りなさい。

　あなたの為に動いてくれると約束してくれています。




　そしていつか、あなたが幸せになれることを、母として強く願っています。




　母からの手紙に涙が頬を伝う。

　憶測ではなく、父と母が結婚したのは最初から母を利用する為だけだったと事実を突きつけられた気になった。リズティーナはそんな二人の間に生まれた。信じられない。信じたくない。

　震える肩がそっと抱かれた。涙に濡れた目を向けるとクリストファーと視線が重なる。リズティーナは頷き、クリストファーにも知ってもらうべきだと便箋を渡した。意図を察して受け取るなり目を通すと途中で何度か息を呑みながらも全てを読み終えたようで、今度は父に視線を向ける。

「前セレストア伯爵夫人による貴公への告発が記されているが、何か申し開きたいことは？」

「手紙での告発に一体何の意味があるのでしょうか。むしろ妻こそがそこのメイヤーとかいう医者と不貞を働き、私を陥れようとしているに違いありません」

　リズティーナはもう一枚の紙も開いた。

　上の方が不自然な形に破られている紙には十桁以上の数字がたくさん書かれ、最後には〝ドミニク・ヴィルーダ〟と、見知らぬ人物の署名と押印で締めくくられている。もしかしたら父が目的としていたのはこの紙ではないのか。ふいに、そんな予感がした。

「──エンポリオ・ワスキンス」

　憤る父とは対照的に、けれどクリストファーは静かに怒りの炎を燃やしている。冴え冴えとした炎にあてられ、父は物怖じしたように声を振り絞った。

「お、恐れながら……今、何と？」

「エンポリオ・ワスキンス。この名前に聞き覚えは？」

「あいにくと……。王都だけでも毎日、老若男女問わず何人も亡くなっております故。かような若造が一人死んだとて心当たりはありませんな」

「若造？」

　父は一瞬、しまったと口の端を歪めるも言葉を続けた。

「失礼。これは言葉が過ぎましたな。殿下からお聞きした為、てっきり年若い者とばかり」

「私は彼が死んだとは一言も言っていない。なのに何故、貴公はその人物が死んだと結論を出した？」

　子供騙しな誘導尋問にかかったと知り、みるみる父の顔が怒りに染まる。

「ありとあらゆる手段を使って、社交界でも屈指の金と悪評を欲しいままにして来た狡猾な貴公らしくもない焦りようだ」

　一方でクリストファーは冷ややかな笑みを浮かべた。

「リズティーナ嬢が嫁ぎ先を失うことで、いずれセレストア伯爵家も没落する。王家に返上する義務の発生する資産を横流しした武器の取り引きにエンポリオが気がつき、病死に見せかけて殺した。そんなところだろう」

「殿下の幼稚な憶測に付き合うほど私は暇ではありませんな」

「我が妃に、貴公のような下劣な男の血が一滴でも流れていると思うと虫唾が走る」

「殿下……」

　申し訳なさからたまらずにリズティーナが声をかけると、クリストファーは抱いたままの細い肩をそっと引き寄せた。前髪越しに口づけを一つ額へ落とし、甘やかに微笑みかける。

「大丈夫だ。決して君やセレストア伯爵家の悪いようにはしない」

「こちらの紙に記載された内容に全く心当たりがないのです」

　数字の書かれた紙も見せると、クリストファーの目が一瞬だけ驚きに見開かれた。彼は署名の人物に心当たりがありそうな反応だった。

「まさか……侯爵家がこんなものを遺していたとはな」

　彼の中では何かが繋がったようで、リズティーナには感情の読めない声で呟く。紙を手にしたまま自らの顔を覆い、息を吐くとテーブルに紙を置いた。

「一体どういうことだ、伯爵。中には相続の手続きに関する書類が入っているのではなかったのか。それが長らく財務大臣を務めるヴィルーダ侯爵の署名の入った帳簿の一部分が入っているとはとんだ遺書だ」

　父は青ざめた顔で、ぶるぶると身を震わせている。

「これは……我が伯爵家と敵対する何者かに嵌められたのです。このようなことは決して」

「貴公らが横領の冤罪に陥れたカーラルハイン侯爵家と同じだと？」

「……！」

　クリストファーの衝撃を受けたのは父だけではない。リズティーナも、公正な見届け人として立ち会った貴族たちもだ。

「上位貴族の署名が入っている以上、四十年も昔に起きた横領事件を根底から覆しかねない重要な証拠になりうる。旧カーラルハイン侯爵家令嬢も、セレストア伯爵夫人も、不名誉極まりない汚辱を晴らすべく公開したかったものに違いない。だが、できなかった」

　クリストファーは真っすぐに父を見やる。

　取るに足らない切れ端なら秘匿され続けたりはしなかった。

　祖母はきっと、没落した家の為にでっち上げたものだと判断されて、まともに取り合われないことを何よりも恐れた。

　母は──より高い家格の人間に、自分が常に監視されており、迂闊に切れ端の存在を明るみにしては闇に葬られると気がついていた。

　立ち向かうには祖母や母は、セレストア伯爵家は、あまりにも非力だったから、いつ来るともしれない〝その時〟を待つしかなかったのだ。

「貴公はヴィルーダ侯爵に対し、優位な立場から交渉を続けられる材料を欲していた。まさかここまで決定的な証拠をカーラルハイン侯爵家が遺したとは思わずとも、それが身近にあったにも拘わらず、探られては痛い腹が多すぎて自身の首を絞める結果となったようだな」

「今は貴族裁判の為の場ではございませんぞ……」

　威嚇するように低く唸る父の声は分の悪さを理解したものだ。真実を捻じ曲げようと発せられる圧を意にも介さず、クリストファーは涼やかに答えた。

「開錠の為でしかなかった場を、提出すべき証拠の隠滅で冒涜したのは他ならぬ貴公ではないか。婚姻で縁続きとなった家の名誉が回復するんだ。喜べない理由などないはずだが」

　父は唇を強く噛みしめてクリストファーを睨みつける。

「心配せずとも後日、貴公を足切りしようとした飼い主ごとまとめて正式な貴族裁判にかけられるだろう。それまでは道連れを願って精々足掻くことだ」

　これ以上は貴族裁判の範疇と裁判長が判断を下したことにより閉廷となり、父は逃げる間もなく衛兵によって拘束された。

　クリストファーはカーラルハイン侯爵家を、祖母の生家を冤罪に陥れたと言っていた。宝石箱に入っていた紙は、それを裏付ける証拠にもなりうるものだとも。

　それだけでリズティーナはある程度の状況を理解できた気がするし、事態が落ち着けばクリストファーは知りえた全てを説明してくれるだろう。

　一緒に戦うと、約束したのだから。




　父と対面したのは昼食後だったにも拘わらず、ずいぶんと長い一日だった気がする。

　クリストファーとは一緒に部屋へと戻ったものの、彼はまだ事後処理があるとメイヤー医師を伴って出かけてしまった。一人で軽い夕食を摂って湯浴みを済ませ、クリストファーの帰りを待つ。彼が来たのは時計の針が頂上で重なろうかという頃だった。

「お帰りなさいませ、殿下」

「──ただいま」

　その後の経緯をクリストファーに尋ねたい。これからのことだってある。だけど今は話をするよりも肌を重ねてクリストファーの熱をひたすら感じたいと願うのは、ふしだらでいけないことだろうか。

「こっちにおいで」

　自分の方が疲れているだろうに、ベッドに腰を下ろしたクリストファーはリズティーナに両手を広げてみせた。ソファーから立ち上がり、遠慮がちに近づくリズティーナを膝の上に座らせる。

「よく頑張ったな。お疲れ様」

「殿下もお疲れ様でした」

　慈しむように髪を撫でられるとたまらなくなった。クリストファーの着るバスローブの胸元を力なく掴んで顔を埋める。

「両親は、愛し合って結婚したのだと思っていました。でも、本当は……愛はなくて、私はそんな二人の間に生まれた子供だったのですね」

　自分が父に愛されていないと知った時から、両親がお互いに抱く愛だけは真実であって欲しいと願い続けていた。

　でも母の遺した手紙や、昼間に見た父の言動で、それもまた偽りだと知ってしまった。

　そして口に出せば涙がとめどなく溢れて来る。

「夫妻の愛は確かに冷えてしまっていたのかもしれないが、セレストア伯爵夫人が君に注いだ愛は確かなものだ」

　はらはらとこぼれる涙を拭い、クリストファーは「それに──」と目尻に唇を寄せた。

「何よりも僕が君を、誰よりも愛している」

「殿下……」

　リズティーナはおずおずと手を伸ばしてクリストファーの頬に触れる。

「私を、一人にしないで下さい」

　その対価を身体でしか払えないけれど、それでもいいのならいくらでも差し出す。だから、どうか。

「君が僕の下から逃げたくなったとしても、絶対に一人にはしない」

　切実な想いを解くような、小鳥の啄みにも似た唇の重なりがくすぐったく、切ない。口づけをもっと欲しくて焦れたような吐息をこぼす。

「ふ……っ」

　熱い舌先に唇をこじ開けられ、待ちかねたように受け入れる。

「ん、ん……」

　絡まる舌の熱に溶かされてしまいそうでクリストファーの首に縋りついた。頭の後ろと背中に腕を回されて強く引き寄せられる。求められる喜びで夢中になって懸命に応えた。

　切なくて、幸せで、叶うのならこのまま時を止めてしまいたい。

「殿下、私……。すごく……ドキドキ、しています」

　ベッドに横たえられると、初めて肌を曝したあの夜と同じかそれ以上に胸が高鳴った。

「愛妾じゃなくて、恋人として初めてするセックスだからか？」

　はっきりとした言葉に頬が熱を帯びる。

　でも、きっとそうだ。

　今まではただ、されるがままに任せたらいいと思っていた。そうしてクリストファーが好きなように扱って〝満足〟してくれたらそれでいいと。

　もちろん今だって彼を満たしたい。だけどリズティーナを突き動かす想いはまるで形が違うものだ。最初は父に言われた役割を果たす為が、今は自分の意思で、クリストファーが好きだから満たしたいと願う。一方で、何かをしてあげたくても、何をしたらいいのかは今も分からなかった。

「恋人になったからと言って、特に何も変わりはしない」

「そう、ですね」

　リズティーナは安心してゆっくりと頷く。

「初めての時から殿下はずっと、優しくして下さいました」

　愛情はなくても思いやりは感じていた。だから初めての行為自体は怖くても嫌ではなかった。

「抱き潰してどこにも行けないようにしたのに？」

「──それは……優しくなかったです」

「すまなかった」

　ばつの悪そうな顔で素直に謝罪するクリストファーが可愛らしくて、頬を包み込んで引き寄せる。自分から積極的に唇を重ね、小さな舌を差し入れた。それはクリストファーの咥内であっという間に搦め取られ、全身をじんとした甘い痺れが駆け抜けて行く。

　覚えたばかりの口づけはリズティーナの心を切なく溶かした。まだ重ね合わせていたい。浅ましい未練をリズティーナに残してクリストファーの唇が離れる。物足りなくて思わず目を向けると宥めるように頬を撫でられ、湧き上がる羞恥と熱を振り落とす為に首を振った。

　その仕草は駄々をこねていると受け取られたかもしれない。視線を合わせたままクリストファーが目を細める。リズティーナにも、愛おしい想いが混じっていると分かる表情はずるいと思った。何も、言えなくなる。

「ここから逃げ出そうとするくらい、君が僕との結婚を嫌がっていると思ったら冷静じゃいられなかった」

「私は……殿下には他に想い合う女性がいるのだと」

「いくら僕が世継ぎを残す義務がある王太子でも、心に決めた女性がいるのに他の女性を抱いたりはしない。──だから僕の妃は君だけだ」

　クリストファーの指が細い首筋をなぞり、鎖骨を伝ってふくらみへと辿る。バスローブの腰紐を解いて左右に割り開いた。肌が曝け出されたことを感じ、リズティーナは吐息をこぼす。

「っ、は……。ぁ……っ」

　高鳴る鼓動を奥に秘めたふくらみに沿って撫でられると、唇を重ねてはいられなくなった。軽く指を押し込まれて切なげにふるりと揺れる。燻る熱が集まって形になるように、薄桃色の先端が硬く勃ちあがりはじめた。

「ぃ……いやらしい、身体で……申し訳ありませ……」

「素直で可愛い身体だ」

「あ……っ！」

　可愛いと褒められながら先端をきゅっとつままれ、背中がのけぞった。動きに合わせてふくらみが柔らかさを誇示するように震え、クリストファーは桃色へと色を濃くした両胸の尖りを同時に引っかく。

「あっ、ん……。ふ、ぁ……」

　恋人になったからと言って何も変わらないはずなのに、何もかもが違った。リズティーナはもう蕩けそうになる。乳首を転がされる度に下腹部が甘く痺れ、弾かれる度に腰が跳ねた。

「殿下……っ。すごく……気持ち、ぃ……です……」

「ああ。君の反応が可愛すぎてもっと気持ち良くさせてやりたくなる」

　クリストファーは左の乳首を指先で弄びながら、右の乳首を口に含んだ。熱く濡れた舌の感触だけでリズティーナは身をくねらせる。小さな乳首を舐め転がし、色づいた乳輪ごと大きく食む様は果実を味わうようだった。

「ふ……っ。ぁっ、ひぅっ……、ん」

　恥じらいながらも内ももを擦り合わせ、もじもじと腰が浮き沈みを繰り返す。クリストファーの舌とは逆に、冷たく濡れた感触が自分の足の間から伝わって来る。なのに身体はどんどん熱くなって、切なさが身を焦がすばかりだ。

「ぁ……ぁ、ぁ──！」

　か細い啼き声をあげ、浅く達する。

　荒く息を吐きながらクリストファーに手を伸ばす。どうしようもなく触れたかった。

「私、も……殿下に、して差し上げたいです」

「それなら、触れてみるか」

　頷くと身体を起こされた。クリストファーの纏うバスローブの腰紐を解き、柔らかで毛足の長い布を肩からすべらせる。

　露わになった肩が視界に入るだけで頬が熱を帯びた。右手を取られて下腹部へと導かれる。指先が熱いものに触れ、反射的に手を引く。

「無理はしなくていい」

「だ、大丈夫、です」

　触れたものの正体を悟り、自ら手を前に出した。再びクリストファーの手に包み込まれながら、今度はしっかりと手のひらに収める。

「すごく、熱くて……大きい……」

　びく、と手の中で震えたそれにリズティーナも反応する。

「今のは……君が煽るからだ」

　クリストファーの耳がほのかに赤く染まっている。すねたような反応を可愛いと思った。

　煽ったつもりはないし、むしろ脈打つ存在にリズティーナが煽られていた。そろりと手を上下に動かして擦ってみる。

「っく……」

　クリストファーが短く声をあげた。咄嗟に手を止めてその顔を見つめる。

「あの……痛かった、ですか……？」

「痛くはないし、もう少し強めに握れるか？」

「が、頑張ってみます」

　するとまた手の中で動く。心なしか大きさが増したような気がする。そして、リズティーナからこぷりと蜜が溢れる感触もあった。

　クリストファーに促されながら熱杭を握る指に力をくわえる。血管が浮き出ているのか、わずかにでこぼこしていることに気がついた。指先を引っかけて傷をつけないようにそっと撫でる。

　深く吐き出されるクリストファーの息が熱い。

　苦しくしてしまっているだろうか。すると、迷いが伝わったのか、熱杭を包み込むリズティーナの手に重ねられたクリストファーの手の動きが早まった。

「じ、上手じゃなくて、ごめんなさい……」

「上手かったら誰に仕込まれたのか嫉妬するから、今は上手くなくてもいい」

「殿下だけです……」

「分かってる」

　教えられるまま手を動かすと、やがて熱い液体が指に伝い落ちて来る。くちくちと淫らな水音をあげながら指と熱杭の間にも入り込んだ。潤滑油さながらにぬるつく液体に助けられ、すべりが良くなる。

　時折何かをこらえるように鋭く息を呑む気配がして、クリストファーの様子を窺った。

「痛く、ない……ですか……？」

　気になって再び同じことを尋ねてしまう。

　クリストファーが耳を優しく食んだ。

「大丈夫だ。──まだ続けられそうか？」

　耳元で囁く声が掠れている。

「ふ……ぁ」

　お腹の奥を甘やかにかき混ぜられるような感覚が走った。首筋を薄い唇がなぞり、ちゅ……と優しく吸われたかと思うと吸う力がどんどん増して、ちくりとした痛みに変わる。所有の印をつけられたのだと本能的に悟った。

　繰り返される啄みと、ほんのりと汗ばんだ肌に触れる髪とがくすぐったい。

「ぁ……の、私、一人で……できるので……」

　左手も使って先端から根本までさすった。

　先端から滴る液体を絡め、握る力に強弱をつけてみる。

　重ねられていたクリストファーの手が離れてリズティーナの腰を抱き寄せた。もう片方の手が足のつけ根へと忍んでくる。内ももを撫でられて息を呑んだ。内ももまで濡れた感触がすでにある。指が秘裂に辿り着けば当然のように水音が響いた。

「ゃ、ぁ……！」

「ぐしょぐしょだな」

　しなやかな指が蜜に塗れて硬く尖る蕾をつまみ、そっと包皮を剥く。軽く突くように触れられただけでも鋭い刺激が背筋を駆け上がった。指の腹が優しくゆっくりと円を描いてじんわりと押し潰す。

「あ……っ。ひぅ、ん──！」

　親指で蕾を捏ねながら、中指が蜜口に沈んだ。中にある敏感な場所を探す為にすぐさまお腹側へと関節が曲げられた。ざらついた場所は簡単に探り当てられ、そこから得られる快楽を掻き出すように擦りあげる。

「だめ……できなく、なっちゃ……」

「できないのならしなくてもいい」

　クリストファーの声に咎める色はない。むしろ楽しそうですらある。

「も……しわけ、ありませ……」

「気持ち良すぎてできないんだろう？」

「殿下の……いじわ……。ぁ、あ……っ！」

　蜜口に咥え込まされる指が新たに二本増やされた。

　足が震え、力が抜けそうで自分の身体さえ上手く支えられない。たまらずにクリストファーの腕に縋りついた。

「あっ、ぁ……！」

「こうすると、もっと気持ち良くなる？」

　不安定な姿勢で内側のざらついた場所をこすられると蜜が溢れるのを止められない。溢れるままクリストファーの指を伝って手のひらを濡らし、手首まで滴り落ちて行く。

「ん……。気持ち、ぃ……。でもだめ、だめ……っ」

　言葉とは裏腹に自らクリストファーの指に蕾をこすりつけ、リズティーナは進んで快楽を貪った。熱を解放したら今度こそちゃんと、してあげられると思ったのだ。でもすぐに後悔した。熱に絡め取られた身体中を切なさが暴れるのを、抑えられない。

「だめじゃないのに、嘘吐きだな」

「ご、め……ごめ、なさ……」

「だめだ。君が素直にいくまで許さない」

　クリストファーは指で小さな蜜口を押し広げながら中を探る。しなやかな指が自分の秘められた場所に収められていると思うだけで歓喜に満ちた。指の抜き差しと共に大きな快楽が奥深くから引きずり出されて行く。

「殿下ぁ……っ。……め、いく、いっちゃ……ぁ──！」

　びくびくと内ももを震わせて絶頂を迎える。未練がましく締めつける胎内から指が引き抜かれる瞬間は何度経験しても寂しく思った。

「……名前を、呼んで欲しい」

　掠れた声に懇願され、リズティーナの胸が愛おしさで焦がれる。

「クリストファー様……」

　名前を呼んでいい。それならリズティーナも、呼んで欲しい。

「私の、名前も……呼んで、欲しいです……」

「リズティーナ……。愛している、リズ」

　お互いに名前を呼び合うだけで涙がこぼれそうになる。まぶたにクリストファーの唇が触れた。たまらなくなって逆に涙が滲んでしまう。するとクリストファーは優しい口づけを幾度も落とした。

「このまま……上に、乗れるか？」

「が、頑張って、みます」

　同じ言葉で返してしまうのは何回目だろう。それでも頑張るとしか言えないでいると、クリストファーは優しく笑った。

「無理はしなくていい」

「大丈夫……です」

　リズティーナは深く息を吐き、手で支えた熱杭の切っ先に場所を合わせた。

　ゆっくりと腰を落とせば柔らかく開かれた胎内へ、大きくて硬い熱杭が入って行く。自分が上になった体勢の為か、受け入れるというよりも呑み込んでいるような感覚がした。

「あ……！　あ、ぁ──っ！」

　自重と、普段とは少し違う角度で深々と貫かれただけで、リズティーナはか細い啼き声をあげながら絶頂を迎えた。

　愛しい人と一つになっている。何て幸せなのだろう。自ら腰を揺らし、もっと、とねだった。

「殿下、奥……すごく奥まで……入って……っ」

「殿下じゃないだろう」

「クリス、様……」

「いい子だ」

　呼ぶことを許された名前を口にすれば、こんな状況に不似合いなほどの柔らかく穏やかな笑みが返って来た。クリス様、そう何度も呼びかけては口づけを求める。

「リズ、愛してる」

　甘い囁きと共に唇が触れ合う。奥深い場所に到達した切っ先が、リズティーナの中を押し上げた。

「ぁっ、あ、ぁ……！　ぁ……っ！」

「今日は一際締めつけがすごいな」

　下腹部を撫でられ、ぞくりとした感覚が駆け抜ける。もじもじと腰を前後に揺らして喘いだ。

「こ、恋人……だから……」

「そうなのか」

　リズティーナは何度も首を縦に振った。

「好き……。クリス様が、好き、だから……。クリス様、欲し……です……」

　ずっと欲しがってはいけなかった人を欲しがってもいい。湧き上がる歓喜がそのまま快楽となって身体中が切なさにわななく。リズティーナが恥じらいながらも恋人だと言った瞬間、中に収められた屹立がわずかに、けれど確かに大きさを増した。まだ大きくなるなんて聞いてない。リズティーナは反射的に悲鳴に似た啼き声で咎めた。

「クリス様の、も……。おっき……ぃ……っ」

「恋人だからだな。可愛い恋人に求められて応じない男はいない」

「ぁ、ひぁ……っ！」

　歓喜に善がる身体を下から突き上げられ、揺れるふくらみの先端をクリストファーが咥える。反対側の乳首は指で捏ねられると強すぎる刺激に耐えられず、クリストファーの髪に指を絡ませた。

「あっ、ん……。ゃ……」

　快楽から逃げる為に腰をくねらせる。

　けれど繋がった状態では逃げ場などあるはずもなくて、新たな官能をもたらすばかりだった。どこにどう触れられたって気持ちいい。そしてもっと触れて欲しかった。

「ぁ……、ふ、あ……あ……っ！」

「リズ、強く締まって来た。またいきそうか？」

「ん、だめ……っ。でも、も……今度は、一緒に……。クリス様の……私の中に、たくさん、たくさん注いで……」

「ベッドの上で君の『だめ』は聞かないと言ったことは覚えてるか」

　恥じらいながらも頷くと再びリズティーナは横たえられ、ごりごりと中を抉られる。

　一転しての激しい繋がりはあっという間に高い場所へと連れ去った。肌と肌がぶつかり合う度に水音が響き、理性を粉々に砕いて行く。

「クリス……様……。激し、すぎ……っ」

「だめは聞かないって、念を押したばかりだろう」

「で、も……っ。いきなり、こんな……っ、だめ、だめ……っ」

「だめじゃない」

　すでに何度目か分からない絶頂にリズティーナは身を震わせた。力の入らない手でクリストファーの背を何度も叩き、加減を知らない恋人の激しい愛情を咎める。

　けれど丸め込むような口づけと同時に精を注ぎ込まれ、無意識に腰を揺らして奥へと迎え入れてしまった。

「たくさん注いで欲しいとねだったのは君だ。この程度じゃ、全然足りない」

「ゃ……ぁ、も、また動いたら……っ。ひ、ぁ……！」

　彼女が自分の言葉を後悔するのはもう少し夜が更けてからの話だ。





　　□■□■□■






　入り婿の父と、その後妻である義母によるセレストア伯爵家の正統な血筋を引く前妻の殺害及び家督乗っ取りはクリストファーによって世間にあかるみにされた。

　義母は最初のうちこそリズティーナの母の毒殺への関与を認めなかったものの、父の罪が一つずつ暴かれるうちにエリックの身の安全と引き換えに自供したという。

　彼女にとってリズティーナは娘ではなかったけれど、エリックは息子だった。分かってはいても事実として突きつけられると寂しさを覚えるも、母の情が残されていたことは嬉しく思う。

　同時に、長年に渡り王家派の筆頭貴族だと思われた財務大臣が反王家派であることが判明した。財務大臣を務めるヴィルーダ侯爵はカーラルハイン侯爵家の没落にも深く関与しており、約四十年経った今にして真実があきらかになるにつれて、ようやく冤罪も晴れはじめている。

『帳簿の切れ端が見つかるまで、冤罪を晴らしてやれずにすまなかった』

　クリストファーはそう謝罪したけれど、リズティーナはもちろん彼を責めるつもりなど全くない。隠された真実を求めて彼らがどれだけ尽力してくれたのか、分かっているからだ。

　おそらく帳簿のほとんどは燃えてしまったか、ヴィルーダ侯爵の命で処分された。それでも残された重要な数枚のうちの一枚は半分に分かたれ、巡り巡ってクリストファーとリズティーナの手元に来た。

　うぬぼれかもしれないけれど、二人ならきっと解決できる運命にあったからだ。

　けれどカーラルハイン侯爵家にはすでに正統な後継者がいない。貴族位を得て再興するには至らないものの状況はずいぶんよくなった。

　まだ十四歳の義弟エリックは一切の関与もしていない為、父たちのような罰は受けていない。本人の希望で貴族籍から抜け、父の遠縁に当たる商家の元に養子として引き取られることになった。リズティーナが離宮に入って以降、一度も顔を合わせていない。

　別れの挨拶も手紙を一往復しただけでのやりとりで終わった。お互いにかけるべき言葉を見つけられなかった結果と思えば仕方ないようにも思う。

（お母様……おばあ様のご実家のカーラルハイン侯爵家の汚名も雪がれたし、良かったのよね？）

　母の眠る墓前で指を組み、リズティーナは祈りと共に状況を報告する。

　予想していた通り、両親の婚姻は仕組まれていたものではあった。ヴィルーダ侯爵が父に命じ、母が祖母から遺されているかもしれない冤罪の証拠を探ることが目的だったという。

　夫婦間の愛情の在処は当人にしか分からない。

　ただ母が幸せを感じていた時間が長ければ良いと思う。

　リズティーナは今も鍵を首に下げていた。祖母から受け継いでいる大切なお守りを、リズティーナも娘に渡せる日が待ち遠しかった。

　長い祈りを追えてリズティーナはゆっくりと立ち上がる。

「報告は終わったか？」

「はい。クリス様」

　無言のまま隣で見守り続けていたクリストファーから差し伸べられた手を取ると、そっと指が絡まる。どちらからともなく強く握って歩き出した。

「せっかくのお休みなのにお付き合いさせてごめんなさい」

「僕にとっても義母上になる方だ。挨拶に行くべきだとも考えていたし、ちょうど良かった」

「挨拶って……」

　リズティーナの足が止まる。

「先に身体の関係を持つような男は、王太子であろうと認めてはくれないかもしれないが──君を誰よりも幸せにしたいと思っていて、必ず幸せにしてみせる」

　頬を伝い落ちる涙を優しく拭い、クリストファーは唇を重ねた。

　明日は、クリストファーの友人エンポリオの墓前へ一緒に報告に行く約束をしている。

　リズティーナもまた、クリストファーを必ず幸せにすると、彼を支えてくれた親友に約束するのだ。







あとがき








　濃蜜ラブルージュＦ＋様でお世話になるのは二度目となります、瀬せ月づきゆなです。

　この度は拙作「完璧王太子は無垢な愛妾を本能のまま抱き潰したい」をお手に取って下さりありがとうございます。

　今回は身体からはじまる関係＋すれ違いと、これまた好きな要素を詰め込みましたが、少しずつ心が重なって行く様子を楽しんでいただけましたら嬉しいです。ご覧になって下さった方にも心ときめくシーンはありましたでしょうか。個人的なお気に入りは、クリストファーが手ずから菫の砂糖漬けを食べさせるシーンです。




　お戻しの度に嬉しい感想をたくさん添えて下さった担当様、清廉でありながらそれはもう色気に溢れたヒロインとヒーローを描いて下さった木きノの下したきの先生には大変お世話になりました。

　ここまでお話が膨らんだのも、偏にお二人がご尽力下さったおかげです。本当にありがとうございます。




　またご縁がありましたらお会いできれば嬉しいです。






瀬月ゆな










【著者紹介】

２０１７年11月からＷＥＢ小説投稿サイトで活動をはじめる。初恋を拗らせて執着する王子様ヒーローがとにかく好きです。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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